

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　ヴァンパイア・ナイトのダメな例







　ピン、ポーン。




　不意に鳴ったドアチャイムに、俺おれは「ん……」と声を漏らしてソファから身体からだを起こした。

　つけっぱなしのテレビから観客の笑い声。クイズ番組で、見たことのあるお笑い芸人がフリップを立てて何かを喋しやべっていた。リモコンは知らない間に手から滑り落ちたようで、ソファの足あし下もとに裏向きで転がっている。

　え……っと。何時だ。

　寝ぼけた頭でリビングの壁掛け時計を確認する。時刻は夜の８時を少し回ったところだった。少し寝てたみたいだ。

　黒のパーカーを肩に引っかけてソファから立ち上がり、カラの丼どんぶりとコップを台所に運んでから玄関に向かう。もう11月も終わりに近づき、外はめっきり寒くなっている。

「最近、何か注文したっけ……」

　通販で何かを買った憶おぼえはないから、おおかた母親がセルフお土産に海外の地ビールでも詰めて送ってきたってとこかな。

　玄関に降り、サンダルをひっかける。

　まだ寝ぼけているせいもあり、俺おれは何の警戒もせずにドアを開けた。




　そこには二つの棺かん桶おけが横たわっていた。




「ひっ」

　俺はうわずった声を上げた。

　──なんだよ、これ。

　俺の家には玄関と道路の間に少し石畳のスペースがある。

　そこに、縦に並べて置かれた漆黒の棺ひつぎ。

　配達人はすでにおらず、周りに物音もしなければ人の気配すらない。

　いったい何が……。

　食い入るように見つめる俺の前で、ぎっ、と棺桶の蓋ふたが軋きしんだ。

　ぎ、ぎぎぎ……。

　蓋が、少しずつ、

　少しずつ、

　横にずれていく。

　徐々に開いていく棺桶。その隙すき間まに月明かりが差し込み、中が見えた。

　あれは……人だ。

　二人とも若い。右は男で、左は女だ。目の覚めるような金色の髪と透き通るような肌。

　二人とも目をつむり、腹の上でゆったり両手を重ねて横たわっている。眠っているのか、それとも死んでいるのか。

　そのうち蓋が開ききり、重々しく脇わきへと落ちた。

　その瞬間だった。

　二人の身体からだがその姿勢を維持したまま、まるで棒を引き起こすように起きあがった。

「うわっ」

　直立。

　物言わぬ二人が俺の方を向いている。目をつむったまま。

　どうやって起きあがったんだ。支えも何もない、不自然すぎる身体の動きだった。俺は悪い夢でも見てるのか……？

　初冬の澄んだ空気を透過して、月光がさえざえと二人を照らす。

　男の方はまるで女のようにきれいな顔立ちをしていた。髪はネコのようなクセっ毛で、背は１８０センチ近くある。

　女の方はえらく小さく、小学生といっても通用しそうな容よう貌ぼうだった。背中まであるカーリーロングヘアの髪。雪のような白肌と長いまつげ。精せい緻ちな西洋人形のようだ。

　二人とも首から下は黒ずくめだ。黒のインバネスコート、黒いスーツ、黒い革靴……。

　吸ヴア血ンパ鬼イア。

　その言葉が何の違和感もなく俺おれの脳裏に浮かんだ。

「…………っ」

　いつのまにか手のひらに汗をかいている。

　そうだ。それ以外の何だっていうんだ。棺かん桶おけを寝床にする生き物を、俺は他ほかに知らない。

　身体からだが動かなかった。

　緊張と恐怖で、俺は指一本動かせずにいた。

　夢じゃなければ、この光景は何だ。

　時間が止まったようだった。

　そして──

　カッ！

　まったく同時のタイミングで、二人の瞳ひとみがいっせいに開いた。

　うわ。

　大きく開いた瞳は、髪と同じ金色をしていた。

　ヤバい。あんな色、人間じゃありえない。

　身体の前で組んでいた手をほどいて、ゆっくりと周囲を見渡す二人。うっすらと開いた口から鋭い牙きばが見えて、俺は生きた心地がしなかった。

　間違いない。あれは夜の王、闇やみの眷けん属ぞく──吸ヴア血ンパ鬼イアそのものじゃないか。

　月を背負い、夜の闇に高笑いを響かせて、無数のコウモリと化して空を舞う──そんな恐ろしい姿を思い浮かべ、俺は生なま唾つばを飲み込む。

　ヤバい。逃げなきゃ……。

　うっ──

　目が合った。

　男の方だ。

　男の方が俺を見つめて、そして……笑った。

　にたり。

　どくんと心臓が鳴った。あれはヤバいもんだ。逃げなきゃ。どこへ？　ヤバいヤバい。どこにも行けない。逃げ切れない、本能がそう叫んでる。ヤバいヤバいヤバい、ああ、奴やつは俺を見て、にたりと笑った。ああ、大きく息を吸った。何をするつもりだ。あああ、奴は、

　叫んだ。




「おっっっっぱぁ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～いっ！」










　………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………別の意味でヤバい奴やつが来た。







第一話　居候開始







　俺おれの名は安あ良ら城き一かず馬ま。公立高校に通うごく普通の高校生だ。

　初対面の人に「アラキです」と名乗るとほぼ１００％の確率で〝荒あら木き〟と変換されるので、その後に安くて良い城ですとまるで売り込みのように付け加えることにしている。

　部活は卓球部で幽霊部員。ちなみに幽霊はニガテだ。成績は中の上。男子は受験になったら成績が伸びると聞いたのでそれを信じて受験までは勉強しないと言ったら担任に怒られた。

　趣味は……なんだろう。マンガもテレビゲームも借り専だし、友達に付き合ってゲーセンぐらいは行くが、一つのゲームが長続きしたためしがない。テレビはバラエティばっかり。ドラマは途中で観みるのを忘れるから最初から観ない。要は飽きっぽいんだな。

　将来の夢は、昔はパン屋さんだったが（なぜだろう）、今は特にない。さしあたりの大きな目標は大学合格。４年間ガッツリ遊んで、そのあとはそんとき考えるつもりだ。

　……とまあ、そんなのほほん生活を旨むねとする俺が、だ。

　今、吸血鬼なんていうデンジャラスなイキモノとご対面してるってのはどういうわけだ。




「おっぱい！」

　男の方が明るく言った。人なつこい笑顔を浮かべ、まるで挨あい拶さつでもするようにはつらつと。

　ちなみに２回目。

「ぱ、ぱいおつ？」

　言い方を変えて３回目。そしてなぜ疑問形。

　謎なぞすぎるセリフ群に石のごとく固まる俺おれを見て、男は「あれ？」と首をかしげた。

「ねえねえおかしいよシンクレア？　日本の夜の挨拶はおっぱいなんだよね？」

　女の方がキッと男を睨にらんだ。

「兄さまのばかっ。あれはあのドヘンタイ伯爵のジョークですっ。真に受けないでくださいっ」

　その後二言三言の会話があったあと、男はうんうんと納得したような様子だった。

「じゃあ、普通に挨拶すればいいんだね」

「最初からそう言っていますっ。兄さまのあほっ」

「はっはっは」

　そして男が俺の方に向き直り、

「えー改めて。ドイツのドルトムントから来ました。吸ヴア血ンパ鬼イアのクルス＝シルヴァスタインと申します。好きなおっぱいはDカップの釣り鐘型です。よろしくお願いします」

　異様に流りゆう暢ちような日本語でそう名乗ったあと、俺にぺっこりと90度のおじぎをした。何かがおかしい。俺は訳の分からない頭痛を覚えた。

　ちなみに男の右みぎ頬ほおがえらく腫はれてるのは、さっきえらいことを叫んだ直後に横の女の子にぶん殴られてたからだ。

「さ、クレア、ご挨拶」

　促され、女の子の肩に力が入ったのがわかった。

　それからあぐあぐと口を開閉させ、消え入りそうな小声で、

「は、は…………はじめました」

「……………………」

　え……と。

　何を始めたんだ？

　殺し屋？

　そこではっはっはとクルスが笑った。

「そこは『はじめまして』だね」

　言うや否や、少女の顔が下からみゅい～んと真っ赤になった。

　それはもう、伏せていてもわかるくらいに。

　まあ……たしかにそういう間違いは恥ずかしいよな。

「シ……シンクレア…………」

「〝です〟」

「……です」

「好きなバストサイズは？」

「死んでください」

「あっはっはっ。冗談だよ。ちなみにクレアは見事なまでのつるぺたドフゥッ！」

　シンクレアの突きが脇わき腹ばらに刺さり、悶もん絶ぜつするクルス。

「ゲフッ……。ぼ……僕たち兄きよう妹だいなんだ。呼ぶときはクルスとクレアで構わないよ」

「あ、いや、それより腹大丈夫か？」

　なんというか、全然怖くなかった。吸血鬼っていうと夜の闇やみに「フハハハ……」って高笑いを響かせて処女の生き血をすするようなイメージがあったんだが、二人とも全然そういうことをしそうにない。のっけからおっぱいとか叫んでるし。

「吸血鬼……ねぇ……」

「そうだよ？　きみたちが一般に想像する、太陽と十字架がダメなあの吸血鬼だよ」

「ほんとかよ……」

　訝いぶかる俺おれに構わず、クルスはまたぺっこりと頭を下げた。

「それでは今日からお世話になります。よろしくお願いします」

「えっ？」

　どういうこと？

　今お世話になるって言った？

「えっと……」

　思考停止している俺を尻しり目めに、シンクレアが二つの棺かん桶おけをまるで段ボールの空き箱みたいにひょいっと両肩に担いだ。

　おお。

「こっちだよー」と家の玄関に誘導するクルス。

　すげえ。あんな小さな子が、一人であんな重そうなものを担いで……。

　…………。

　…………。

　ひゅる、と冬の夜風が胸元に入り込んで、その冷たさに俺ははっと我に返った。

「ちょっと待て！」

「うわびっくりした！　どうしたの？」

　すでに玄関に入ったクルスが首だけで振り返る。

「は、入るのか？　俺んちに？」

「え？　そうだけど？」

　ごくナチュラルに返されて怯ひるむ俺。

「な、なんでだ？」

「なんでって、ホームステイはホームにステイするんでしょ？」

「ホームステイ？」

「ステイメイト指定のホストファミリーだよね？　アラキ・ファミリー。違った？」

「いや、そりゃ……合ってるけど……」

　……まあ、たしかに俺おれの家は、少し前まで留学生のホームステイ受け入れをやっていた。

「若い子は冒険しなきゃね」という母親の方針のもと、ステイメイトというホームステイ支援プログラムに参加して、けっこう頻ひん繁ぱんに外国人学生を受け入れていた。

　けどたしか、母親がしばらく家を空けることが決まってからは、受け入れを中止していたはずだ。俺一人だと自分の生活で手一杯で、受け入れの態勢がとれない。だからこの時期に留学生が来るはずがなくて……っていうかそれだけ日本語ペラペラならホームステイする必要ないだろ。いやそもそも吸血鬼がホームステイとか言うなよ。

　と、俺が考え込んでいる間に兄きよう妹だいはもう棺かん桶おけを担いで家の奥まで上がり込んでいた。

「おい!?」

　奥から「兄さま、タタミ！」とシンクレアの声。

「ほんとだ！　タタミ！　タタミ！」

　兄の声と一緒に、どさっと棺桶を置く音が聞こえた。

　慌ててサンダルを脱ぎ、突き当たりの和室に直行すると、六畳間にはすでに二つの棺桶がでかでかと幅を取って置かれていた。

「ねえねえ日本人はタタミで寝るんでしょ？　僕たちここがいい！」

　畳の上に棺桶。それは普通、畳で寝るとは言わない。

　しかもすぐ前にはモノクロのばあちゃんが微笑ほほえむ仏壇がある。仏前に棺桶。笑えない。

　いやそれ以前にホームステイだ。俺はなんにも聞いてない。何かの手違いじゃないのか？

　俺はリビングにとって返し、テレビの下からステイメイトのパンフを引っ張り出して代表の電話番号を調べた。

　……あった。

　受付時間は夜９時までだ。まだ間に合う。

　さっそく携帯から電話をかけると、２コール目で相手が出た。

「あ、すみません夜分遅くに。ちょっと確認してほしいことがあって電話しました。俺、ホストファミリーの安あ良ら城き志し乃のの家族なんですけど、うちって今、受け入れを休止してますよね？　はい………………え？　してない？　なんで？　……はい。はい。マッチング申請？　えっと、それ何でしたっけ？　学生と、はい、ホスト側の、双方の希望を照らし合わせて。いえあの、そもそもうち、希望してないんですけど。休止してるはずで。いえ、してないです。俺じゃないです。え？　はあ。兄妹で。うちを熱烈希望。はいそれはまあ嬉うれしいんですけどそうじゃなくて、あ、あのマッチング結果ちゃんと見せてください、ＦＡＸで送ってくださ、ちょっ、ちょまっ、まだ話は終わってなっあっ、待って切らないで切らないで切らないでだ、あ、あァ────ッ！」

　…………。

　切れた。

　肩で息をする俺おれ。

　何かがおかしい。陰謀の匂においがする。

「ね？」

「うわっ」

　いつの間にかクルスが真横に来ていた。

「事務手続きは何もかもやってくれてさ。君たちは職務に専念しろって。ほんと、ラドクリフ伯爵は頼りになるよね」

「ラドクリフ？」

　俺はその単語に反応した。

「ラドクリフって、ジェイムズ＝ラドクリフか？」

「え？　知ってるの？」

　クルスがびっくりして俺を見たが、むしろびっくりしたのは俺の方だった。

「俺の親おや父じだ」

「ええ？」

　クルスが目を丸くする。

「伯爵に子供がいたの!?」

「いたのって……なんて聞いて来たんだよ」

「『吸血鬼に寛容な人』」

「あやふやすぎる！」

　アホか親父！

「ほ、他ほかには？」

「特に何も」

「…………」

　ううん、さっきの「アホか親父」発言を取り消そう。

　俺の親父はアホ間違いなしである（断言）。

　しっかし……それだけでよくこいつらも来たもんだよな……。

　俺は二人を改めてしげしげと見やる。

　サンタの存在を信じる少年ばりにピュアな瞳ひとみを向けてくるクルスと、まだ警戒心のあらわなシンクレア。違う。俺の中の吸血鬼のイメージはこんなんじゃない。

　ねえねえ、じゃあさ、とクルスが俺の袖そでを引っぱる。

「伯爵の子供ってことは、カズマも吸ヴア血ンパ鬼イアなの？」

「いや違う」

　やっぱりそうなのか。

　俺おれはうーむと唸うなる。

　俺の親おや父じことジェイムズ＝ラドクリフはどうもヴァンパイアらしいのだ。

　なぜ『らしい』かというと、俺は生まれてこの方ただの一度も親父を見たことがないからで、ときどきメールこそ送ってくるが俺は親父の顔も声も知らない。

　イギリス生まれドイツ育ち。ドイツだかオランダだかで医学系の研究者をやっている。俺が知ってるのはせいぜいこれくらいで、これさえ母親づての情報だ。

「もしかして、お母様が人間なのではありませんか？」シンクレアが口を開いた。

「ああ」俺は頷うなずいた。「こういうの、なんて言うんだっけか」

「半吸血鬼ダンピールです」

「ああそれそれ」

　半吸血鬼ダンピール。

　吸血鬼と人間との間に生まれた子。

　父親は吸血鬼、母親は人間。

　まあ、ハーフってとこだ。

「…………へえ……」

　兄きよう妹だいは揃そろってまじまじと俺を見つめた。

「その割に僕たちを見たときやたらびっくりしてたね」

　うっ。

「だ、だって吸血鬼なんて映画の中でしか見たことないんだぞ！　棺かん桶おけを見るのも初めてだったし、玄関開けていきなりあんなのがあったら怖いに決まってるだろ！　なあ!?」

「…………」

　二人が急に胡う散さん臭くさそうな目をした。

「きみ本当に半吸血鬼ダンピール？」

「…………はい……俺もそう思います……」

　なんだかすごく恥ずかしくなってきた。何しろ俺ときたら日光は平気だわ、血はニガテだわ、にんにくは好きだわで吸血鬼の性質のカケラすらない。身体からだが多少頑丈なのと、他ほかの人より傷の治りが早いっていうのはあるが、それだって化物じみてすごいわけじゃない。珍しいことといえば白衣を着た検査官が毎年やってきて俺の体を色々調べていくぐらいだが、そういう特殊なイベントでもないことには親父が吸血鬼なんてのはとても信じちゃいなかっただろう。

　外見だってそうだ。親父は白人の出いで立たちらしいが、俺はまるっきりの日本人で昔から母親に似てると言われてきた。

　しかも俺は普段吸血鬼との接点がない。幼い頃ころに一度襲われたらしいんだが（憶おぼえてない）、吸血鬼と関かかわりを持ったことがあるのはせいぜいそれぐらいだ。

　だから俺は半吸血鬼ダンピールのくせに、吸血鬼ってものをほとんど知らないのだ。

　……というようなことを説明すると、兄妹はまた「へえ……」と言った。

「同じ混血でもずいぶん僕たちと違うもんだね」

「なんだって？」

「実を言うと僕たちも１００％純粋な吸血鬼じゃないんだよ。ひいひいじいさんが人間だったらしくてね。16分の１だけ人間の血が混ざってる」

　へえ、と今度は俺おれが言う番だった。

「じゃあ意外に日光が平気だったりするのか？」

「クレアはね」

「おぉ」

　すごいな。何がすごいって吸血鬼の能力をちゃんと残しつつ太陽を克服してるところだ。俺なんてカンペキにただの人間だもんな。

「……ていうかさっき自己紹介のときに『日光がニガテなあのヴァンパイアだよ』って言ってただろ！　のっけからウソかよ！」

「まあ何事にも例外はつきものだよね」

「…………」

　た、たしかにそうだけど、何か納得いかないぞ。

「ちなみに僕は銀が平気。だからシルバーアクセなんかも身につけられるんだぜ！」

「すごいよな。吸血鬼と人間のいいとこ取りだ」

「はぁ～……それにしても伯爵に子供がいたなんてねー。あの人そんなこと一言も言わなかったよ。伯爵って三次元の女の人にも興味あったんだね」

「……なんだって？」

　い、今、えらい一言が入ってたような気が……。

「ほらラドクリフ伯爵って２Ｄエロ画像の権威でしょ。僕の誕生日が来るたびにエロ画像詰め合わせ、題して2Dlovers.zipを毎年毎年……」

「待てぇっ！」

　一瞬ですごい汗かいてきた。

「俺の親おや父じってそんななの!?」

「そうそう、だから人間と結婚どうこう以前に３Ｄの女性に興味あったんだなあって今びっくり」

「びっくりしてるのは俺だあ！」

「ちなみにあの人のエロ画像フォルダの容量、１ＴテラＢバイト越えてる」

「ぎゃああああああ！」

「ちなみにあの人のメールアカウントyumyumyoujo。訳すと好き好き幼女」

「いやああああああ！」

　俺に送ってくるときのアドレスと違う！

　いや待てよ同じ人って保証がどこにある？　別人だろ別人。ハハン（大汗）。

「ちなみにあの人のデスクトップ壁紙……」

「もういい！」

「あと……」

「やめろぉッ！」

　俺おれの知らなかった（そして知りたくなかった）親おや父じの一面が続々とあらわになっていく。聞かなきゃよかった。貝になりたい。

「はあー、はあー、はあー」

　注意：今の俺は激しく動転しています。立ち直るまで少々お待ちください。





□■□■□






　──で。

「親父が？　俺を紹介するって言ってたのか？」

　さっきの会話を心の〝開けてはいけない箱ばこ〟にしまい、鎖を巻いて南なん京きん錠じようをかけて重しをつけて記憶の奥深くに沈め、そこでようやく俺は立ち直った。さっきの会話はなかった。なかったんだ。うん。

　クルスは「ん～」と言って「紹介するっていうか、伝えておくって」

「……ちょっと待っててくれ」

　俺は立ち上がり、部屋を出て２階に上がった。

　それから俺の部屋に入り、ＰＣのスクリーンセーバーを消してFirefoxを起動、Gmailにログインして受信メールフォルダを開く。

　大量のＤＭダイレクトメールに交じった差出人"James Radcliffe"のメール。

　タイトルチェック。

〝カズくん元気してるぅ？〟

〝tea partyしたよ→〟

〝返事くれないとパパさみしいん〟

　……これが全部いい歳とししたオッサンの書いたタイトルかと思うとすさまじいものがあるな。

　探すうち俺はそれを見つけた。

　しょうもない日常を綴つづった日記のうちの一通、たっぷり五千字ぐらいはありそうな文章の最後に。




　P.S.

　近いうち吸血鬼兄きよう妹だいがそっちに行くヨ！

　よろしくね→




「…………」

　俺おれはぐったりとデスクにうなだれていた。

「親おや父じ……」

　女子高生みたいな日記を延々書き連ねて、なんでそういう大事なとこが「P.S.」で二行だよ。

　まあ振り分けを迷惑メールに設定してるからどのみち気づかなかったけどな。

　しかもメールには兄きよう妹だいの名前すらないし、訪ねてきたらどうしろとも書かれてない。多分あの手この手でステイメイトのプログラムにねじ込んだんだろうけど、それならせめて顔つなぎぐらいしてくれよ、親父。

　だが、まあ、ともかく。

　俺は頷うなずく。

　ひとまず親父の知り合いだということは確認できた。

　これでちょっとは安心だ。

　ＰＣをそのままにして一階に戻る。

　階段を下りていると…………ん？

　リビングから何かワイワイ聞こえるな。

　クルスの声だ。

「すごいよこれ！　見てよクレア！　紅ぐ蓮れん伽が藍らんのＤＶＤがボックスで揃そろってるよ！　これなに？　ビジュアルブック？　へぇ～」

[image: ]

「兄さま、仮かり免めんライダー電でん玉たま」

「わああ電玉！　電玉！　夢みたいだ……！」

　リビングに顔を出した俺はあんぐりと口を開けた。

　きちんと整せい理り整せい頓とんされていた部屋が、ほんの５分ほど目を離した隙すきに散らかりまくっていた。

　フルオープンのＤＶＤラック。

　床じゅうに散らかったアニメＤＶＤの箱。

　同じく開きっぱなしの初回特典本。

　ディスクトレイがオープン状態になったＢＤレコーダーと、そこにいそいそとアニメＤＶＤの一巻を挿入しようとしているクルスの姿。

　俺おれの顔から血の気が引いていくのがわかる。

　と、俺の気配に気づいたクルスが最高のニコニコ顔で振り返った。

「すごいねカズマ！　僕日本に来て本当によかったよ！　ねえ、よかったらこれから一緒に」

「先に片付けろぉ！」

　俺は思わず叫んでいた。

「借り物なんだ、このＤＶＤは！」

　テンゲントッパー紅ぐ蓮れん伽が藍らんも仮かり免めんライダー電玉も、全部俺のじゃない。幼なじみから借りたものだ。いや、借りたっていうか、むしろ強引に押しつけられたんだけど……とにかくあいつは汚れやキズには敏感だから、慎重に扱わなけりゃならない。あいつが海外から帰ってくるまであと約半年。それまで俺はこのグッズたちを無事に守り抜かねばならないのだ！

　さっそくチェック──パッケージにスレや汚れはないか？　ディスクに指紋やキズはないか？　……ああっ！　特典本の４ページ目がちょっと折れ曲がってる！　伸ばして直して……うう、折り目ついちゃってるけど……ごまかせるかな……。

「に、兄さま！　始まりました！」

「よくやった妹よ！」

　俺が片付ける間にちゃっかりＤＶＤをセットしていた二人はわくわくした顔でソファに腰掛け、それまでいじくっていたＢＤレコーダーのリモコンをコタツに置いた。

　やがてオープニングテーマが流れ始める。

　歌詞が始まると、二人揃そろって曲に合わせて小さく口ずさむ。よく知ってるな。吸血鬼なのにこういうのに興味あるのか？

「…………」

　はっ。

　違う。これじゃない。

　この二人がまがりなりにもホームステイの名目で来ている以上、俺は二人に日本というものを教えなければいけないのだ。アニメより先に見せるものがある。

「すまん二人とも、ちょっといいか」

　俺おれはテレビラックから〝日本の世界遺産〟というタイトルのＤＶＤを抜き出し、二人に向かって掲げてみせる。

「アニメより先にいったんこれを観みてほしいんだけど、いいか？」

「え？　なになに？　なに見せてくれるの？」

　身を乗り出して、興きよ味うみ津しん々しんの兄きよう妹だい。

　俺はアニメの再生を止め、トレイを開けてＤＶＤを取ると、代わりに世界遺産のＤＶＤを入れてトレイを閉めた。

「知しれ床とこ半はん島とうの紹介ＤＶＤだ」

　言いつつ再生ボタンを押すと、少ししてオホーツク海の流氷の映像が流れ出した。

『流氷から始まる生命の環わ。それは海から川、そして森へとつながる大自然の営み──』

　俺んちではホームステイをする学生たちには初日、この日本の世界遺産のＤＶＤを観てもらっていた。ここに出てくる自然や建築物は見た目だけでも楽しい上に、日本の自然や文化を端的に学ばせてくれるからだ。

　事実、映像を観た学生たちはとても喜んでくれ、今度ここに行きたいあそこに行きたいと新たに夢を膨らませてくれた。また、ステイメイトにはＥメールでのレポート提出が義務づけられているので、その初日のネタ作りと目標設定にも使える。まさに一石二鳥だ。

『──世界でも類を見ない希少な動植物の楽園、知床は２００５年７月、世界遺産に登録されました』

　ふうん、とクルスは頷うなずき、

「巨大ロボットはいつ出てくるの？」

「出ねえよ」

　世界遺産だっつうの。

「兄さまのばかっ。よく見てください、森林ですよ？　出てくるのはロボットじゃなくて野生のモンスターですっ」

「そ、そうか！　言われてみればそうだよね！」

「いや出ないから」

「「ええっ？」」

　なんだそのダブル動揺。

　続いてくっとシンクレアが呻うめいた。

「こ、こんなみじめな思いをしにきたはずでは……！」

「みじめって……じゃあ何しにきたんだよ」

「あ、わ、我々は欧州吸血鬼協会ＥＳＮの任務を受けて来たのです。こんな大自然の映像をのほほんと観てる場合ではないのです！」

「そうだあ！」と兄が乗っかる。「言ってやるんだクレア！」

「あれ？　ホームステイじゃないのか？」

「それは名目上です。目的はあくまで仕事なのです」

「ならアニメこそ観みてる場合じゃないだろ」

「アニメは……その……き、基準をクリアしています！」

　何のだよ。

「で、その任務って何だ？」

「それは──」と言いかけた妹の口を、兄の手が塞ふさいだ。

　クルスは得意げな顔で「ふふ……それは教えられないなぁ。でもどうしてもって言うんなら──」テンゲントッパーのＤＶＤパッケージをびしっと俺おれに突きつけ「紅ぐ蓮れん伽が藍らんの続きを観せてくれたら教えてあげよう！」

　安っ。

「す、すばらしい取引です兄さま！」

　マジで？

「じゃあ……そんなに気になんないし、やめとこっかな」

「「何ですと!?」」

　垂らした餌えさに見向きもしない俺にショックを受ける兄きよう妹だい。

「み、見せてよぉ……！」

　最初こそ下手に出ていたクルスだったが、いつまでも変わらない知しれ床とこの映像にそのうちしびれを切らすと、「くっそぉこうなったら力ずくだ！」と叫んで猛然と掴つかみかかってきた！

「ハハハ────ッ！」

　どか。

　ばき。

　ばこ、ぼこ。

　…………。

　なぜか俺が勝った。

　弱っ。

「う……うぅ……」

　足あし下もとから声が聞こえる。

　なんか……ちょっと可哀かわい相そうになってきたな。

　吸血鬼なのに凡人並の俺よりケンカが弱いだなんて……。

　なぜか申し訳ない気持ちになってきた俺は、少し考えたあと映像を停止させて、世界遺産ＤＶＤとアニメＤＶＤを入れ替えた。ムリヤリ見せるのもなんだしな……。

　しばらくして紅蓮伽藍のオープニングテーマが流れ出す。

「あ……ありがとう……カズマっていい人だね……」と足下から声。

　しばらく待ってみたものの、クルスがいつまでも寝そべったままどうも起きるつもりがなさそうなので、俺おれは妹の方に話を振ってみた。

「で、その任務ってなんだ？」

　急に話しかけられてびっくりしたのか、シンクレアは全身でビクッと跳ね上がり、あ、は、はい、とどもった。

「ちょ、調査です。移住先として適しているかどうかの」

「移住？」

「はい。最近法王庁ヴアチカンの活動が活発になってきて、ヨーロッパが全体的に住みづらくなってて……」

　法王庁ヴアチカン──言わずと知れたカトリックの総本山だ。

　一般には知られていないが、あそこにはそういった化け物退治専門の部署がある。吸血鬼なら知らない奴やつの方が少ないだろう。

「始末屋スイーパーか」

「話が早いね」

　お、クルスが起き上がってきた。

「命がけの鬼ごっこなんて誰だれもしたくないからね、さっさと良い土地見つけて移り住んじゃおうってわけ」

　言いながらポケットを探り、一枚のカードを取り出した。

「これ、僕の身分証明書」

「へえ」

　受けとったカードには顔写真と、隅っこに金色のＩＣチップが四角く埋め込まれていた。

「ヨーロピアン・ソサエティ・オブ、ノス……ノス？」

「Nosferatuノスフエラトウ。通称ＥＳＮ。僕はそこの特命隊員ってわけだね」

「へえ……」

　特命隊か……。とてもそうは見えないけどな。

　しかしＩＣチップ入りのカードを使うなんて、吸血鬼もすっかり現代人なんだな。

　カードを返すと、クルスはひとつ頷うなずき、やにわに真剣な顔つきになった。

「──で、これが表向きの理由」

　その表情を見て、俺は急に不安を覚えた。

　吸血鬼が日本に来た裏の理由……？

　ひょっとしてこいつ、俺を何か大いなる危機や陰謀のようなものに巻き込もうとしていないか？　吸血鬼が日本に来た表向きの理由は調査。すると裏の理由はたとえば日本総吸血鬼化計画とか、キリスト教教会根絶作戦とか、そういうダークで血なまぐさい感じなんじゃないか。

「裏の理由は……」

　迫り来る緊迫感に、ごくりと俺の喉のどが鳴った。

　クルスは大きく口を開け、そして──




「アキハバラに行きたい！」




「……………………は？」

「アニメ！　マンガ！　ゲーム！　メイド！　耳かき！　見たい！　やりたい！　体験したい！」

　急に今までとは違うスイッチが入ったようだった。

　金きん眼がんをらんらんと輝かせ、コタツの向こう側から大きく身を乗り出してくるクルス。

　見るからに白人なクルスの口からまさかメイドやら耳かきやらといった用語が飛び出すなんて思わなかった。俺おれはしばらく呆あつ気けにとられたあと、

「んと、つまりなんだ、お前はその、いわゆる……………………オタク？」

　吸血鬼なのに？

「Ja!」

　クルスは膝ひざで跳躍して、立ち上がった。

　瞳ひとみが輝き、顔がほんのり紅潮している。

　嬉うれしくってしょうがないって感じだ。

「そうさ！」

　高らかに叫ぶと、奴やつはひらりと飛んでコタツの上に躍り上がった。

　クルスの全身から何か今までとはまったく違うオーラが噴き上がっている。

「兄さま、お行儀が……」

「だってマンガだよ？　ジャパニメーションだよ？　屋外でのコスプレが堂々と許され、アニメソングがヒットチャートの一位をもぎ取るおそるべきアニメ大国、Dies ist Japan！　この分野では他ほかの追随を許さない、まさに圧倒的ナンバーワンの創作帝国さ！」

「兄さま、お行儀……」

「ねえ？　魅力的だと思わないかい？　ずっと夢だった。日本に来て、骨の髄までアニメやマンガの洪水の中に浸ってみたいって！　それが叶かなったんだよ！　ちょっとやそっとじゃ帰らないぞ！　味わい尽くしてみせるとも！　はちきれるぐらい吸収して、それからヨーロッパじゅうにこのすばらしい文化を絨じゆう毯たん爆撃してやるのさ！　あは、あはは、あっははははははははははははははははははははははははははドフゥッ！」

　突如シンクレアの放った突きが奴の脇わき腹ばらに刺さり、奴はもんどり打ってコタツから転げ落ちた。

「兄さまっ！　お行儀が悪いですっ！」

　おお。シンクレアが仁王立ちをしている。怖い。

「は……はい……調子こいてすみませんでした……」

　棺かん桶おけを片手で持ち上げる怪力で殴られ、脇腹を押さえて悶もだえるクルス。もう見ているだけで痛い。荒い息をつきながら、ずりずりと這はうようにして元の位置に戻っていく。

　…………。

　まあ、目的はよくわかった。

　要は任務にかこつけて趣味を満喫していこうって魂胆か。

　よっぽど熱心に志願したんだろうな。

　クルスはまだ痛そうに脇わき腹ばらを押さえながら、コタツの上に置いてある俺おれの携帯電話をビシッと指さした。

「……さっきから気になってたんだけど、そのストラップ！」

　ストラップ？

　この、モコモコした雲に顔がついたやつか？

「それ、〝大臣〟だよね？　〝じゅうていおん！〟の舞まいちゃんとお揃そろいだよね！　やっぱりカズマは舞ちゃん派？　僕とおんなじだね！　気が合うなって思ってたんだ！」

「？？？」

　ちょ、ちょ、ちょっと待った。

　話についていけてないぞ、俺。

　大臣だよねって、これ、ただの雲のストラップだろ？

「悪い、話がよくわかってないんだけど、その〝大臣〟とか〝重低音〟ってなんだ？」

「は？」

　言った瞬間クルスがロボットみたいに固まった。

「…………マシュマロ大臣を、知らない？」

「知らん」

「〝じゅうていおん！〟って、聞いたことない？」

　俺は首をひねる。「……バンドの名前か？」

「むきーっ！」

　クルスは急に子供みたいにじたばた怒りだした。

「違うよ！　舞ちゃんのつけてる携帯ストラップだよ！　ほら見てここ、王冠ついてるでしょ？」

　指さされた部分にはたしかに王冠マークらしきものがあった。

　しかしそれも「言われれば」のレベルで、まじまじ見つめないことには発見できない。

　ていうか雲じゃなくてマシュマロだったのか。今知ったぞ。俺はまたてっきり天気予報か何かのマスコットキャラだとばっかり……。

「ねえ、知らないでチョイスしたの？」

「いや。つけたのは俺じゃない」

　俺の幼なじみだ。

　ちょっと目を離した隙すきに携帯にぶら下がってた。

　だから俺が知らないのもムリはないのだ。うん。……と納得して頷うなずく俺の前で、

「unあ……unglaublichありえない………………」

　うあ。クルスが宇宙人を見る目になってる。

「か、カズマ、アンニュイ・ベルって知ってる？」

「知らん」

「アブ☆ラミは？」

「うーん」

「福音ゲリオンは？　リリまほは？　プリナグは？　妹セブンスは？」

「全部わからん」

「あ、ガムダム！　ガムダムは観みるでしょ？　０ゼロ０ゼロ！」

「ああ、それなら聞いたことある。何かが三倍になるんだよな？」

「それファースト……」

　クルスはがくっとうなだれ、それからやけっぱちのように、

「もお！　じゃあ一体どんなアニメを観てるっていうのさ！」

　なんか怒られた。

「すまん。俺おれ、テレビあんまり観ないんだ。たまに観るのはバラエティばっかりだし。……あ、でもサザ江さんとドラ江もんは知ってるぞ」

「ひ……ひどい…………」

　クルスの目にじんわりと涙が浮かんだ。

「日本に住んでるくせに……あんまりだ……」

　うお？

　泣くほどなのか、俺の無知ぶりは？

「ねえクレア！　僕は悲しいよ！」

「知りませんっ」

　ぷいっと横を向くシンクレア。

　そうだよな。そんなこと振られても困るよな。

　ところで……。

　俺にはひとつ気になることがあった。

「シンクレア、でいいのかな。あんたも兄貴とおんなじ、その、オタ……」

　ふるふるふるっ。

　うつむいたまま、シンクレアは首を横に振った。

　あ、いや、まだ全部言ってないぞ。

　ちゃんと最後まで聞いてくれよ。

「おんなじ、オタク……」

　ふるふるふるふるふるっ！

「…………」

　ものすごく否定された。

　そこまで嫌がらなくてもいいのに。

　でも……さっきからじっと食い入るように仮かり免めんライダーを観みてるよな。

「そうだ」

　ふと別の疑問が浮かんだ。

「シンクレアはその、さっき言ってた調査隊に含まれてるのか？」

「Neinいいや.」

　クルスは穏やかに頭を振った。

「クレアは僕のおまけみたいなもんだね。ＥＳＮ会員ではないけれど、家族ということで許可が下りたんだ」

「じゃあクルスが引っぱってきたのか」

「Nein.　一応未体験の土地だし、僕は一人で行くって言ったんだけど、ついてくるって言って聞かなくてね～」

「に、兄さまが心配だからです」

　うつむいたところから小さな声が聞こえた。

「ね？」

　クルスが大げさに目を丸くしてみせる。

「あっはは。まったく心外だなあ。いったい僕のどこが心配だって言うんだい」

「いやわかるぞ」

「うそお!?」

　ぶんっと俺おれの方を向くクルス。まさかって顔だな。

　けどこれだけお喋しやべりだと、言っちゃいけないことまでぽろっとこぼしてしまいそうで怖い。ほっといたら誰だれ彼かれ構わず「ボク吸血鬼！」って名乗りそうだもんなあ。

「しかし……ここの立地はすばらしいね。適度に田舎いなかの残った郊外。アキハバラまで電車で50分。夜は静か。駅もショッピングセンターも近いし文句のつけようがないね。まったくナイスチョイスだ、Herr von Radcliffeラ　ド　ク　リ　フ　殿」

　そこで妹がずいっと出てきた。

「ほっ、誇り高き吸血鬼がお遊びにうつつを抜かすなんてとんでもないことですっ」

　おお。こっちはとってもマジメだ。

「相変わらず固いなあクレアは」

　クルスはふう、と肩をすくめた。

「吸血鬼が孤高だった時代はとうに終わったんだよ。わかるかい？　これからの僕たちに必要なものはフロンティア・スピリッツ！　ほら、偉い人も言ってるじゃないか。〝壁があったら殴って壊す、道がなければ俺が造る〟。ね？　それぐらいの気構えは必要だよ」

「道がなければ〝この手で〟造る、ですっ」

「僕だって神かみ谷やボイスで叫びたい！　ガムダムエクレア……クルス＝シルヴァスタイン、未来を切り開く！」

「兄さままた間違えた！　セツナは宮みや野の様っ。神谷様はメガネっこの方ですっ。いつもいつも間違えてっ」

「そうだガムダムで思い出した。あれも欲しいんだ。戦艦クラウディオスの１／２２００スケールモデル。もう想像しただけでヨダレもので──」

「１／１７００スケールですっ」

　ひとつひとつ訂正するシンクレア。

　なんか……兄より妹の方が詳しくないか？

「…………なあ」

「ん？」とクルスが笑顔でこちらを向いた。「なんだい？」

　俺おれは今思ったことを口にしてみた。

「ひょっとしてシンクレアって、そういうの詳しいひと？」

　びくっ！

　言ったとたん、シンクレアの華きや奢しやな肩が電流でも通されたみたいに跳ねた。

「え？　そうなの？」

　無邪気に尋ねるクルスに俺は答える。

「なんとかボイスって、声優さんの話だろ。クルスが知ってるのにも驚いたけど、シンクレアの方が詳しいみたいだし……」

　びくっ。

「プラモのスケールなんて相当詳しくないと即答できないだろうし……」

　びくびくっ。

「それにさっき言ってた〝壁があったら殴って壊す〟ってマンガか何かのセリフか？　少なくとも昔の偉い人が言いそうなセリフじゃないよな」

　びくびくびくっ！

「言われてみれば……」

　クルスがくるりとシンクレアの方を向く。

「いつも僕がこういうことばかり話してるから、聞いていて憶おぼえちゃったんだとばかり思ってたけど……」

「うーん……そうかもしれないけど、名前を間違われて怒るのってやっぱり好きなんじゃないか？」

　同じような感じで前に幼なじみに怒られたことを思い出した。あのときも俺が誰だれかの名前を間違えたんだっけ。

「そっ……そそっ、そんなことないでずっ」

　あ、噛かんだ。

「ほ、誇り高き吸血鬼は人間の文化に興味など示しませんっ。我々にとって人間はただの獲物であり奴隷ですっ。わわわ私は決してそんなそんなアキハバラとかトーキョー・ビッグサイトとかぜえはあぜえはあっ、ワシノミヤ・ジンジャーとかトヨサト・ショーガッコーに行きたいなどと不ふ埒らちなことをかかカカカ考えていませんっ！　ぜえはあぜえはあっ」

「へえ、神社とか学校に興味があるのか」

「ないですっ！」

「いや俺おれはただ、文化や教育に興味があるのは感心だなって言おうとしただけで」

「ないと言っていますッッ！」

「そ、そうか、わかった」

　気け圧おされてたじたじの俺。

　褒めてるんだからそんなに怒らないでもいいのに……。

「ほらねカズマ。本人も言っているだろう？　悲しいかな我が妹は日本の文化に興味なんてないのさ。僕とは違ってね」

「そうみたいだな」

　……そういうことにしておこう。

　あんまり突っつくと藪やぶ蛇へびになりそうな予感がするし。

「あ、そうだ。夕メシまだだよな。何か作ろ──」

「いりませんっ！」

「は、はいっ」

　……そこまで反発しなくてもよくね？

　と思っていると、クルスがごめんごめんと謝ってきた。

「僕たち、ふつうの食事は必要ないんだ。僕たちはそれ、人工飲用血液ジエネラ・ブラツドで充分なの」

　それまで気がつかなかったが、コタツの隅っこに四角い銀色パックが４つ並べて置いてあった。スーパーやコンビニに置いてある、あの10秒チャージのゼリーの容器そっくりだ。

「そこに入ってる半透明の液体。それが僕らのエネルギーの全すべて」

「へえ……こんなのでいいのか？　便利っていうか味気ないっていうか……」

「普通のゴハンも食べられるけど、まあ人間でいうデザートみたいなものだね」

　ご飯がデザート。なんつう貴族っぷり。

「というわけで僕たちは今からこれを飲みながら……」クルスは手を伸ばして例のパックを二つつかみ取り、テレビの方を振り向いて、すうっと息を吸って、

「……紅ぐ蓮れん伽が藍らんを観みまァァすッ！」

「…………」

　有無を言わせぬ力強さだった。




　こうして──

　これからしばらく、この吸血鬼兄きよう妹だいのホームステイが始まるのだった。





□■□■□






　ちなみにあとで、ステイメイトに提出するレポートをクルスに見せてもらった。下書きだというノートには本日の日付、そしてたった一行、




〝シレトコの自然、マジスゴイ〟




　……先生、このひとウソついてます！







第二話　幼なじみ急襲







　目下の課題は、ホームステイの計画だった。

　ステイメイトは結構きちんとしたプログラムだ。だからただ泊まって終わりってわけじゃなく、終了時には何がしかの成果を求められる。ホスト側のスタンダードなやり方としては、事前に大まかに計画を組んでおき、最終的にどれだけ達成できたかを自己採点するというものだ。

　けど……今回はまるきり勝手が違う。なにしろ吸血鬼でオタクだ。その時点ですでにどうしたらいいのかわからない。知しれ床とこ半はん島とうのあの大自然に興味を示さない相手にどうやって日本への興味を持たせればいいんだ？

　…………なんてことを考えていた俺おれの前に、突如まったく想定外の危機が発生した。

　海外に行ったきりしばらく帰ってこないはずのあいつが、帰国していたのだ。

　俺の幼なじみ──星ほし村むら雫しずくが。





□■□■□






　あの吸血鬼兄きよう妹だいの訪問から一夜明け、結局ＤＶＤ鑑賞会に付き合わされた俺おれは寝不足のまま学校に行き、あくびしまくりで授業を受けて帰ってきた。

　帰ると兄妹はちょうど外出中で、俺は今のうちにと手早く夕食をとって風ふ呂ろに入った。それから百均で買った耳栓を枕まく元らもとに置き、自分の部屋のカギがきちんとかかるのを確認した。現在７時。よし。

　歯を磨きながら決意した。今日はガッツリ寝てやる。目標12時間。

　そこまではよかった。

　ピンポーン、とドアチャイムが鳴って、俺はうっと全身を硬直させた。

　戻ってきた。

　そう思った。

　けど、そこにいたのはあの二人じゃなかった。

　玄関に近づき、ドアを開けた瞬間。

「わあ！　カズくん久しぶりぃ～！」

　いきなりだった。

　ぶわさっ！

　一人の女の子が、ワンコみたいに俺に抱きついてきた。

「うおっ、とっ」

[image: ]

　不意のタックルを食らい、俺おれは後ろ向きに倒れてしまう。ぐあっ、床で腰打った！

「カズくぅ～ん！　わあ、カズくんの匂においする～！」

　その頭からふかふかのロシア帽がこぼれ落ちて、玄関の床に転がった。

「雫しずく、帰ってきてたのか？」

「わうん、わう～ん」

　いま俺の胸に頬ほおをすりつけているこのじゃれワンコは、実は俺のご近所さん。

　名前は星ほし村むら雫。

　長い黒髪にぱっちりした瞳ひとみ。静かにしていれば大和やまと撫なで子しこそのままの和風少女だが、喋しやべるとくだけた感じなものだから印象が違うとよく言われるらしい。

　ふさふさファー付きのフードコートにロングブーツ、ロシア帽。凍土でも平気そうなこの格好をしてるってことは、ついさっき遠征から帰ってきたばっかりだな。

「おい、おい雫。ちょっとどいてくれ。起きられないぞ」

　俺に覆おおい被かぶさっているその頭をちょんちょんつつくと、彼女はぱっと顔を上げた。

「会いたかったよカズくん！」

「うんありがとう。その気持ちはとても嬉うれしい。だからひとまず立ってくれ。重いぞ」

「やだベー。だって10ヶ月ぶりなんだも～ん。うふふ～すりすり～」

　周りに言わせると相当な美人らしいが、少なくとも俺の前では始終こんな調子な上、物心つく前から一緒だったものだから正直、よくわからない。そのことを前クラスメイトに言ったら「死ねばいいのに」って言われた。素で。

「雫、そろそろ出会い頭に抱きつくのはやめた方がいいと思うぞ」

「え？　ダメ？」

「そうやって誰だれ彼かれ構わずハグしてると誤解されるだろ。欧米あつちじゃ普通かもしれないけど、日本じゃ変な目で見られるんじゃないか？」

「誰彼構わずじゃないもん。こんなことするのカズくんだけだもん」

　雫はぷくっと頬ほほを膨らませた。昔からすねたときによくやる表情だ。

　まあまあ、となだめすかす合間にするりと雫の下から抜け出る。転がった帽子を拾ってはたいて雫に返しながら、

「いや、びっくりしたな。今日帰ってきたのか？」

「そうだよっ。早くカズくんに会いたくて、家に荷物だけ置いて来ちゃった。てへ」

　むう……。

　正直、予定外だ。

　普段だったら大歓迎なんだけど、今帰ってこられると、その、少々都合が悪い。

　何な故ぜか。

　雫は高校生をやる傍ら、ある特殊な職業に就いている。

　大和撫子な外見に似合わず、こいつはカトリック教会のシスターをやっているのだ。

　たいていの人はそれを聞くと、驚きつつも納得する。大人しそうな外見がそうさせるんだろうが、どっこい雫しずくは普通のシスターじゃない。

　法王庁ヴアチカン国務省秘跡局、通称ＳＳＡ。

　そこに所属するのはシスターやブラザーとは名ばかりの始末屋スイーパーだ。

　一般人ならまず耳にしない名前。

　だが、人外の連中なら全員知っている。

　カトリックの総本山、法王庁の裏の顔。

　必要とあらばどこにでも出向き、悪魔憑つきを始めとするバケモノを退治して回る特務部隊──それがＳＳＡだ。

　当然、吸血鬼ともなればその対象になってしまうわけで……。

　今クルスたちと鉢合わせしてしまったら、それはもう、その、なんというか、えらいことになる。

「どうしてこんな早くに帰ってきたんだ？　あと半年はヨーロッパを転々としてるんじゃなかったのか？」

「うん。そのはずだったよ。だけど待機命令が出たの」

「待機命令？　休暇じゃなくて？」

「うん」

「日本で？」

「そう」

「ふうん……？」

　ＳＳＡのターゲットはその大半がヨーロッパに棲せい息そくしている。だから待機といえば普通はヨーロッパのどこかになるはずなんだが……。

「ごめんね。詳しくは言えないの」

　雫は申し訳なさそうに目を伏せた。

「気にするな。機密事項なんだろ」

　俺おれは笑みを浮かべてみせた。

　実際のところ、雫がどこで待機していようと休暇を取ろうと特に影響はない。

　……俺には、な。

「あー！」

　また雫が何か声を上げた。

「何あれー？　大っきな箱があるよ？」

　言われるままに振り返って俺は悲鳴を上げそうになった。

　ぎゃー！

　あのバカ兄きよう妹だい！

　和室のふすまが半開きになって、ここから棺かん桶おけがバッチリ見えてやがる！

　マズい。なんとかごまかさないと……。

「雫！　きょ、今日は家でゆっくりした方がいいんじゃないか？」

　俺おれは身体からだで雫しずくの視界を遮り、外へ誘導しようとする。

「10ヶ月ぶりの実家だろ。お父さんもお母さんも雫と一緒にいたがってると思うぞ」

「だいじょぶ。二人とも今バリだから」

「うん？」

「あたしの帰国が決まったのがほんの２日前だからね。もう少し早くわかってたら合わせてくれたかもしれないけど、今さら予定変えさせるのも悪いし、黙って帰ってきちゃった」

「…………」

「で、あれ何？」

　うおおおおおおおおお。

　何かないか、何か！

「その、ちょ……っと知り合いが来ててな。和室に荷物を置いてるんだ。だからあんまり見ないでやってくれないか」

「あ、そうなの、ごめんね。それじゃすぐリビングに行くね」

　待て待て。違うだろ。知り合いが来てたら普通『また来るね』だろ。

「いや、やっぱり夜遊びはよくないと思うな。こんな時間だし」

「ええ？　家の中だよ？　どうして夜遊びなんて言い方………………………………あ」

　雫が急に何かを思いついたように、俺の顔を見て固まった。

「どうした？」

　少しの間を置いて、雫は言った。

「カ……カズくんひょっとして、エ……エッチな……こと……考えて……る……？」

「は？」

「…………」

「いや、そんなことは全然……」

「…………………………………………………………………………」

　おい。

　押し黙るな。

　そして頬ほおを赤らめるな。

　あまつさえちらちら上目遣いで俺を窺うかがうな。

　なんだ、なんだこの雰囲気。

　よくわからんが、俺はいま無性に逃げ出したいぞ。

　おい。

　袖そでを握るな。

　な、何のサインだ。

　誰だれか。誰か助けてくれ。

　郵便配達でも宅配ピザでもなんでもいい。誰か声をかけてくれ。

　そしてこのピンチを救ってください。お願いします。

　────。

　俺おれの祈りは天に通じた。

「カズマー！」

　突如、やたら元気な声がドアの外から響いた。

　その瞬間、雫しずくはばっと袖そでから手を引っ込め、背筋をぴんと伸ばしてあさっての方向を向いた。

　た、助かった！

　と……言いたいところだったが、実は全然助かってなかった。

　声は、今一番現れてほしくないあクいルつスの声だったからだ。

　例の吸血鬼兄きよう妹だいの兄、クルス＝シルヴァスタインは勢いよくドバターンと玄関ドアを開け放った。黒いコートに黒いブリーフケース、やっぱり黒ずくめの奴やつはハアハア息を切らしながらすばらしい笑みで、

「ただいまmein freundマイフレンド！　ねえねえ見てよこれ！　舞まいたんのたて笛ストラップ！　ガシャポン40回も回してやっと出たんだ！　楽器の中でも超レアなんだよアルトリコーダー！」

　ブリーフケースを玄関にぽーいと投げ捨て、雫のまん前をずかずか横切り、お宝に無我夢中のクルス。ん？　カバンから何かの書類がチラ見えして……入学案内？　どこのだ？　こいつ専門学校にでも通うつもりか？

　とそこで、クルスが雫の存在に気づいた。

「わおびっくりした！　カズマ、この女性は友達かい？　それともガールフレンドかな？　ねえ僕と友達になろうよ！」

　よもや爆弾に向かって話しかけているとは思いもしないクルスは、１００％混じりっけなしのスマイルを雫に向ける。

「すっごい日本語上手だね。もしかして前にホームステイに来た人？」

　なんの気なしに俺に聞いてくる雫。

「…………」

　ヤバい。

　会っちまった。

　ＳＳＡのシスターと吸血鬼が。

　俺の背筋がすぅーっと冷えていく。

「お、おい、あのなクルス、この子はちょっと──」

「はじめまして！」

　今そこにある危機にも気づかず、クルスはぺっこりと日本的おじぎをする。

「僕はクルスっていうんだ。昨日からカズマの家にホームステイすることになったんだよ。よろしくね！」

「えっ──クルス？」

　雫が目を丸くした。

「クルス＝シルヴァスタイン？」

「えっ？」

　今度は逆にクルスが目を丸くする番だった。

「どうして僕のファミリーネームを知ってるの？」

「あたし、シズク」

「シズク!?」

　クルスがぴこーんと反応する。

「シズク＝ホシムラ？」

「そう！」

　おい、どうしたんだ。二人とも。

　なんだか妙に通じ合っちゃってるぞ。

「嘘うそだ……」

「ねえ、ほんとにクルスなの？」

「そうさ！　わああ────っ！」

「きゃああ────っ！」

　手を繋つないでぴょんぴょん飛び跳ねる二人。

　俺おれ、完全に置いていかれてる。

　と、そこで雫しずくがくるんっと俺の方を振り返った。

「あたしたち、facebookフレンドなの！」

「ああ──」

　facebook は……ＳＮＳだっけか。ミクシィみたいな。

「で、そこのジャパニメーションコミュで知り合ってー……」と話を継ぐクルスに、雫が「そうそう」と頷うなずく。

　ああ……。ようやく合点がいった。

　わかってしまえばうなずける話だ。

　俺の幼なじみ星ほし村むら雫は、実は生粋のオタっ子。

　クラスメイトには伏せているらしいが、そっちの仲間と、あと俺の前だと開けっぴろげに本性をさらけ出して、いったん話し出すと止まらない。

　コスプレも経験済みって聞いたしな。

　ちなみに俺の数少ないオタ系知識はほぼこいつから流れ込んできたものだ。

「すごい偶然だね！　シズクはこの街に住んでいるのかい？」

「うん！　あたしの家、あそこのオレンジの屋根のところ！」

「うわあ！　隣の隣じゃないか！　なんて素敵な出会いなんだ！　来てよかったなあ！」

「あたしも！　日本に来るとは聞いてたけど、まさかこんな近くに来てくれるなんて！」

　おおお、なんて嬉うれしそうなんだ二人とも。

　けど、どれだけ厚い友情で結ばれようと、お互いの正体が知れたら終わりだ。一刻も早くクルスに真実を伝えなきゃいけない。

「あそうだシズク」

　クルスが何かを思い出した顔をした。

「カズマの友達だったら抵抗ないと思うんだけど、実は僕、ヴァン──」

　すかさず伸びた俺おれの右手がクルスの口を塞ふさいでいた。

「モゴッ!?」

「どうしたのカズくん？」

　抵抗するクルス。あわてふためく雫しずく。構わず俺はクルスに耳打ちをする。

「言わなきゃいけないことがある」

「モグッ？」

「どうか冷静になって聞いてくれ。雫の職業のことだ。あいつはＳＳＡのシスターだ」

「！」

　クルスの目が大きく見開かれた。

　雫を見つめ、次に俺を見る。その視線が『冗談でしょ？』と問いかけてくる。

　俺は首を横に振る。残念だが冗談じゃない。雫はああ見えてもバリバリ現役で一線を張ってるバトルシスターだ。

　俺の目の色から、それが真実であることを悟ったらしい。

　さっきまであんなに元気だったのに、クルスは一気ににゅぅぅ～んと青ざめた。それからぱくぱくと死にかけの金魚みたいに口を動かしたあと、

「うん。えと、うん」

　落ち着け。

　落ち着けクルス。

「えっとねシズク、へ、ヘンなこと訊きいてもいい？」

「いいよ。なに？」

　一人何も知らない雫は明るく聞き返す。

「仮に、そう！　仮にですよ？　たとえばの話ですけど、シズクさんがこの日本で吸血鬼を見つけたらどうするのかなって……」

　おお？　急に敬語になったぞ？　しかもやたら早口。不審すぎる……。

　だが雫はこういう場面では奇跡的に鈍かったようで、まったく気づいた様子もなくニコニコしながら話してくれた。

「あ、カズくんあたしの仕事のこと話したんだね。知りたい？」

　こくこくこく、とクルス。

「吸血鬼を見つけたら、だよね。やっぱりＳＳＡとしては戦わざるをえないよね。まずはこの聖カランドの剣でメッタ刺しにしてぇ～♪」

　シャキン！

　いきなり右手の裾すそから刃渡り40センチぐらいの刃が飛び出した！

「はぅぅ……」

　……ちなみに今のはクルスのうめき声。

「この聖別銃ホワイトコールで頭を木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛ばしてぇ～♪」

　ジャキン！

　今度は腰のあたりから真っ白くてごっつい銃が現れた。

「ひあぁぁ……」

「昔は弾丸を一つ一つ聖別して清めてたみたいなんだけど、そのうち誰だれかが銃の方を清めることを思いついてね、それでこの聖別銃ができたの。あ、ちなみに銃弾は銀だよ。それからあと、この杭くいをぐっさり胸に埋め込んでぇ～♪」

「いにゃぁぁぁ……！」

　太っ……。

　どこから取り出したんだそれ。

　先端が鋭く削り出された、直径10センチほどの杭。こんなのを胸に突き立てるのかと思うと、もう見ているだけで心臓が痛くなってくる。

「そうやって二度と生き返らないようメタメタに退治しちゃうんだぁ～[image: ]」

「あばぉぉぉ……！」

　ガタガタガタガタガタガタ……！

　クルスが工事現場のドリルばりに振動していた。

「うわ、クルス大丈夫？　すごく震えてるけど……怖がらせちゃったかな……」

「こ、ここ、高周波ブレードごっこ」

　おお、がんばってる。

　クルスがんばってる！

「あっ、でももちろん、普通の人にはそんなことしないよ？　だからそんなに怖がらないで？」

「ううううんんんそそそうだねっねね…………」

　全然効果なかった。まあそうだよな。

　顔色がロウソクより白くなり、あと数秒で天に召されそうなクルスだったが、そこから一転、突如ゾンビのように俺おれの肩をわっしと掴つかんだかと思うと、

「カズマ……！　あっちで男どうしの話をしよう……！」

　と有無を言わせぬ勢いで俺を引きずってリビングへと突入。ドアを閉め、雫しずくが追ってこないのを確認してから、メキメキ音が鳴るような視線を俺に突き刺した。

「カズマ！」

　見開いた目が血走ってる。怖い。

「ここっここここういうことは真っ先に伝えようよ！　お、おお、おかげで僕メタメタに退治されちゃうとこだったよ！」

「お、おう、すまん」

「すまんじゃないぃ～～～！　だいたいカズマ、ダンピールでしょ!?　なんでＳＳＡのシスターなんかと仲いいんだよぅ！」

「いやその、俺おれは特別扱いっていうか、こいつらに飼われてるんだよ」

　なんだっけか。第三種特別観察なんとかっていう名目だったな。

　少し前までなら俺みたいなのは発見されたと同時に始末されていただろう。

　だが、いつからか法王庁ヴアチカンの方針も様変わりしたらしい。

　バケモノは見敵必殺サーチアンドデストロイではなく、傾向と対策を練って事に挑むことにしたんだと。

　で、そのためにはデータがいるわけで、俺が奴やつらの庇ひ護ごの下もとで生かされているのは、要はハーフっていうのはどの程度危険なのかっていうのを観察するためだ。

　あんまり危なかったらあっさり始末されてただろうけど、幸か不幸か俺には何一つ吸血鬼らしい性質は発現してこなかった。何年観察してもいっこうに、だ。

　昔はハダカに剥むかれて色々検査されたりしてたが、こんな調子だからか年を追うごとに検査項目が減っていき、去年はついに検査官が来なかった。俺の扱いは今どうなってるんだろう。

「……とまあこういう感じで」

「卑ひき怯よう者もの！」

　泣きながら指さされた。ていうか痛い！　刺さってる刺さってる！　頬ほおに爪つめ刺さってる！

「僕がＳＳＡの人たちに追われてガタガタ震えてる間、きみは悠々とアキハバラを散策してグッズ漁あさりに専念するんだな！　そうなんだな！」

　阿あ修しゆ羅らの形相。カッと見開いた瞳ひとみからは今にも血の涙が噴水のごとく噴き出しそうで、俺は思わず目をそらしてしまった。

「そうなんだな！」

「い、いや、そういう予定は特にないが……」

「そうなんだなッ!!」

「そ、そうです」

　なんか頷うなずいてしまった。迫力と勢いに負けて。

「ううぅぅ……」

　クルスはすっかりうなだれていた。

　さっきまではあんなに楽しそうだったのにな。

　とそこで、ずっと玄関で置いてけぼりを食らっていた雫しずくがリビングに姿を現した。

「二人とも何してるの？」

「はうわっ！」

　どびくーん！

　クルスは一瞬バレリーナみたいに飛び上がり、それからくるりと雫の方に向き直ると、顔じゅうの筋肉を総動員して笑顔とおぼしき表情を製造した。

「い、いや、やあ、あは、はははっ。ちょっとね、その、有人宇宙飛行の話なんかをね」

「あー。クドリャフカは可哀かわい相そうだったよね」

「話についてきた!?」

　いやまあそんなことはいいんだよ、とかモゴモゴ言って、クルスは下を向いた。

「…………ごめん、ちょっと僕、ドイツに帰らないといけなくなって……」

「え？　どうして？」

　雫しずくはびっくりしていた。そりゃそうだ。

「昨日来たばっかりなんでしょ？」

　クルスはこっくりと頷うなずく。

　実際、選択肢はそれぐらいしかない。誰だれだって明日には自分を狙ねらうかもしれない始末屋スイーパーのご近所になんて住みたくないだろう。俺おれも同じ立場になったら、いくら越してきたばかりでも慌てて荷物まとめて逃げ出すと思う。

　順当にいけば、これでお別れのはずだった。

　短い間だったな。

　だが。

　直後、そんな俺の予測を裏切る出来事が起きた。

「えっ……？」

　突然、クルスが驚きよ愕うがくの声を発した。

　────。

　クルスは凍りついたように停止して、雫のショルダーバッグを凝視していた。

　バッグには何かの人形がぶら下がっている。

「そ……それは……ブラック舞たんの粘土ロイド!?」

　クルスの声が震えている。

　しかもさっきの震えと違って、何か感動みたいなものが混ざってるような……。

　可愛かわいらしい２頭身の人形だ。表情が少し特徴的で、何か悪巧みをしているような小憎らしい表情を浮かべている。

「ねえ見てカズマ！　舞まいたんだよ！　あの〝じゅうていおん！〟の舞たんだよ！　あの清せい楚そで大人しい舞たんが＃７で一瞬だけ見せたブラックな顔！　見てこのギャップ！　たまらないよね！」

「そ、そうか」

　俺は曖あい昧まいな笑みを浮かべて頷いた。すまんよくわからんとはとても言い出せなさそうな雰囲気だ。

「発売後すぐに回収されちゃったからほとんど出回ってないんだ。シズク、どこでこれを？」

「１ヶ月前予約で余裕でした」

「なはぁ～～～ん！　いいな～～～～～～いいなぁ～～～あ～～～あ～～～～～～」

　全身でじたばたするクルス。子供か。

「ああ……日本に来てすぐにブラック舞まいたんに出会えるなんて、僕はなんて幸せなヴァン……人間なんだ！」

　ちょっ、今の危ねえ！

「なのに、なのに……別れなきゃいけないなんて……！　くそっ……うっ、ぐっ、ううう……！　ぐあああ……っ！」

　両手で頭を抱え込んで、クルスはメチャクチャわかりやすい葛かつ藤とうをしていた。

　すぐ逃げないと僕死んじゃう、なクルスと、あのお宝を前にして逃げ出すなんてムリムリムリ、なクルスの二人が、奴やつの胸の中で大合戦を繰り広げているようだった。

　そんな奴の背中を押すかのように「他ほかにもあるよ」とさらに２頭身のフィギュアをいくつか取り出す雫しずく。

「雪ちゃんゲレンデver.でしょー」

「えええっ！」

「ジェイソン文ちゃんでしょー」

「はうわっ！」

「トラぐるみ桃ちゃんでしょー、あと他にー」

「えうぇぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜ[image: ]▲☆＠♂※」

　クルスが壊れた。

「今はこれだけだけど、あたしの部屋に来たらもっともっといっぱいあるよっ」

「ににに、ニッポンのフィギュア力は世界一ィィィィィィィィッッ!!」

　ついに訳分からんことを言い出した。大丈夫かクルス。病院行くか。

　クルスはしばらく打ち震えていたが、そのうちぴたりと動きを止めて──

　ぼそっと。

「やっぱ…………帰らない…………」

　なん！　だと!?

　思わず二度見してしまった。マジか。

　目を見た。

　マジだ。

　全然目が笑ってない。

　むしろ欲望にたぎってる。

「え？　ほんとに？」

　うっ、雫が聞いてた。

「ああもちろんさ！　せっかくできた友達を置いてさっさと帰っちゃうなんて……そんな薄情なマネ、できるわけがないじゃないか！」

「ちょっ、ちょっクルスっ」

　さすがに肩を掴つかんだ。

「冗談だよな？」

「本気だよ」

「帰るよな？」

「帰らないよ」

「帰ろう」

「いやだ」

「帰れって」

「いーやーだー！」

「帰るぞ！」

「いやだ！　僕は帰らないぞ！」

　くそっ……なんて強情な……！

「どうしてそんなこと言うの？　カズくん！」

　うっ。

　雫しずくからも援護射撃が入った。

「せっかく思いとどまってくれてるのに……カズくんひどい」

　お、俺おれが悪いことになってる！

「……ハッ！　も……もしかしてカズくん、し、嫉しつ妬としてくれてる……？」

「違うわ！」

「もう……隠さなくてもいいのに……」

　頬ほおを手で覆おおってクネクネする雫。いや本当に、根本的に違う。

「……うん、でも引ひつ越こしなくなったって聞いてうれしいよ。……大丈夫なんだよね？」

「もちろんさ！」

「じゃあ、これからもよろしくね」

「こちらこそ、よろしくお願いするよ！」

　おお……。

　俺の見ている前で、吸血鬼とＳＳＡのシスターが握手している。

　なんて非日常的な光景。

　だけどクルス、せめて雫の顔を見て言えよ。視線が完全に人形にいってるぞ。

　ともあれ、二人が固い友情で結ばれた、そのときだった。

「に、兄さま……！」

　シンクレアが廊下に立っていた。

　いつの間に現れたんだ？

　しかも、また間の悪いときにやってきたな……。

　４体もの人形に囲まれてご覧の通り幸せそうな兄を前にして、シンクレアは肩を震わせていた。ヤバい。怒る前兆だ。

「どこに消えたのかと思えば先に帰っていたのですね私を置いて……帰り道もわからない私を一人取り残して…………あげく、やっとたどり着いたらこの始末……」

　来るぞ、来るぞ……。

「私、兄さまには失望しました！」

　ほら来たァッ！

「まったく、誇り高き吸血ンムゥッ！」

　シンクレアがＮＧワードを口にするのと、俺おれとクルスが二人がかりでシンクレアの口を塞ふさいだのとはほぼ同時だった。

「クルス、説明」

「わかってる」

　クルスはすばやくシンクレアの耳元に二言三言吹き込んだ。

　すると、さああっ。

　元から白いシンクレアの肌が、蝋ろう人にん形ぎようみたいに白くなった。

　それから人形みたいに凝固していたかと思うと、やっぱり錆さび錆さびのオモチャみたいな動きで回れ右をした。帰る気か。

　が。

　そこで雫しずくが意外な反応を見せた。

「きゃ──────────────────────────────────っ！」

　叫んだのだ。

　嬉うれしそうに。

「幻の少女！」

　しかも指さしてる。

　え？

　ひょっとしてまた知り合いか？

　ぴょんぴょん飛び跳ねる前にわけを聞かせてくれ。

「雫、知り合いなのか？」

　俺が口を挟むと、雫は興奮した顔で「え、カズくん知らないの!?」と言った。

「ほら今ネットの掲示板で画像流れまくってるじゃない！　今年のAnimagiCの〝geistliches Ma"dchen幻の少女〟！」

　びくうっ！

　シンクレアの肩が思いっきり跳ねた。

「なんだって？　あに、まじ……？」

「ドイツのアニメイベント！　あっちの人たちただでさえコス超キレイなんだけど、今年は一人メチャクチャ可愛かわいい子が出没して、『あれ誰だれだ？』ってネットで話題になってるの！　サンタ・セシリアって知らない？　女の子版サンタクロース。そういうキャラがいるんだけど、それがもう死ぬほど可愛いの！　もう死ぬほど可愛いの！」

　……今なんで２回言った？

「ナマ足がもうこんな、こんっなでね、すらぁ……って長くて、すうっ……って細くて、いやあああってなるの！　それでおへそも出しててね、くびれがこう、きゅいっ、ってなって、ヒップのラインがこう、ふわっ、ってなってて、ああんもおお、撫なで回したいよぉ～～～～！」

　目がギラギラしてて、なんか危ない子になってないか雫しずく。

　あと空中でラインを何度もなぞるのをやめてくれ。シンクレアが怯おびえてるぞ。

「初めて見たときびっくりして、うわあ友達になりたいなって思って、それでドイツの知り合い当たってたんだけど、どこにも引っかからなくて……どうも一人でやってるみたいなんだよね。そういう人って珍しいんだけど……ねえ、お名前、教えてくれる？」

　雫が一言言うたびに、シンクレアの顔がどんどん赤くなってくる。

「し……シンクレ……ア……です……」と答える声も小さく、とても正面を向いていられないようで徐々に頭が下がっていく。

「シンクレアっていうの？　素敵な名前！　あたし星ほし村むら雫っていうの。よろしくね！」

「……ふぁい……」

　俺おれは驚いていた。

　この子、コスプレしてたのか。

　誇り高き吸血鬼のくせに。

　兄貴の方も驚いた顔で、

「それ本当？　僕AnimagiCの動画たくさん見たけど、そんな子いたかなあ……？」

「えっと、動画にはなかったと思う。それに話題になってるのって主に日本でだから……日本人の画像コレクターさんのブログとか探すと結構落ちてるよ」

「知らなかった！」

　天井に向かって叫んだあと、クルスは急にニヤニヤした顔つきになってシンクレアに目をやった。

「なるほどねー。今年のAnimagiCってたしか７月の終わりだったよね？　珍しく城を空けたあのときじゃないか」

　……今、さらっと〝城〟って言ったな。

「へえ～。どうも２、３日姿が見えないと思ってたらそんなところで楽しんでたのか。へえ～」

「……！　……、……！」

「いやいやずいぶんと弾はじけてるじゃないか。いやいや。兄は嬉うれしいよ」

「……………………………………ち……ちがいま……」

　蚊の鳴くような弱々しい声。

　あー。

　そりゃ兄貴は楽しいよな。

　自分がオタ方向に突っ走るたびに『誇り高き吸血鬼が～』とか言ってなじる妹が、実はコスプレ経験者だったなんて、そりゃもうツッコミ要素満載だ。

「カンゲキ！　こんなところで会えるなんて！　ねえ握手してもらってもいいですか!?」

　何の迷いもなく差し出された手を見て、シンクレアははたはた、とあわてふためき、

「ちっ、ちがいますっ！」

　キッ！

　真っ赤な顔を上げて、猛然と否定を始めた。

「が、画像だけで私だと決めつけるのはおかしいですっ！　私はその日城を出てなんていませんっ！　一人で地下書庫に籠こもってカギをかけて本を読んでいたんですっ！　そうです絶対ですっ！」

「うんうんそうだよねぇ」

　クルスの優しさ２００％の笑顔。

「ほほほほ本当ですっ！」

「ウソだなんて言ってないじゃないか」

「うっ……」

「素直で正直でまっすぐなクレアがそんなことでウソをつくなんてありえないよね！」

「ううっ……」

　兄の笑顔に着々と追いつめられつつあるシンクレア。

　ハタから見ている俺おれとしてはさすがにそろそろ可哀かわい相そうになってきたので、ちょっと助け船を出すことにした。

「う～ん、どうだろ？」

　さも深いことを考えているかのような顔をして、俺は割って入る。

「昨日も話したんだけど、この子、外に出るのはニガテみたいなんだよ」

「そうなの？」

　雫しずくの視線を受け、シンクレアがこっくりと頷うなずく。

「その、アニマジックだっけ？　よく知らないけどたくさん人が集まるんだろ。ただでさえ外に出るのがニガテな人が、そういう場所に一人で行ったりするかな、っていうのがまず一つ」

　自分で頷く。

「それに証拠は画像だけだしな。コスプレって色々と着飾るんだろ？　だったらふだんの印象と全然違うものになる人って結構いるんじゃないか？　メイク落としたら案外別人になってたりするかもしれないぞ」

　同じ女性だからか、特に後半の説得はそれなりに効果があったらしく、雫は「むぅぅ……」と考え始めた。

「何度も見たし間違いはないと思う……思ってた……んだけど……ううん、そう言われたら自信なくなってきちゃうなぁ」

「だろ？　彼女にしてもあんまりカン違いをごり押しされるのも気持ちいいモンじゃないだろうし……」

　気遣うふりでシンクレアをちらりと見て、それから雫しずくに視線を移す。

「……そうだな、その幻の少女に似てる、ってだけで十分なんじゃないか？　それだけでも雫は嬉うれしいだろ」

「うん、もちろんっ」

　雫は素直に頷うなずくと、さっそくシンクレアに謝った。

「ごめんね、あたし早とちりしちゃってたみたいで……気を悪くしないでね。でも着せるからね。これからもよろしくね」

　にっこり。

「あ、は、はい」

　シンクレアはこくっこくっ、と遠慮がちに２回頷いた。さっきまでと違い、少なくとも嫌がっている様子はない。よかったよかった。雫の言葉に何か不自然な単語が紛れ込んでいたような気もするが、せっかく丸く収まったんだし気にしないでおこう。うんうん。

「さ！」

　ぱんっ。

　雫は勢いよく手を叩たたき合わせた。

「ご挨あい拶さつも済んだことだし、じゃあ今からみんなでカズくんちでＤＶＤ観みよぉ～～～！」

「はい？」

「ＹＥＡＨＨＨＨＨＨＨＨＨ────────────────！」

　困惑する俺おれをさしおいて、右手を天に向かって突き上げるクルス。

「すばらしいアイデアだね！」

「ま、待て、待ってくれ」

　俺は強引に話に割り込んだ。

「ＤＶＤは昨日観みたよな？」

　俺が寝不足なのはまさにそのせいだ。

「そうだね、紅ぐ蓮れん伽が藍らんは16話まで見たね」とクルス。

「だろ、たくさん観たろ、だから今日はもう──」

「だから今日は17話からですね」とシンクレア。

「なァッ!?」

　そういう発想!?

　クルスと雫はすでに仲良く並んでソファに陣取り、シンクレアはテレビの前にしゃがみ込んで昨日使い方を覚えたＢＤレコーダーをよどみなく操作していく。１対３。マズい。俺の劣勢は明らかだ。

　そこで俺は方策を変えることにした。

「わかった。３人はここで好きなだけＤＶＤを観てくれ。俺は上で寝る」

「ええ？」

　クルスがぐるんっと振り返った。

「ありえない！　一人で寝るとか、あっりえぬぁぁい！」

「いやホントに眠いんだ。勘弁してくれ」

「ねえシズクも何か言ってやってよ！　ねえシズ……シズク？」

　……ん？

　雫しずくが妙に静かだな。

　紅ぐ蓮れん伽が藍らんのＤＶＤボックスの中身を広げてじっと目を落としている。

　と。

「……………………カズくぅん……？」

　妙にゆっくりした声。

　……何か不吉な予感がするぞ。

「これ……」

　雫がゆらりと振り返った。

　その手に初回特典のビジュアルブックを持って。

「これ……ここに折り目がついてるんだけど……どういうことかな……？」

「うっ！」

　あ……あれは昨日クルスがやらかしたやつだ！

　すぐに伸ばしたけど、やっぱり直ってなかったのか……！

　ヤバい。

　雫の肩から目に見えそうなぐらいの怒りのオーラが湧わき上がっている。

「そ……それはだな……」

「言い訳を聞きたいのではありません」

　ぴしゃりと遮られた。

「起こってしまったことをなしにはできません。時は戻らず、ただ一方的に未来に向かって流れるのみ。すなわち私のビジュアルブックの４Ｐ目が折り曲げられてしまったという事実が消えることはないのです。わかりますね？」

　うわ、シスターモードになってる。

　妙に丁寧な言葉遣い。これは警告のサインだ。俺おれは知っている。ここで逆らうとエラい目に遭うことを……。

「わ、わかります」

　俺は急に小さくなって、大人しく頷うなずく。

「ですから、今のあなたに必要なのは、真しん摯しな反省とその後の誠意ある行動です。わかりますね？」

「わ、わかります」

「己が犯した過ちを反省していますか？」

「は、はい、反省してます（俺じゃないのに……）」

「結構です。それでは反省の証あかしに、今夜の紅ぐ蓮れん伽が藍らん鑑賞会に参加しますね？」

「……あの、反省することとアニメを観みることに、どういう関係が……」

「はい？　何か？」

「な、何でもないです！　喜んで参加させていただきます！」

「結構です」

　小さく頷うなずき、おすまし顔で十字を切る雫しずく。さながらここは教会の懺ざん悔げ室。

「神はすべての罪を赦ゆるし給たまう。アーメン」

　よかった。事なきを得た。

　……ただ問題は吸血鬼がすぐそばにいたことで、雫が十字を切るのをモロに目撃したシルヴァスタイン兄きよう妹だいは声を押し殺してひっそりもがいていた。うん、なんか、ごめん。
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　再生が始まったテレビの前に陣取り、元気いっぱいで紅蓮伽藍のオープニングを歌うクルスと雫。その二人を見ながら、俺おれはへなへなと肩を落としていた。

　すでに俺の参加は決定してしまった。

　リビングを占領して、今からＳＳＡのシスターと吸ヴア血ンパ鬼イア二人と半吸血鬼ダンピールによるアニメ鑑賞会が始まるのだ。なんだこの組み合わせは。

　……まあ、しょうがないか。

　覚悟を決めてソファに腰を下ろそうとすると、くいくい。

　袖そでを引かれた。

　いつの間にかソファのそばに来ていたシンクレアが、俺の袖の先っぽを遠慮がちにつまんでいた。

「どした？」

「あの、ありがとう、ございました」

　ぺこっ。

　かわいらしいおじぎ。

「ん……」

　さっきのことか。

「ま、気にすんな」

　俺は頷く。

　理由はどうあれ、イヤなものはイヤだよな。

　少し微笑ほほえんでいるようなシンクレアの表情に、俺の顔も思わず綻ほころんでしまう。

　へえ……。

　今までほとんど怒った顔しか見てなかったけど、こんな表情もするんだな。

　ちょっとは心許してくれたってことかな。そう期待しよう。

「ま、座ってくれ」

　ソファを勧めると、シンクレアは素直に従って俺おれの隣に腰を下ろした。

　しかし……つくづく妙な組み合わせだなと思う。

　俺の目の前で、吸血鬼とＳＳＡのシスターが子供のように床に座り、肩を並べてアニメを観みている。

　こんな時間もひょっとしたら悪くないのかもなと、少し思ってしまった。
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　ちなみに本日のクルスのホームステイレポート。

〝アサクサのカミナリモン、マジパネェ〟

　……お前行ってねえだろ。
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第三話　アキハバラ・ナイト







　眠い。

　切実に眠い。

　朝。

　教室の自分の席で、俺おれはだらしなく机に上半身を預けていた。

　あれから結局延々紅ぐ蓮れん伽が藍らんの鑑賞会をしていた。いつ意識がとぎれたのかは記憶にない。気づけば携帯のアラームが鳴っていて、コタツから身を起こした俺は一人きりだった。

　急いで支度して家を出て、なんとか朝のＨＲには間に合ったが、危うく遅刻するところだった。夜通しアニメ観みていて寝坊しましたとか言えない。

　まあ、原因の一端は俺にもあるんだけどな。

　意外なことに、観ているうちに俺ものめり込んでしまったのだ。

　これが面白かった。

　観ていて全然飽きなかった。

　途中で後悔したぐらいだ。こんなに面白いんなら最初から本腰入れて観ていればよかった。

　熱い。とにかく熱い。どいつもこいつも自分の目標に向かってなんの衒てらいもなく突き進んでいて、吐くセリフのいちいちがカッコいい。今の時代ではなぜか笑われがちな、いい意味での泥臭さがあり、それが俺には心地よかった。

　だから一晩をアニメ漬けで過ごしたのはまったく後悔していない。していないが、その楽しさの揺り戻しが今来ている。眠い。なにしろおとといに続いての寝不足だ。さすがに今日は寝ないとな……。

　………………ん？

　俺はふと気がついた。

　何か、周りがざわついてないか？

　今はＨＲだろ。１時間目は体育だったっけか？

　半分寝こけそうになりながら重い頭を上げる。




　シンクレアが教壇に立っていた。




　俺の目が一気にカッ開いた。

　おお？

　何が起こってるんだ？

「──ドイツのドルトムントって街、知ってるか？　シンクレアさんはそこからきました──」

　ちょっ、先生。

　なんで紹介してるんだ？

　なんで黒板に名前が大きく書いてあるんだ？

　なんでシンクレアがうちの制服着てるんだ？

　あ、そういえばシンクレアは日光が平気って昨日聞いたな。こんな風に日中出歩けるってことか。……いやいやそういう問題じゃない。

　周りの奴やつらの独り言が聞こえる。

「やべ……」

「可愛かわいい……」

「金髪……」

　俺おれは徐々に状況を理解しつつあった。

　うちの制服、黒板に書かれた名前、先生の紹介──

　これ……転校生、ってことだろ。

　うわ、もしかして昨日クルスが持ってた入学案内、あれ、クルスじゃなくてシンクレアのだったのか……？

「越してきたばかりで日本のことよく知らないからなーみんな仲良くしてやってなー」

　は～い、というお気楽な声が返ってくるものと思いきや、それを口にしたのは少数の女子だけで、男子と多くの女子はそういう和気あいあいとした雰囲気ではなかった。

　なんというか、張りつめている。

　お近づきになりたい。

　いや、ならなければ。

　お近づきにならないことには、俺（私）に明日はやってこない……！

　傍観している俺にさえそうした緊迫感が色濃く伝わってくるのだ。全員の注目を浴びるシンクレアが何も感じていないわけがない。心細そうにきょろきょろしたあと、うろうろと助けを求めるように視線をさまよわせて──

　俺と目が合った。

　うっ。

　何か嫌な予感がするぞ。

　俺はとっさに目を伏せたが、あっちは完全に俺を認識していた。

「カズマ……」

　待て。今は呼ばないでくれ。

　知り合いだとバレると何か大変なことになる。そんな予感がひしひしとしている。できれば学校では初対面のふりをしてほしかった。

　が。

「カズマ」

　うわ。目を伏せてるのに、教室にいる全員が俺おれの方を向くのがわかった。

　視線って本当に感じるんだな。

　そこに担任の追い打ち。「そうそう。この子、安あ良ら城きんちにホームステイしてるからな」

「またっすか！」

　斜め後ろの赤あか澤ざわがガタンッと立ち上がった。

「去年も両方可愛かわいかったしよぉ……おととしも美人だったしよぉ……なんでカズマばっかり美少女をとっかえひっかえ……ちくしょぉぉおおぉぉぉぉ……！」

　うお!?　なんか恨まれてる!?

　で、でもしょうがないだろそれは。俺が選んでるわけじゃないんだぞ。

　そういやこいつ中学のときから同じクラスだったっけ……。

「なんだ、じゃあ今年のカノジョか」と担任。

「ちょっ……！」

　言うに事欠いて何抜かしてくれてんだこの人……！

「じゃあ世話役は決まったなーはははー」

　ちょっとした冗談か軽口のつもりだったんだろうが、周りにとっては逆効果だった。すぐにひそひそざわざわカズマカズマ、なんだなんの話をしてるんだみんな……うおっ、横から消しゴムが飛んできた！　なんだこれ！

「せっ、先生！」

　俺はたまらず声を上げた。

「た、たしかにその子は俺の知り合いです！　けど、俺は男子だし、世話役は他ほかの人がいいんじゃないかって……」

「そうだ！」

　一人の男子が勢いよく立ち上がった。

「あんな可愛い子をカズマに独り占めさせるだと!?　そんなこと、パパが許しても俺が認めん！」

　その一言が教室じゅうの男子を揺り動かした。

「そうだ！」

「カズマだけにおいしい思いをさせていいのか!?」

「シンクレアちゃんはみんなのものだ！　その後俺のものになるともっといい！」

「てめえふざけんな何抜かしてやがんだ！　ぶん殴るぞ！　シンクレアちゃん結婚してください」

「どさくさに紛れてプロポーズしてんじゃねえよ！　ねえ子供は二人でいい？」

「いや俺は３人がいい！　あと白い犬がほしい！」

「俺、本気出したらシンクレアちゃんの子供産めると思う」

「────────！」

「────！」




　結果。

　俺おればかりいい目を見るのは不当だと主張する男子群と。

　世話役は男子より女子の方が好ましいのではと提案する俺と。

　その双方の説得にもかかわらず、担任の「めんどくせえ」の一言で、シンクレアの世話役は結局俺がやることになってしまった。
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　１時限目、現代文。

　怖れていた状況にすでに突入しつつあることを、俺は全身で感じていた。

　俺とシンクレアは今、まるでくっつきたてのカップルのように机を寄せ合い、一つの教科書を二人で使っている。

　周りの奴やつらがそれを何とも思っていないはずがなく、四方八方から俺を襲う怨おん念ねんに、それだけで俺は呪のろい殺されそうだった。

　いやいやちょっと待て。

　皆（特に男子）、俺を睨にらむ前に、まずは冷静になって考えてみてくれ。

　これは急な転校のせいで彼女が教科書一式を持っていないからであって、

　俺と彼女が机を寄せ合っているのは、臨時の措置として教科書を見せてあげるためであって、

　二人で寄り添うようにして教科書を覗のぞき込んでいるのは、教科書が一つしかないゆえの必然であって、

　何もかもしょうがないことで、決して俺の希望でこうなっているわけじゃ……うおっ！　横から修正ペンが飛んできた！

　……このように、俺は順調にクラスメイトから迫害されつつある。

「カズマ、カズマ」

　シンクレアも周りの視線が恥ずかしいのか、毎回耳元で囁ささやくように話しかけてくる。それがまたヘンな誤解を生む。

「これはなんと読むのですか？」

「えーと、これは〝はってん〟だな。街がどんどん大きくなってくるって意味だ」

　教科書の漢字をひとつひとつ指さして尋ねるシンクレア。

　ひらがなとカタカナと、あと初歩の漢字はわかるが、ちょっと難しくなるともうわからない。紅ぐ蓮れん伽が藍らんは読めるのにな。

　ともあれ、今の俺は変な感じに目立ってしまっている。

　金髪美少女とのラブラブっぷりを見せつけながら授業を受けている重度の青春病男子。それが今の俺おれのポジションだ。不本意にもほどがある。

　現代文の城じよヶうが崎さき（32歳・女・独身・趣味は婚活）のデコにもそろそろ血管が浮いてきてるし。

　そんなただでさえ逃げ出したい俺の元に、さらなるピンチの神が降臨する。

　シンクレアがうつらうつらと居眠りを始めたのだ。

　まあ、いくら陽光が平気といっても基本は夜行性だ。昼は眠いに決まっている。

　だが。

　お願いだ。

　俺にもたれかかってくるのをやめてくれ。

　あと俺の肩を枕まくら代わりにするのもやめてくれ。

　これ、カレシの肩を借りてまどろむカノジョ、みたいな構図になってないか。

　なんか嫌な汗が出てきたぞ。

　ほら起きろ。ヤバいぞ。城ヶ崎（32歳・女・独身・趣味婚活・年収１２００万以上の男性希望っ☆）の顔が血管浮きすぎてマスクメロンみたいになってきてるから。

「し、シルヴァスタインさん？　ほら、起きましょうね？　ね？　ねっ？」

　頬ほおをひくつかせる城ヶ崎が怖い。

　だがシンクレアは反応しない。俺が肩を揺すっても効果ナシ。頼むよ、せめて起きてくれよ。

　……痛っ。

　うわ、今度はコンパスだし。

　み、みなさ～ん！　投げるならせめて殺傷力のないものでお願いしま～す！

　どうしたらいいんだ、この状況。

　あー。

　誰だれか助けてくれー。
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　不遇の時間を過ごして、ようやく４限目。

　投げつけられる文房具の数は減ってきたが（多分もう投げるものがなくなってる）、代わりにクルスからひっきりなしにメールが来る。

『紅ぐ蓮れん伽が藍らん２周しちゃった（サムズアップの絵文字）』

『冷蔵庫でアイス発見！（ダンスの絵文字）　いただきまーす（笑顔の絵文字）』

『カズマの部屋入っていい？』

『カズマつまんな～い（しょぼん、な顔文字）　部屋からエロ本一冊も見つからな～い（しょぼん、な顔文字）』

『カズマつまんな～い（同）　ブックマークに一つもエロ動画サイト入ってな～い（同）』

　……どうして俺おれは奴やつにメアドを教えてしまったんだろう。

『スクリーンセーバーを巨乳美女のスライドショーにしておきました（サムズアップの絵文字）』

　……おい。

『あとデスクトップアイコンの名前を全部淫いん乱らん雌奴隷にしておきました（Ｖの絵文字）』

　おい！

『あと起動音をあえぎ声にしておきました（Ｖの絵文字）』

　やめろぉっ！

『さっきからディスクトレイが３秒置きに開いたり閉まったりを繰り返してるんだけどこれ何？』

　おおおおそれウイルスだよウイルス！　クルス何したんだよ！

『眠いので寝ます』

　待て！　放置したまま寝るな！

　慌てて返信を打ったが返事ナシ。え、寝たの？　この状態でふつう寝る？

　……早退したい。今すぐ早退して奴の首を絞めに行きたい。

　ちなみにそんな兄を持った妹は今俺の隣で図解の減数分裂の絵をまじまじ見つめている。それ、面白いか？

　とそこで、昼休みの鐘が鳴った。

　ようやく折り返し地点だ。今日は長いな……。

　と思っていると、スパーンと教室の後ろドアが開いて、

「カズくぅ～んっ。おべんと食べよ～っ」

　雫しずくが入ってきた。

　制服姿だ。

　手をふりふり、もう片手には自分の弁当ポットを提げている。

　なんでいるんだ、と一瞬思ったが、それより味方が現れたうれしさが勝った。

「雫！　助かった！」

「シズク……」

　机の間を縫って駆け寄る。同じくシンクレアもトトトッとついてくる。

「ど、どうしたのカズくん？　今日すごい積極的だね……あたしちょっと嬉うれしいかも……って、クレアちゃん？」

　ここにいるはずのない人物を目まの当あたりにして、雫の目がまん丸になる。

「ああ。今日転校してきたんだ。それで俺が世話係ってわけ」

「そうなんだぁ。それじゃあたしのクラスに来ればよかったのに～」

　本当に助かった。

　大事なのは俺とシンクレア以外の第三者がこの輪の中に入ってきてくれることだ。

　何しろ午前中の教室の雰囲気ときたらそれはもうすさまじかったからな。レッツ俺をいじめようキャンペーンみたいな。

　しかも、シンクレアが俺おれから離れようとしないので、それがまた誤解を深める。

　知らない人ばっかりで心細いのはわかるけど、せめて女の子が話しかけてくるときぐらい答えてやれよ。未いまだにみんなシンクレアが日本語喋しやべれないと思ってるぞ。

「雫しずく、学校に来てるってことは、復学したのか？」

「うん。いつまでかわかんないけどねー」

　と言いつつ俺の前の空席に着席。

　ああそうか。

　しばらく日本にいるんだっけ。

「しかし元気そうだな。俺はこんなに眠いのに」

「さっき学校に来たの。それまで寝てた。てへ」

「いいなあ……」

　くそう。俺は午前の授業中何度も寝ては起こされ寝ては起こされして結局眠れなかったのに。

「だからこれ、朝ごはんなんだぁ」

　雫は３段になってる弁当を順に横に並べ、フタを開けていく。

　サバミソ。

　ごはん。

　みそ汁。

「がっつり和定食だな」

「まあね」雫は箸はし箱ばこから朱塗りのお箸を取り出しながら「あっちにいると和食が恋しくなるんだよ」と笑顔を浮かべた。

　ちなみに周りは雫の事情を知っている。

　といってもせいぜい「外国で長期の用事がある」程度だけどな。

　おかげで堂々と何ヶ月も学校を休めるってわけだ。

　とはいえ、すでに職業に就いているからには高校を卒業しなくてもいいわけだが、そこは雫のマジメなところで、ヨーロッパあつちにいる間はできるだけ現地の学校の授業に参加しているらしい。

　なんでも単位の交換制度ってのがあるんだってな。俺はよく知らないけど。

　おかげで卒業は今のところ問題なし、１年のときの期末テストでも平気で学年10位以内に入ってるがんばり屋さんだ。

　……なんてことを思い出しながら、俺は今までのあらましを雫に説明した。

「……っていうわけで、昼休みぐらいは一緒にいてくれると助かる」

　あらかた説明を終えると、雫はなぜか「へ、へー」とどもった。

　箸の先が何度もサバミソをつっついている。

「じゃあカズくんはクレアちゃんとこっ……恋人認定されてるってこと？」

　俺おれは「んー」と首をかしげた。

「本気でそう思ってる奴やつはいないと思うけど、そういうことにして面白がってる……ってとこかな」

「へ、へー。でもカズくんはそんな気ないんでしょ？　ないんだよね？」

「ああ」

　力なく頷うなずくと、雫しずくは「そっか」と小さく呟つぶやいて日だまりの猫みたいな顔をした。

　なんだろう。何か安心してるみたいだな。

　安心ついでに雫はふっとシンクレアの机に目を落とし、

「あれ？　クレアちゃんの昼ご飯は？」

　う。

　やっぱり気づくよな。

　シンクレアは弁当を持ってきていない。クルスの話だと、二人は例のパック血液さえあればあとは栄養面では特に必要ないということだった……が、やっぱりみんながメシ食ってるときに何も机の上に乗ってないってのは目立つよな。

　今日来るってわかってればこの子の分も作ってきたんだけどな。一つ作るのも二つ作るのも変わらないし。ちなみに俺は弁当も夜も完全自炊派だ。

　俺は自分の弁当を見下ろした。

　……ま、しょうがないか。

　そのままシンクレアに手渡す。

「え？」

　声を上げたのは雫だ。

「どうして？」

「言わなかった俺が悪いからな。購買でパンでも買ってくる」

　ガタッ！

　雫が勢いよく立ち上がった。

「だだ、ダメだよそんなの！　カズくんの弁当もらうなんてまるでごにょごにょ……あたしのあげる！」

　シュバッ！

　雫の弁当と、シンクレアの前にあった俺の弁当が一瞬で入れ替わった。

「いただきますっ」

　何のためらいもなく俺の弁当に雫の箸はしが突っ込まれた。

「し、雫？」

「おいしい！　何？」

　すでに一口目を頬ほお張ばっている。

「それ、俺の弁当……」

「とてもおいしいです！」

　いや、返せよ。俺おれの弁当。

　とてもおいしいですじゃねえよ。

　なんのための交換だよ。

　雫しずくはすばらしい勢いで俺の弁当をもりもり口に運んでいき、きっちり半分食べたところで「ふぉい」と返してきた。

「野菜は食べないとダメだから残しておいてあげました」

「むしろ野菜しか残ってない！」

　ハンバーグと揚げ春巻きが消え、残ったのはレタス、プチトマト、ポテトサラダ。ご飯を食えるおかずは全滅だ。どうしてこんなことに……。

「──わお！　せっかく金髪のカノジョができたのにもう二ふた股またですか！」

「さっすが！　おモテになられるお方はやることも違いますね！　そうだ死ねばいいのに！」

　うっ。

　えらくハイテンションで割って入ってきたのは、クラスメイトのＷメガネ、峰みね岸ぎしと坂さか井いだ。〝カップル殲せん滅めつ委員会〟とかいう末恐ろしい名前の会を作り、『カップル爆発しろ』を合言葉に、知り合いのカップルにささやかな嫌がらせを行うことに命を賭かけているハタ迷惑な奴やつらだ。

　で、その矛先が俺に向いてるってことは、もしかして俺とシンクレアはマジメにカップル認定されてるってことか？
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　二人は軽い空気から一転、大魔神のように俺たちを睨にらみつけ、重々しい声で言った。

「──一つ、人世の女を食らい」

「二つ、不ふ埒らちなエロエロ三ざん昧まい」

「三つ、醜いラブラブ野郎を」

「「退治てくれよう俺おれたちが！」」

　どぉ～～～～～～～～～～んっっっ。

　燃えさかる瞳ひとみ。迸ほとばしる気合。その姿、まるで仁王像。

　ぽかんとするシンクレア。

　どうやって誤解を解こうかと思案する俺。

　──ガタッ。

　そこで雫しずくが急に立ち上がった。

「違うよ！」

　ずびしっ。

　シンクレアを指さす。

「クレアちゃんはカノジョじゃないんだから！　いー！　あたしだってカノジョじゃないもん！　カズくんちっともモテないんだから！　全然！　まったく！　これっぽっちも！　計り知れないほどに！　空前絶後に！　前人未踏の領域で！」

「……………………」

　うん、まあ、モテないのは重々自覚していたけれども。

　カノジョ説をきっちり否定してくれたのも嬉うれしいけれども。

　そうか……。俺のモテなさは……計り知れないほどなのか……。

　しかも空前絶後で……前人未踏なのか……そうか……。

　俺、泣いていいかな……。

「へ～」

「へえ～」

　峰みね岸ぎしと坂さか井いは昼下がりの主婦みたいなニヤニヤ笑いを顔に浮かべていた。

　俺の落ち込みぶりとは正反対だ。

「なっ、何よっ」

　雫が焦ったような顔をして後ずさった。

　雫？　顔、赤くなってきてないか？　体調大丈夫か？

「かばうねぇ～」

「そりゃそうだろ。ほら、だって星ほし村むらって昔から一かず馬まのこと──」

　ぼふっと雫の顔から湯気が出た。

「うにゃああああああっ！　それ以上うにゃあああああっ！」

　雫はアマゾンの奥地に住む珍獣みたいな鳴き声を上げて、シャキン！

　いきなり聖カランドの剣が右の袖そで口ぐちから飛び出した！

「秘跡を実行しますッ！」

　ぶん！

「ひっ」

　ぶん！　ぶぶん！　ぶぶぶぶぶぶぶぶ──

「うわああ～～～～！」

「じゅ、銃刀法～～～～っ！」

　すげえ。

　真っ昼間の教室で剣を振り回す女子高生。

　雫しずくは二人を追い回し、結局３人とも廊下へと飛び出していった。

　しっかし……ＳＳＡのシスターをからかうとシャレにならんな……。

　俺おれも気をつけよう。

　と、改めて弁当に向き直ったところ──

　うおっ。

　シンクレアが箸はしを赤ちゃん握りしたまま、凍りついてた。

「し、シンクレア！　大丈夫か？」

「か、かか、カズマ」

「そうだよな！　あんな近くで剣振り回されて怖かったよな！」

　なにしろＳＳＡの人間が退魔の剣を振り回してたんだからな。

　シンクレアの顔はすっかり青ざめ、こく、こく、と頷うなずく仕草もぎくしゃくとしていて、いかに恐ろしかったかがよくわかる。

「ごめんな！　あとで雫にはちゃんと言っておくから！　とりあえずほら、みそ汁飲め！　あったまるぞ～」

　なんでもいい。とにかく何か別のことに気を向かせなきゃ。

「ミ、ミソシル」

「そうだみそ汁だ！　あったかいだろう？　落ち着いたか？　そしたら次はサバミソだ！」

「サ、サバミソ」

「骨に気をつけろ！　一口放ほうり込んで、骨はないか確認！　……よし、そしたらすかさずご飯だ！」

「ゴ、ゴハン」

「そうだ！　うまいか？　そしたらまたサバミソだ！」

「サバミソ」

「すかさずご飯！」

「ゴハン」

「そこで不意を突いてみそ汁だ！」

「ミソシル！」

「サバミソ！」

「サバミソ！」

「ゴハン！」

「ゴハン！」

「サバミソ！　ご飯！　みそ汁！」

「サバミソ！　ゴハン！　ミソシル！」

「イエアー！」

「イエアー！」

　……なんか、二人ともヘンなテンションになってた。
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　11月も終わりに近づくとだいぶ日が短くなった。

　夕方の５時前でもう暗くなってきている。

　シンクレアの急な乱入にもめげずなんとか今日を乗り切って、俺おれはようやくの家路をたどっていた。

　しかしなんだな。

　今日は色んな事がありすぎて疲れたな。

　徹夜でアニメ見て、寝る間もなく学校行って、そしたらシンクレアが転校してきて、おまけに雫しずくまで混ざってどたばた……。

　帰り際に雫が真顔でヘンな提案をしてきたので、「アニメ二夜連続鑑賞会はどうでしょう。その名もツール・ド・アニメーショ」←このへんで脳天チョップをして黙らせた。さすがに今日は寝かせてくれ。頼む。

　シンクレアと一緒に帰り、カギを開けて玄関に入った。

　玄関灯のスイッチを手探りでオン。

　────。

　クルスが玄関絨じゆ毯うたんの上に正座していた。三つ指ついて。




「お帰りなさいませご主人様っ」




　俺はその場に崩れ落ちた。

　なんだこれ。

　へとへとに疲れて帰ってきて、なんだこれ。

「……そうだ、俺のＰＣは？」

「すごく元気にトレイを開閉しています！」

「畜生！」

　ああ……やっぱり直ってなかったのか……。もうコンセントだけ抜いとこう。

「まあそれは置いといて」と何事もなかったかのようにクルス。

「置いとくなよ」

「カズマ、今日はね、一緒にゲームを」

　クルスがまた何かを提案しそうな雰囲気だったので、俺おれは先んじて言った。

「すまん。俺、今メチャクチャ眠いんだ」

　さっとクルスをかわして靴を脱ぐ。

「ちょっと待ってよ！　カズマなしで僕たちはこの長い夜をどうやって過ごせばいいっていうのさ！」

「大丈夫だ。二人はやればできる子だ。俺は知ってる」

　遊ぶなら二人で遊んでくれ。とにかく布ふ団とんが恋しい。

　だがクルスはなおも食い下がり、俺が階段を上っているとすぐ後ろについて、

「ねえねえ何して遊ぶ？　ＣＯＤ？　Ｌ４Ｄ？」

「終わったらちゃんと電源落としてな」

「僕ねえこう見えて意外にＦＰＳ得意で」

「コンセントも抜いてな」

「ちょっと前まではオンラインで結構名前が売れてて」

「おやすみなさい」

　そのへんで寝室に入ったので、例の背後霊に構わずぱたん、と寝室のドアを閉めた。




　シンクレアがキレた。




「み────────────────っ！」

　うわ。なんだ今の鳴き声。

「ひどいです！　カズマはうんこ人間です！」

　ドアの向こうでみーみー怒ってる。

「兄さまがこんなに遊びたがってるのに遊ばないなんてひどいです！　私は全然遊びたくないですけど、全然遊びたくないですけどこれでは兄さまがかわいそうです！　お願いします！　兄さまと一緒に遊んであげてください！」

　廊下で地団駄踏んでる音がする。

　シンクレア、いつも控えめなのにおかしくないか？

　なんでこんなにグイグイくるんだ。

「いや、そう言うけど俺眠いんだ。昨日寝てないしさ」

「がんばってください！」

　うわあ無責任。

「おかげで兄さまはとってもハートブロークンなんですっ」

「そうそう。クルスとってもハートブロークン」

　乗っかるクルスが妙に腹立つ。

　その後もドア越しに遊ぶ遊ばないの押し問答をしていたが、あまりのしつこさについに俺おれは折れてしまった。

「だぁ──っ！　うっさい！」

　ドアを開け放つ。

　金脈を掘り当てたような顔をしたクルスと、口をへの字にしたシンクレアが俺を出迎える。

　よく考えたらドアを閉めても隙すき間まから入ってこれるんだよな、こいつら。

　このままじゃベッドサイドで延々なじられかねない。

　そう考えると早く遊んだ方が早く終わって早く寝られるかもしれない。

「で？　何して遊ぶんだ？　ゲームか？　アニメか？　俺はアニメが一押しだぞ（寝られるから）」

　するとクルスはたった今閃ひらめいたというように、ぽんと手を打った。

「そうだ、アキハバラ行こう」

　なんだと。
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　…………。

　来てしまった。

　そうだ京きよ都うと行こう、みたいなノリで。

　ヤマノテ線アキハバラ駅電気街口から出た俺は、夜なおこうこうと輝く巨大なフーディーンビルを見上げてげんなりした気分になった。

　時刻はすでに６時。冬の日暮れは早く、空はとっくに真っ暗だが、電気街へといざなう店々の照明はそうとは感じさせないほど明るい。

　うう、寒っ。

　風が吹いて、俺はダッフルコートの前をかき合わせる。

　なんで俺はこんなところにいるんだろう。

　今ごろ暖かいベッドの中で幸せにすやすや寝てるはずだったのに。

　ちなみに例の兄きよう妹だいは、そんな俺のそばで、メイド喫茶のポケットティッシュをもらったもらってないで盛り上がっている。

「兄さまほら、１往復で２回もらいました。うふ」

「どうして……どうしてなんだ……。３回も往復してるのになんで僕には見向きもしないんだ……！」

「だって兄さま、目が血走ってて犯罪者のようですもの。あ、ありがとうございます……」

「ちょっと待って！　僕にもください！　くださいませご主人様！　にゃー！」

　疲れる……。

　とっとと案内して帰ろう。

　この寒いのに腕までまくって４往復目にトライしようとしているクルスの首根っこをむんずと掴つかんで俺おれは歩き出す。

「それで？　どこに行きたいんだ？」

「ああ、僕のメイドさんが遠ざかっていく……。まあいいや。えーとねえ」

　いいのかよ。

「獅し子しの穴あなでしょー。アニ冥メイ土ドでしょー。メイド喫茶でしょー」

「み、みこさんきっさ」

「あと武器屋にー、すたみな丼どんにー」

「え、えーけーびー」

　……ちょいちょいシンクレアが希望を挟んでくるのな。

「あとたしか水みず風ふう船せんってゲーム屋さんが安いんだよね。そこも行きたいな」

「近くに小学校がありました。ここの小学生、きっとこっそりいけないお店に来てるんですよね……大人の階段……うふふ……」

　……すげえな。

　この二人、俺より詳しいぞ。

　俺だって大して知ってるわけじゃないが、前に何度か雫しずくに引きずり回されたおかげで有名どこは頭に入ってる。

　なのに、初めて来た外国人の方が詳しいってのはどういうわけだ。

「じゃまあ……近いとこから行くか」

「ここからだと獅子の穴だよね。そこの横断歩道を右に渡って直進右手」

「……………………」

　あのさ。

　俺、いる？
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　さて、獅子の穴だ。

　アキハバラといえばまずはここ。言わずと知れた同人王国である。

　目を引くオレンジ色の看板。店先にはゲームか何かの宣伝ポスター（制服で刀を持った女の子の絵だ）がでかでかと張り出され、中からはアニソンらしきポップなＢＧＭが流れてくる。

　外は寒いのに、入店してみれば中は人いきれでいっぱいだった。

　平積みでずらりと並ぶマンガ本。スペースの奥行きが広く、まるで分厚い畳を敷いたようなそこの周囲に人が集まっていた。

　天井を見上げれば数々のアニメポスターが吊つられていて、その壁沿いには端から端までマンガ家のサイン色紙が並んでいる。

　ここに来るたびに思う。この空間は俺おれが過ごしている日常とはまったく異なる世界なのだと。アニメ絵の美少女が平然と飾られていたり、ちょっと恥ずかしい表紙のマンガをさらっと買っていく人がいたり、フィギュアの購入を呼びかける店員がいたり──

　そこでひときわ俺の目を引いたものがあった。

　フロア中央。

　週刊少年雑誌よりも分厚い本が、まるで螺ら旋せん階段を模したようにうず高く積み上がっていた。

　デカい。太い。なんだあれ。俺の身長ぐらいあるんじゃないか。

「うわあ！　ねえこれスクリュー積みっていうんでしょ？　すごいね！」

　クルス大興奮。

　隣でシンクレアも「ほあ……」と目をしぱしぱさせている。

　俺もさすがに驚いた。

　３人とも人ひと混ごみをかき分けてそこに近寄る。

　すげえな。
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　思わず見上げてしまう。

　ほんとに竜巻スクリユーだ。本をこんな風に積んじゃうのか……。

　俺おれにとって本といえば縦に重ねて積むもので、本自体を使って何か形を作ろうなんて考えたことすらなかった。

　すごいことを考える人はいるもんだな……と感心していると──

　スポッ。

「こ、これが噂うわさのコミケカタログ……！」

　シンクレアが雑誌を１冊引っこ抜いてた。

　スクリューの、わりと根本の方から。

「この絵師さんは……ええと……」

　って、

　待て待て待て待て。

　そんな根本から取ったらバランスが崩れるだろ！

　うわあやっぱりグラグラきてるスクリューグラグラきてる！　てっぺんがありえないぐらいゆらゆらしてる！

　ちょっ、これっ、やば、

　崩れっ、

　ぐらあっ……。

「うああ！」

　ガシッ！

　押さえた。止まった。

　あっぶねえ……！

　けど長くは保もたない。これが倒壊したら……！

「シンクレア！　それ戻せ！　今すぐ戻せ！」

「これ、買いたいです」

「横に平積みのが山ほどあるだろうがぁ！　いいから戻せ！　戻さないとあとで鼻の穴にチューブにんにく突っ込んで全力握りの刑！」

「もも、戻します！」

　ぎゅっ！

　…………。

　……止まった。

　支えていた手をおそるおそる離してみる。

　……………………………………だ、大丈夫そうだな。

　ふうっ。

　胸を撫なで下ろす。

　危なかった。

　こんなの倒したら、下へ手たすりゃ補導モンだろ……。

「あのなシンクレア……」

「カズマはひどい人ですっ。人を脅迫して言うことを聞かせるなんてっ」

「し、心外だ！　俺おれは必死でスクリューを立て直そうと……なあ、クルスも何か言ってくれ。クルス。クルス？」

　やけに静かだと思ったら、クルスはフロア案内の表示を一心不乱に凝視していた。

「──見つけた」

　その口が小さく呟つぶやいた。

「３Ｆ、同人ソフト」

「クルス？」

「カズマ、どうか僕を止めないでくれ」

　振り返ったクルスの目元はまるで不退転の決意をした特攻隊員のようにキリリと引き締まっていた。

「雑誌だとかマンガだとかＤＶＤはね、ドルトムントにいても買えるんだよ。輸入通販だから少々時間はかかるけどね。──でも」

　カッ！

　クルスの金きん眼がんがカッ開いた！

「でもね！　でもねッ！　エロだけはね！　どうしても買えないんだ！　税関の奴やつらが根こそぎ没収しやがって、あああ思い出したら腹立ってきた！　でもようやくたどりついたぞ！　もう誰だれにも邪魔はさせない！　エロ！　ゲー！　僕だけの楽園ヴアルハラ！　ああ、僕は──僕は、自由だあああぁぁぁ～～～～～～ッ[image: !!!]　ヴ[image: ア濁点][image: ア濁点][image: ア濁点][image: ア濁点][image: ア濁点]ァァァァァ～～～～～～ッ[image: !!!]」




　ズダダダダダダダダダダダダダダダダダダダッ！

　魂の絶叫を残して、クルスは猛牛のように階段を駆け上がっていった。

　残された俺は呆あつ気けにとられていた。

　注意のひとつでもしようと思ってたが、あんな熱意で夢を語られたらそりゃ何も言えねえよ。

　むしろ手を振って見送りたいぐらいだ。

　事実、このまま何もなければクルスが買い物をして出てくるのを待つつもりだった。

　が。

　不意に背後で複数の悲鳴とズザザザザドドドドサドサドサドサッとまるで大きなスクリュー状の何かが倒壊したような音が折り重なって聞こえてきたので、その原因に多大な心当たりのある俺は振り向きもせずに全力で階段を駆け上がった。
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　さっき呟つぶやいていたとおり、クルスは３階にいた。

　発見したまではよかったが、フロアに一歩足を踏み入れたとたん、整然と並んだパッケージの絵に俺おれは面食らった。

　ここじゃ素っ裸がスタンダードですよ、といわんばかりのハダカ、ハダカ、ハダカの女の絵が、棚一面にぎっしり並んでいる。

　獅し子しの穴あな３階はいわゆるエロゲ売り場だった。

　雫しずくが１本２本持ってるのは見たことがあるが、さすがにこれだけの量をいっぺんに目まの当あたりにするとなかなかすさまじい空間に来てしまったなという感じがする。

「し、シンクレア、いったん戻ろう」

　いくらなんでも刺激が強すぎる。

　というより女性にこういうものを見せるのはよくないと思う（雫は例外）。

「行こう」

　ひとまず下の階に避難させようと、袖そでを引っぱって連れて行こうとするが……。

　シンクレアが動かない。

　おい、動け。

　もしかして、これだけのエロエロパワーを見せられて一時的なショック状態に陥ってるのか。

　俺は前に回ってシンクレアの顔色を確かめた。

　違った。

　こいつ、棚、ガン見してた。

　顔はとっくに真っ赤になっていたが、それでも棚を凝視し続けるシンクレアには、なんだか怖いものがあった。

「し、シンクレア？」

「………………………………………………………………………………」

「おーい」

「………………………………………………………………………………」

「い、行くぞ、ほら」

「………………………………………………………………………ゴクリ」

　……いま喉のどが鳴らなかったか？

　なんのゴクリだよ。

　いやいや、深く考えないでおこう。

「まあ、まあとりあえずこっち来い」

　このままだとラチがあかないので、ずりずり引きずって階段のところまで連れ出した。

「…………………………………………………………」

　うん？

　なんで不満そうな目で俺おれを見る？

「ぷいっ」

　うわ。

　そっぽ向かれた。

　なんでだ。

　ひょっとしてもっと見たかったのか？

　いやいや、勘弁してくれよ。

　シンクレア、ただでさえ金髪金きん眼がんの美少女なんだぞ。

　エロゲ売り場って女性自体いないのに、おかげでメチャクチャ目立ってたっつうの。

「……………………」

　ん？　どうした？

「……カズマのばか」

　ぷいっとそっぽ。

　お、俺が悪いの？

　しょうがなくないか？

　ともあれ頬ほおを膨らませるシンクレアを階下に避難させ、俺はもう一度単身３階に足を踏み入れた。




　さて。

　改めて、クルスはフロアの奥まった場所にいた。

　近寄って声をかけようとしたが、何か様子がヘンなことに気づいて、俺はフロアの中ほどで立ち止まる。

　５メートルほど離れたところからじっとクルスを見てみる。

　あいつ……微笑ほほえみを浮かべてないか……？

　まるで娘を見る父親みたいな優しい目で、

　いとおしげに棚を見渡して、

　慈しむように両手を広げて、そして、

「ただいま……みんな…………」

　うおお。

　ヤベえあいつ。

　エロゲの棚に向かってただいまとか言ってる。

　完全に目を合わせちゃいけない種類の人だ。

　しかも近くにいた人に聞こえていたみたいで、思いっきり二度見されていた。

　これは……知り合いだと気づかれないうちに身を隠した方がいいかもしれん……。

　そこで不幸が俺を襲った。

　クルスが俺に気づいたのだ。

　嫌な予感に後ずさったときにはすでに遅く、クルスは嬉うれしそうに手をふりふり、がぱあ、と口を開けて、

　おい、

　何を、

　ちょっ、

　よせ──





「カズマ───────────────！

　ねえねえ見て見てこれ────────！

　触手───────────────ッ！」






　ぐあああ名前呼んでんじゃねえええ─────────────────ッ!!

　フロアにいる全員が俺おれを振り返った。

　ああ……。

　死んだ……。

　これで俺の名前と、俺があの恥ずかしい生き物と知り合いだという事実がフロアじゅうに知れ渡ってしまった。今すぐ消えてなくなりたい。

「ねえねえカズマ、これ買っていい？　あと他ほかにもいくつか欲しいものあるんだけど……」

「名前を呼ぶな。頼む」

　すぐには立ち直れずに棒のように突っ立っていると、くいくい。

　袖そでが引かれた。

　シンクレアだった。

「か、買ってください」

　美少年どうしがキスしそうになってるパッケージを、ずい。

「こ、これは……？」

　学校の教室らしき場所で、制服の胸をはだけた男子どうしが不自然なまでに身を寄せ合っている。タイトルは〝もしも荒あら嵐あらしのＯ野くんがイケメン男子校に転校したら〟

　ぞわわわわっ。

　背筋が粟あわ立だった。

　これを？　俺に買えと!?

「ゆ、友情の話です」

「ウソこけ！」

　その発想はなかったわ。

　とそこで、ふっと疑問が湧わいた。

「……これ、どこから持ってきた？」

　このフロアにそんな種類のゲームはないはず……。

「隣の店からです」

「………………………………………………」

　普通に万引きだった。
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「すンませんでした────────！」

　１分後、俺おれ、めっちゃ土下座してた。

　獅し子しの穴あなＢ館事務所。

　６畳に満たないぐらいの部屋の隅に事務机が二つあり、その両方の上でノートＰＣが稼働している。脇わきには伝票の束を綴つづったファイルとなぜか電源がＯＮの携帯ゲーム機。壁には１ヶ月分のシフト表。

　俺とシンクレアの前には、責任者のえらく筋肉質な男性スタッフと、エプロンのような制服を着た女性フロアスタッフが一人ずついた。

　その二人の前で、勧められたパイプイスを固辞して、５０００円札を差し出して地面に這はい蹲つくばっている俺。

「悪気があってやったわけじゃないんです！　日本に来て間もなくて、まだ色々とよくわかってなくて、すみません！　本当にすみません！　この通りお金は払います！　二度とやらないよう厳しく叱しかっておきます！　ですからどうか通報だけは勘弁していただけませんか！」

　一言ごとに土下座を繰り返す、コメツキバッタよりせわしない俺。

「あ、いえいえ別に通報なんてそんな」

「え？　本当ですか!?」

　俺はがばっと顔を上げた。なんと慈悲深い対応。

　と──

　そこで俺はおかしなことに気づいた。

　店員さんの態度が妙にそわそわしてる。二人ともだ。

　明らかに万引き犯に向ける態度じゃない。

　なぜだ。

　そのうち女性の方がガマンできなくなったようにおっさんの肩を揺すって、

「は、早く言ってくださいよぅ……」

　おっさんの方も照れ苦笑いみたいな顔で、

「なっ、ちょっ、焦らすなよっ、じゃあお前が言えよ……」

「いやぁ～～ムリぃ～～」

　なんなんだ一体。

　しばらくして、男の方が覚悟を決めたように俺おれに向き直った。

「あの、間違ってたらすいません……」

「は、はい」

「そちらの方…………〝幻の少女〟さんでは？」

「…………………………………………………………………………………………はい？」

「ほら、今ネットで画像がすごい勢いで出回ってるでしょう。ドイツの……なんだっけ、あに、あに……」

「アニマジックですか」

「それ！」

　あー。

　たしか雫しずくも同じこと言ってたよな。

　ドイツのアニメ祭りのことだっけか。

「アニマジックでサンタ・セシリアのコスしてた人！　幻の少女！　そうですよね!?　違います!?」

　女性の方がすでに携帯を取り出している。写メるつもりだ。

　シンクレアを見ると、まあ予想できたがぶるぶる首を振って否定の構え。

「えっ、違うんですか？」

「し、知りません！」

「そんなぁ……絶対そうだと思ったのに……」

　にわかにしょんぼりと肩を落とし、携帯を閉じる女性スタッフ。

　それから店員二人は顔を見合わせてしばし……。

「じゃあ……」

　オッサンの手が電話機にかかった。

「ちょっと待ってください！」

　俺は叫んでいた。黙ってると通報される！

「彼女、サンタ・セシリアです！」

　迷ってる暇はなかった。

　ガシッ！

　俺の手がシンクレアの肩を力強く掴つかんだ。

「えぅっ!?」

　逃がさない。

「アニマジックに……参加したよな……？」

　ギャン！

　ありったけの眼力を込めて睨にらむ。

「はぅ……！」

「そこで……サンタ・セシリアのコスプレをしたよな……？」

　ギャギャン！

「えうぅ……！」

　迷ってる暇なんてない。状況を見ろ。

　今、お前が万引き犯から脱出できるかどうかの瀬戸際なんだよ。

　本当にアニマジックに行ったのか、コスプレをしたのか、そんなことは問題じゃない。ＹＥＳだ。ＹＥＳと答えろ。それ以外にお前の生き残る道はない……！

　俺おれの意図が伝わったのかそれとも眼力に屈したのか、シンクレアは涙目でぶんぶん首を縦に振った。

「さ、参加……しました……！　コ、コスプレ……しました……！」

「きゃ──────────っ！」

　その言葉を聞いたとたん、女性の方がぴょーんと飛び跳ねた。

「い、一緒に写真撮ってもらっていいですか？　ああんデジカメもってくればよかったぁ～！　あ、そうだ！」

　やにわに携帯を取り出し、ピピピポッ。

「あ、まのちゃん？　急で悪いんだけど今制服余ってない？　うん、ＳかＳＳ！　……えホント？　オッケェ！　待ってるよ！　うんそうＢ館の事務所！　１階！　あ、あとデジカメあったらおねがい！」

　うん？

　どこに電話してるんだ？

　ぱちん、と携帯を閉じて、店員さんはむふふ、と何やらほくそ笑んだ。




　５分後。

　事務所のドアがばたーんと開いた。

「お待たせしましたー！　ねえねえほんと？　〝幻の少女〟どこ？　……きゃあああああぁぁすごおおお～～～～～～い！」

　けたたましく喋しやべる女性のバッグからは、メイド衣装らしきブツがはみ出していた……。




　かくして。

　シンクレアはまたたく間に吸血鬼からメイドに転職し。

　生まれたての子こ鹿じかのようにプルプル震えながら、興奮した女性たちによって、ありとあらゆる角度から写真を撮られまくった。

　２００枚ぐらい。
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　やっと解放されてＡ館に戻ると、クルスが入口で待っていた。

「あ、やっと見つけたよ～。二人ともどこ行ってたのさ？」

　おお。

　こりゃまた、えらい量の買い物をしてるな。

　仕立てのよさそうな革のバッグが詰め込みすぎて角張ってる。そのうち破れるんじゃないか？

「うん、まあちょっとそこまでな」

「くすん……くすん……」

「え？　どうしたのシンクレア!?」

「な……なんでもないです……」

　うん。気持ちはよくわかるぞシンクレア。さぞかし怖かったろうな。野獣みたいだったもんな、あの人たち。すまんな。あのときは他ほかに方法が思いつかなくてな。

　ともあれ気を取り直した俺おれらは、再びアキバ巡りを開始した。ＡＫＢ四しじ十ゆう八はちのライブはキャンセル60人待ちで断念、続いてメイド喫茶と巫み女こさん喫茶をハシゴする。

　メイド喫茶は出迎えの挨あい拶さつが「おかえりなさいませご主人様っ」じゃなく「いらっしゃいませー」だったことにクルスがショゲて早々と店を出た。

　続けて巫女さん喫茶。二人は言われるがままにおみくじを引いたり神棚を拝んだりして楽しんでたが、よく考えるとこの二人、キリスト教は敵なんだよな。神違いといえど神様を拝んで大丈夫なんだろうか。

　……う、うん。二人とも気づいてないみたいだし、黙っておこう。
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　歩いているうちにシンクレアに教えてもらった。

　なんでも、吸血鬼は川の上を渡れないんだそうだ。

　さっきから歩いている途中であっちはダメこっちはダメ、いったい何を見て言ってるのかと思ってたが、そういうことだったんだな。

　正確には流れる水の上を渡れないらしく、ってことは川だけじゃなく海もダメになる。じゃあどうやってドイツから来たのかっていうと、棺かん桶おけに入れば移動できるんだそうで、だから移動中は荷物扱いになるらしい。「人間より安く済むからラッキー！（byクルス）」ってどうなんだそれ。

　なんにせよ、移動に制限がかかるってことだ。不便だな。

「……あれ？　そういや、電車で川渡ってなかったっけ？」

「はい」

「渡れてるじゃん」

「はい。電車は大丈夫です」

「？？？」

「あの……怒らないでください。さっき言った棺かん桶おけというのは正確にはシンボルとしての棺桶なんです。外界と遮断されている、細長い箱。電車やバス、コンテナ……。それなら私たちは棺桶と見なすことができます」

「ふうん、電車が棺桶代わりってことか……」

　たしかに、あまり人間にとっちゃ心地良い考えじゃないよな。

「……って、そんなもんでＯＫなのか？　その考えでいくと、棺桶だって思いこめばなんだってイケるんじゃないか？」

　その通りです、とシンクレアは頷うなずいた。

「私たちを縛る一切は、究極的には観念とシンボルの世界です。流れる水だって、流れる水だと思わなければ渡れてしまう。十字架だって十字架だと思わなければ平気です。逆に、流れる水だと思ってしまうと、たとえ流れていなくても渡れなくなります」

「じゃあがんばればどこだって行けるな」

「いえ、そんな簡単なものでもありません。観念は魂に染みついたものです。意識して思いこんだぐらいで拭ぬぐい去れるようなものではありません」

「ふうん……」

　なにせ、あんまり冒険はできないってわけだ。

　難しいな。

「……あれ？　そういえばクルスはどこ行った？」
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　武器屋にいた。

「うわあぁ……！」

「はわ……」

　ここは俺おれも初めて来た。

　８畳間くらいのスペースに古今東西の武器が所狭しと並べられている。

　ざっと見渡すと、剣、刀、銃、槍やり、盾、甲かつ冑ちゆうから鎖くさり帷かた子びらまでなんでも置いてある。こんな狭い空間によくもここまで揃そろえられたものだ。その代わり客の動けるスペースが犠牲になっていて、５人も入ればもういっぱいになってしまう。

　例の兄きよう妹だいはといえば目を輝かせてあちこちベタベタ触さわっては商品を取り上げて、

「波打つ大剣、フランベルジェ！」

　だの、

「妖よう刀とう村むら正まさ！」

　だのと大はしゃぎしている。

　俺も細身の剣をひとつ手にとってみたが、見た目に反してずっしりと重い。レプリカだから刃引きはしてあるが、思いっきり振り下ろせば意外に腕ぐらいはぶった切れるんじゃないかと思う。昔の兵隊はみんなこんなものを軽々振り回していたのか。そりゃさぞかしムキムキだったんだろうな。

「兄さま見てください、鉄扇」

「おお～」

　しゃらっと扇を開いて、シンクレアは楽しそうだった。

　おお。そうやってると結構艶つやっぽいな。

　案外和服とか着物とか似合うかもしれん。

　シンクレアはそれがよっぽど気に入ったらしく、買って店員に使い方を尋ねていた。

「どうだいカズマ？　レプリカとはいえなかなか面白いだろ？」

　そう言うクルスは現在、将軍っぽい和甲かつ冑ちゆうの前に立ってその肩を撫なでていた。

「こういうの本当に着てチャンバラやるサークルがあるんだって。ステキだよね」

　いやそれよりクルス、そこに〝甲冑に触れないでください〟って書いてあるんだが見えてるか？

　一通り見終わり、手持ちぶさたになってしまった俺おれはざっと店内を見渡した。

　他ほかの客の姿はない。

　鉄扇をしまったシンクレアがレジ脇わきに並べられた小物類を眺めている。

　さっきからしばらく見てるな、それ。

「何か面白いものでもあったか？」

　言いながら自分でも見てみる。ミニサイズの手裏剣やサーベルがついてるストラップがあれば、体じゅうに目玉じみた宝石がちりばめられたトカゲなんていう気味の悪いキーホルダーもあって、意外に種類が多彩だ。

　シンクレアはつっとそのうちの一つを指さした。

「これ……」

　キーホルダーだった。商品名は〝八はつ卦け羅針盤〟。細いチェーンの先に中国風の小さなコンパスみたいなものがぶら下がっている。幸運を呼び込むナントカみたいないかにもバッタもん臭い商品だった。

「これ、聖別されています」

「えっ」

　シンクレアがそうっと手を近づける。

　すると、ある程度まで近づいたところで指の先がじりじりと赤くなった。

「おい……！」

　俺はびっくりして、手を引っ込めさせる。

　シンクレアの指先を確かめると、軽いヤケドをしたみたいに赤くなっていた。

「大丈夫か？」

「そのうち治ります」

　しれっとシンクレアは言った。

「でも、レプリカの店だろ？　本物がどうしてここにあるんだ？」

「本物が紛れ込むことはあります。材質の違いならともかく、清められているかどうかは素人には見分けがつきませんから。……カズマはどうですか？」

「俺おれ？」

　俺が触れられるかってことか？

　…………。

　物は試し。そうっと手を近づけてみる。

　ちょっと怖いな。

　けど何も起こらない。

　起こらない。

　やがて……ぴと。

　触れた。

「うん……別に何ともないな」

　確かめるようにぺたぺた触さわり、それから握ってみる。やっぱりなんともない。

　シンクレアが頷うなずいた。

「おそらく方位針の類たぐいだと思います。裏にあるピンを抜いてみてください。針が動くはずです」

　言われるままひっくり返すとそこには小さな突起があった。指でつまんで引くと、すっと抜けた。突起から先はヘアピンみたいな形状になっている。

「見てください。針がピンの方向を指しています」

　本当だ。ピンを動かした方向に向かって針が振れる。

「磁石になってるのか」

　磁石かどうかはわかりませんが、とシンクレアは言った。

「触さわれるのなら、一つ持っておくことをおすすめします」

「……どうしてだ？」

「今のままでは危険にさらされたとき、身を守る術すべがないからです」

「…………」

　シンクレアの様子はいつになく真剣だった。

　日本と違い、ヨーロッパの人外の歴史は戦いの歴史だ。おそらくシンクレアも以前にそういった経験があるんだろう。

　しばらく迷った末、俺はそれを買った。

「４５００円になります……ってちょっとちょっとお客さん、ヨロイを着ないでくださーいっ！」

「え？　……うわ、クルス！　触れるなって書いてあっただろ！　すみません！　すみません！　……って、お前もニヤニヤ照れ笑いしてんじゃねえよ！　怒られてんだよ！　いいから早く脱げー！」





□■□■□






　すっかり人通りの絶えたアキハバラの細道を、俺おれたち３人は歩いていた。

「うっ……ぐっ……」

　ガッチャ、ガッチャ。

「ほら、だから言ったろ。重いって」

　ガッチャ、ガッチャ、ガッチャ。

「まったく、兄さま一人だけ楽しそ……勝手すぎますっ」

　ガッチャ、ガッチャ、ガッチャ、ガッチャ。

　言い直そう。

　すっかり人通りの絶えたアキハバラの細道を、俺とシンクレアと和甲かつ冑ちゆうが歩いていた。

「あそこのカドまでな。あそこまで行ったら戻るんだぞ」

「もう……いつ引き返してもいい……」

　なんとクルスはあのあと、鎧よろいを購入してしまったのだった。

[image: ]

　店員が怒る気配を見せるやいなや、クルスは「試着してたんです」と驚きの答えを返し、続けて「これ、買います！」と驚きよ愕うがくのお言葉を発した。思いつきで買えるようなお値段じゃないし、最初は冗談だと思っていたが、ニコニコ笑いながら奴やつは本気だったようで、支払いは気合の現金一括払いだった。

　しかもその上、送り先の住所を記入する段階になって急に「着てみたい」と言い出し、店員さん含む全員で止めたものの、奴の鎧よろいへの情熱はすぐに鎮火できるようなものではなく、結局〝店の前の通りを往復するだけ〟という条件つきで許可してしまった。

　だが……なにしろ全身装備だ。兜かぶとから胸当てからすべて揃そろっているため、見るからに相当な重さで、全部身につけたらとても動くどころじゃないと忠告したのだが、事実その通りになっている。

「はあ、はあ、はあ、はあ……」

　階段を下りるところですでに息が切れ、５メートルで足が鈍くなり、今やもう倒れるんじゃないかと思うぐらいの疲れっぷり。

　すでに時刻は９時前。いくらコスプレに寛容な街といっても、モノがモノだしさすがにこの時刻でこの格好はマズいからな。さっさと切り上げたいところだ。

「よし、もう戻ろう」

「さ、さんせ～……」

　最初に決めた折り返し地点はもう少し先の角のところだったが、ここでＵターンした。店に戻るまで体力保もつのかな……。最後の階段キッツイぞ……。

　しょうがない。暇つぶしにさっき買ったあのキーホルダーでもいじろう。

　実は買ったあとすぐ、ヘアピン部分をこっそりクルスのコートのすそに挟んでみたのだった（ここの部分だけは清められていないらしく、シンクレアが触さわっても平気だった）。なにしろバカみたいにはしゃぐから目を離すとすぐ行方をくらますんじゃないかと思ってしまう。子を持つ母親の気持ちだな。17歳にして。

　さて、針は、と……。

　おお。ちゃんとクルスを指してる。言われた通りだな。これでクルスが迷子になっても大丈夫だ。

　とそこで、ポケットの携帯が震えた。

　雫しずくからの着信だった。

「はい」

『ＳＳＡメッサーシュミット・チーム、シズク・ホシムラ、ヴァチカン・コード００９ダブルオーナイン発令願います。ターゲットの日本潜伏を確認しました。成なり田たに本日１３５５着。出国記録はありません』

　えっ……？

　耳を疑った。

　早口で声を潜めた、いつもの雫と似ても似つかない声だった。

「お、おい、雫しずく……」

　おそるおそる声をかけると、

『えっ？　カズくん？』

　今さら気づいたように、雫は急に声を跳ね上げた。

『え？　どうして？　あ、ああ～～……ごめんなさいっ！　間違っちゃった！　あはは～はは～……』

「雫？　大丈夫か？　どうしたんだ？」

　ツー、ツー、ツー。

　もう切れてた。

　な、なんだったんだ今の……。

　一応かけ直してみたが、話し中で繋つながらなかった。

　しかし物騒な間違い電話だったな。ＳＳＡで、ターゲットが日本に潜伏してる、とか。ターゲットって誰だれだ？　俺おれは吸血鬼兄きよう妹だいを横目で見る。まさか……こいつらのことか？

　疑念の黒雲が胸の中で膨らんでいく。あんだけ兄妹と一緒にはしゃいでおいて、まさかバレてたのか？　あのときは楽しんでいるようにしか見えなかったが、ひょっとして何もかも知った上で楽しむふりをしていた？

　いや、雫はそんな器用なマネができるような子じゃない。それに、そうだ、ターゲットが日本についたのは今日だ。だからクルスたちじゃない。じゃない、はずだ……。

　必死にいい解釈を見つけようとしていた、そのときだった。

「「「ぎゃっはっはっはっは！」」」

　突然の爆笑が横殴りに俺らを襲い、俺はあっという間に現実に引き戻された。

「うわマジかよ。なんだよあれマジウケる。ぎゃっはっはっ」

「いっや俺も初めてだわ。ねーそこの人ちょっと」

　声は複数だった。

　ヤバい。俺は直感した。

　こんな時刻にこんな人通りのないところで……きっとろくでもない連中に決まっている。さっきの間違い電話があっただけに、関係ないと思いつつもよけい警戒してしまう。

「戻るぞ」

　とっさに忍び声で二人に忠告したが、あまり警戒心のない兄妹はその場で足を止めてしまった。

「そっそ、キミたちね。他ほかにいないっしょ？」

　暗がりからタバコの明かりが三つ、ゆらゆら近づいてくる。

　やがて３人の男たちがへらへら笑いながら姿を現した。

　一人目、ダウン姿のド金髪。

　二人目、ニット帽をかぶったタレ目。

　三人目、ぶっといネックレスの坊主。

　三人とも、いかにもって感じの風ふう貌ぼうだった。

「なに？　そーゆーの最近流は行やってんの？　マジ超ウケんだけど」

「おっ、ガイジンじゃぁ～ん。最近多いよね～」

「何この子チョー可愛かわいくね？　ヤバくね？」

　ニット帽と坊主の二人がさっそく兄きよう妹だいをじろじろ眺め回している。

　残りの一人、金髪の奴やつがニヤニヤ俺おれに話しかけてきた。

「いやあ俺らね、さっき財さい布ふ落としちゃってさぁ～」

　その一言で確定した。

　やっぱりこいつら、オタク狩りだ。

　俺は横目で武器屋までの距離を測る。およそ30ｍ。遠い。走っても多分、捕まる。

「この辺で落としたはずなんだけど、ぜ～んぜん見つからないんだよね～。こりゃ誰だれかに拾われちゃったかな～なんて思ってさぁ……で、ちょっと確かめさせてほしいんだけどぉ～」

「…………」

　なるほど。

　今後の展開はだいたい読めた。

　財布を見せる→『それ俺の財布じゃね？』→『てめえパチってんじゃねぇよ！』→ボコって奪う

　……っていう流れだろ。

「出せよ」

　百歩譲って俺はいい。

　ちょっと体が頑丈なだけの、ただの人間だからな。

　ボコられても財布は渡さない。

　が。

　隣の兄妹に絡まれるとちょっと都合が悪い。

「わざわざ日本に来たんなら、お金たぁ～くさん持ってるよね？」

　ああ、ほら。

　そう思う間にももう絡んでやがる。

　しかもあっちは俺に使ったみたいな回りくどい小細工しないのな。

「アニメとかさぁ、そのヨロイとかさぁ、そーゆーキショいモンにカネ使うくれーなら、俺らの未来に投資してくんねえ？　お前らよりよっぽどユーコーに使ってやんよ」

「カズマ、この人たち、何？」

　クルスは坊主の言葉をざっくり無視して俺に尋ねた。

　俺は正直に答える。

「オタク狩りって知ってるか？」

「ああ……」

　クルスは合点がいったという風に軽く頷うなずいた。

「ぴぃんぽぉ～～～～ん！　よぉくベンキョーちてまちゅねー。そうそう俺らそういう人たちでぇ～～っす」

　そう言ったニット帽の後ろから、すうっ……と金属バットが現れた。

　街灯の明かりを受けて鈍く光っている。あんなので殴られたら……。

「よかったぁ。遭遇したのが僕たちで」

　クルスの声はこの場に不釣り合いなぐらいリラックスしていた。

「クレア、ちょっとお願いがあるんだけど」

「はい」

「彼らの相手をしてくれないかい？　僕、重すぎて動けないんだよね」

　シンクレアは武将姿の兄を頭からつま先まで眺めたあと、はあ、と心底呆あきれたような溜ため息いきをついた。

「……わかりました」

　そのやりとりを聞いていた３人がゲラゲラ笑い出した。

「ぎゃはははっ！　あいつバカだぜバカ！　こんなガキんちょが何をどうするってぇ？」

「へえ～。ボクたちを相手してくれるのぉ？　えらいねぇ～」

「まーぶっちゃけ、お金さえもらえりゃ誰だれでもいーんだけどォ～～」

　そこでクルスが言った一言。

「じゃあ、クレアに勝ったらお金をあげるよ」

　ピキッ。

　３人の笑いがやんだ。

「オマエさ、俺おれらナメてる？」

「言葉通りだよ。どうとるかはきみたち次第」

「ハハハッ」

　うわ。キレさせちまった。笑い方がさっきと違う。

「殺す」

　ぽつりと呟つぶやいて、ニット帽がやにわにバットを振りかぶった。

　ヤバい、クルス、逃げろ──！

　奴やつは狂気じみた笑みを顔じゅうに浮かべ、まるで標識でもブッ叩たたくみたいにクルスめがけて横一いつ閃せん、

「はぁ～い、ホームラ────」

　パシッ。

「──ンッ？」

　バットはクルスには届かなかった。

　クルスの前で、シンクレアがバットの先を無造作につかみ取っていた。

　……受け止めたのか。

　あのフルスイングを。

　片手一本で。

「なん……だぁ？」

　ニット帽がそう呟つぶやく間に、シンクレアはその手から難なくバットを奪い取り、道端にぽいっと捨てた。

「次」

　ニット帽が青ざめた。今の一瞬で、シンクレアがただ者でないと悟ったようだ。

「何やってんだオマエ。ふざけてんじゃねーぞ。どけ、ガキ」

　坊主がニット帽を払いのけ、シンクレアを蹴けり上げようとした。

　パシッ。

　シンクレアの小さな手がその足首を掴つかむ。坊主の巨体が宙を舞う。ガシャン。看板に頭から突っ込んで、坊主はもがいていた。

「次」

「なんだよコイツぅ……ヤベーよオカシーよ……！」

　間近で目撃したニット帽の目はすでに恐怖に濁っていた。２、３歩後ずさり、

「アッちゃん、アッちゃん逃げようよぉ！」

「──うっせーよ」

　声はクルスの背後から聞こえた。

　いつの間に──バットを拾った金髪がクルスの真後ろにいた。

　顔が完全にキレてる。怒りにまかせ、何のためらいもなく奴やつはクルスの頭にフルスイングした。

「っっざけんなオラァァァッ！」

　ガァンッ──

　殴られた兜かぶとの部分が、勢いよく吹っ飛んでいった。

「……あ？」

　頭があるべき部分には何もなかった。まるで首なしの怪物デユラハンのように、首から下だけがその場に立っていた。

「オバケだぞ～♪」

　首をなくした鎧よろいが喋しやべった。

「うわ、あ、ひあぁぁ……！」

　金髪はすっかりビビってしまったようで、バットを放ほうり出すと悲鳴を上げて逃げていった。ニット帽と坊主が半泣きでその後を追う。あ、看板に足ぶつけた。

「…………」

　うーん。

　あっけないもんだな、こうなると。

　３人ともいなくなると、どこからともなく黒い霧のようなものが集まってきて、首なし鎧よろいの頭があった部分に凝縮し、クルスの顔になった。

「あうー……僕の兜かぶとが……」

　遠くに弾はじけ飛んだ兜が、いつの間にかクルスの手元に戻っている。側頭部がたしかに少しだけ凹へこんでいた。

「兄さま」

　シンクレアが囁ささやくように言った。

「今の人たち、少し人外の血が混ざっていたのではありませんか？」

　なんだって？

「え？　うん、そうだね」

　あっさり答えるクルスに俺おれはびっくりした。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。今の不良たちが人外だって？」

「ううん。ちょっと血が混ざってるってだけ。たぶん日本のヨーカイなんだろうけど、どれなのかまではわからなかったなあ。ま、それくらい血が薄いってことだよ。小指一本分ぐらいかな。それより見てよ僕の兜。ほらここ、陥没骨折」

「なんか、全然珍しくないみたいな言い方だな」

「珍しくないよ。今日すれ違った人の中にも何人かそれっぽいのいたしね」

「ふうん……」

「で、彼らは往々にして自分が人外の血を引いていることを知らなかったりする。妖よう怪かいの血を引いてるくせに妖怪なんているわけがないって思ってるから、僕が霧になったぐらいであんなにびっくりする。ふふ、ちょっと面白いよね」

　知らなかった。妖怪や怪物はいつの間にか俺たちの身近なところにいるようになったんだなあ……ってハーフの俺が言うことじゃないけど。

「ま、とにかく助かったよ。ありがとな」

「や、そんなそんな」

「んーでも俺一人じゃできなかったからな」

「そうなの？」

　俺は頷うなずいた。

　正直、ほっとしてる。

「俺は多少身体からだは頑丈だけど、せいぜいボコられても軽傷で済むってぐらいで、クルスみたいに特別何かができるわけじゃないからな。一人で追い返すことはできなかったと思う。だから礼くらい言わせてくれ」

「お礼!?」

　キュピーン！

　クルスの目が輝いた！

「お礼といったら……形で表すものだよねっ！」

　……嫌な予感がした。





□■□■□






「ねえー、どれにするークレアー？　うふふふふ～♪」

「わっ……私はこんなもの興味ありませんけどっ」

「………………………………」

　俺おれらはアニ冥メイ土ドの店内にいた。

　あのあとの流れは、まあ、だいたいわかるだろう。

　クルスにとってはお礼とは現物支給を意味するらしく、ニコニコしたクルスに背中を押されてたどり着いたここで、俺はクルスとついでにシンクレアにまで何かの商品を買ってあげるハメになった。

　さて、アニ冥土だ。

　ここはマンガや雑誌もたくさんあるが、周辺グッズにも力を入れているようで獅し子しの穴あなとはまた違う雰囲気がある。このチェーン店だけの限定特典がついたマンガがたくさんあり、棚の上にはサイン会の告知ポスターだとか〝声優さんにお誕生日お祝いの言葉を贈ろう！〟なんて企画があったりするのも楽しい。

　閉店まであと１時間だが、店内は意外に込んでいる。

　スーツ姿の人もちらほらいるな。仕事帰りか。

　そんな人ひと混ごみの中を、バレリーナみたいな軽やかさで動き回るクルス。

「ぱちぇ……ぱちぇがいるよお～～！　うわ、こっ、こちらはエリカ様！　愛いとしのＢｆ１０９のおみ足……麗しゅうございます……。えっなにこれ？　やまねこ金塊チョコ？　６９８円？　いいね！」

「１個な！　１個だけだぞ！」

　しつこいくらい念を押しておく。でないとあっという間に財さい布ふが底をつく。

　ところで、俺はさっきの電話が気になっていた。ターゲットが日本に潜伏している。そう言った雫しずくの、普段とは別人のような声。この兄きよう妹だいじゃないはずだが、ううん、念のため二人に報告しておいた方がいいんだろうか。

　なんてことを考えつつ……「ん？　シンクレアは？」

　シンクレアはグッズを見ていなかった。

　壁沿いのところで、じっ……と、壁のポスターを見上げていた。

　つられて俺も見上げる。

　ポスターの中では黄金の麦畑の中で、ケモノ耳を生やした少女が微笑ほほえんでいた。

　ふうん……。

　そのうち、シンクレアは自分の頭にぺたっと両手を乗せた。

　何をするのかと思えば、ぴょこ、ぴょこぴょこ。

　手で耳を作って動かしてる。

　なんかコミカルだな。

　それもかなり無意識の動きっぽい。

　相当夢中になってるんだな。

　俺おれはちょっと迷って声をかけた。

「あれがほしいのか？」

「ひああっ」

　びくーんっ。

　ああ、やっぱり驚かせちまった。

　まあいいや。

「だったらドンキの方がいいぞ。耳以外のかぶり物もあるしな」

「わっ……私はっ……別に……」

「なら見るだけでもどうだ？」

　兄貴はしばらくグッズを選んでいそうだし、その間に行ってこよう。

　俺おれはシンクレアを連れていったんアニ冥メイ土ドを出、ドンキに入った。

　いつも思うがドンキはいったい何の店なんだろう。食い物、服、アクセサリ、浴用品、パーティグッズ、家電、オモチャ。相変わらずなんでもある……というか品しな揃ぞろえに節操がなさすぎる。狭い通路にはあちこちに商品棚がせり出して見通しが悪く、天井もパーティみたいに飾り立てられて空間が狭く、まるでジャングルの中を草をかき分けて進んでいるような……しかしそれがまた冒険心を刺激して不思議と楽しい。

　ケモノ耳は……どこだったかな。

　適当に探してるうち、コスプレグッズのゾーンを見つけた。

　ん、と、あったあった。

　他ほかの商品をかき分け、俺はネコミミのひとつを手に取った。

「ほら」

　すぽっとシンクレアの頭にかぶせる。

「はわっ」

　うん、ジャストサイズ。

「あわっ、あうっ、う、うぅ～～！」

　シンクレアは切ない犬みたいな鳴き声を上げて、俺の視線から逃れるように頭を抱えてうずくまってしまった。シャム猫っぽい模様をした耳の先端が俺に向けられている。

「ほ……誇り高き……吸血鬼が……こんな……」

　口では嫌がりつつ、でもそばにあるちらちら鏡を見ているのを俺は見逃さない。なんだかんだ言って、まんざらでもなさそうだ。

　じっと観察していると、ちらちら鏡に向かう視線が時折外れて商品棚へ向かう。あれは別の耳候補を探している目だと踏んだ俺は、試しにその周辺にある耳を手当たり次第につまみ上げてみることにした。

　まずはネコミミ（白）。

　……反応薄。違うな。

　次はパンダ。

　……これも違う。

　それじゃ……バニー？

　……違う。バニーでもない。

　ええとあとは、キツネ耳ぐらいか。

　持ったとたん、シンクレアの視線が俺おれの手にロックされたのを感じた。

　これだ。

　一応確認のために目をやると、シンクレアはそそくさと目を伏せてしまった。

　でもま、これで間違いないだろう。

「俺、これがいいと思うんだよな」

　自然を装って俺は言った。まともに「これが欲しいのか？」なんて言ったところで素直に頷うなずいてくれないのはさっき経験済みだ。

　シンクレアがキツネ耳を見つめる時間が長くなっている。けれど放ほうっておいても「欲しい」とは言わなさそうだったので、俺はいったんレジに行きそのキツネ耳を買い、それからシンクレアのところにとって返した。

「勝手に選んじゃったけどよかったかな？　一応、お礼ってことで」

　袋を差し出す。あくまで俺が勝手にやったことだという姿勢は崩さない。

　シンクレアは最初こそ戸惑っていたが、やがてそろそろと袋を受け取り、中身をそうっと覗のぞき込んで、宝物でも見るような目をした。

　それから俺をちらっと見上げ、ぼそっと。

「……別に、これでもいいです」

　素直じゃない言い方の裏に、隠しきれないうれしさがにじみ出ていた。それだけで俺には充分だった。

「そうか、よかった」

　俺は頷く。喜んでくれて何よりだ。

　さてと。

「そろそろクルスも選び終わった頃ころかな」

　こっちの買い物は終わったことだしと思い、俺は出口に向かって歩き出した。

　……っと。

　ドンキを出たところで、シンクレアがついてきていないことに気づく。

　またどこかの商品の前で足を止めてしまったのかと思って中に戻ると──

　コスプレグッズゾーンを覗いたところで、目が合った。

　買ったばかりのキツネ耳をさっそく装着して、備え付けの鏡を覗き込んでいたシンクレアと。

「っ！」

　バッ！

　ほとんど反射的に耳を引きはがすシンクレア。

「おお、さっそくつけてくれてるのか」

「…………ちっ…………ちがっ……！」

　後ろ手に耳を隠して、必死にぶるぶる首を振りながら、ぶわああっと顔が赤くなっていく。

「結構似合ってるように見えたぞ」

　髪と同じ金色だからか、本当に耳が生えているようで、少なくとも素人の俺おれの目には違和感がなかった。

「ちがりますっ！」

　あ、噛かんだ。

「こっ、これは、一回ぐらいつけてあげないとカズマがかわいそうだからです！」

「ふふ、そうか」

「ニヤニヤしないでくださいっ！」

「してないしてない」

「してますっ！　それは何かいやらしいことを考えている目ですっ！」

「いや、俺はただ可愛かわいかったなって思っただけだよ」

「ぇぅ!?」

　怯ひるんだ。

　とっさに胸と腰回りを手で隠して、せわしなく目をきょろきょろさせ、どうにか俺の視線から逃れられる場所を探している。

「もうつけません！　絶対絶対絶対つけませんからっ！」

　逃げ道を必死に探しつつ、真っ赤になって怒るシンクレアだった。
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　アニ冥メイ土ドに戻るとクルスのほくほく顔が俺を出迎えた。

「いやあありがとう。おかげさまでいいおみやげができたよ。僕はもう幼なじみに刺し殺されても文句は言わないね」

　結局クルスが買ったのはフィギュアではなく、ヤンデレクッキーとかいう不吉そうなお菓子だった。〝私のクッキー以外ぜぇ～ったい食べちゃダメなんだからねっ！〟というフキダシの横に、包丁を持った笑顔の女の子のパッケージイラストが描えがかれている。クッキー怖い。

「それでねカズマ」

「なんだよ。まだあるのか？　さすがにもう金ないぞ」

「違う違う。今晩つきあってくれたお礼だよ。クレア」

「はい」

　金髪美少女が後ろ手に何かを持って、俺おれの前に立った。

　おお。

　プレゼントだ。

　いつ買ったんだろ。

　嬉うれしいけど、改まってやられるとなんだか照れるな。

「悪いな、なんか」

「何言ってるんだよカズマ。悪いことなんかあるもんか」

「ふ、二人で選びました」

　シンクレアがそれを自分の前に持ってくる。

　お？　思ったよりデカい箱だな。

　その表面には勇ましい赤ヌキの字でこう書かれていた。

〝仮かり免めんライダー電でん玉たま　ＤＸ変身ベルト〟

「ぐあっ!?」

　俺はよろめいた。

　これを俺に!?

　俺、高二だぞ？

　そりゃ小学生の頃ころはライダーごっこをやって遊んだこともあったが、高二にしてこれはキツい。童心を忘れないとかそんなレベルの話じゃない。一体どうしろと……。

「いや……ちょっとこれは……」

　そろそろと言い出すや否や、二人の目にじんわりと涙の粒が浮かんだ。

「カズマ……う……うれしくない……ですか……？」

「ぼ、僕たち……間違ったのかな……」

　うわあ。

　俺は慌てて満面の笑みを作り、弾んだ声で言った。

「いやいやいや、何か勘違いしてないか二人とも？　俺はこう言おうとしてたんだよ！　『ちょっとこれは嬉しすぎるな』って！　うわあこんな素敵なプレゼント見たことないよ！　ありがとう俺ほんとに嬉しいよ！　ははは～」

　姪めいっ子こにさえ見せたことのない全力の笑顔で、俺はひしっとその箱を抱きしめる。

「いやあ懐かしいなライダー！　ちっちゃいときはよく遊んだよ！　でもこんなかっこいいベルトは買ってもらえなかったからなあ！　ほらデラックスって書いてる！　どれだけデラックスなんだろうなあ！　夢が膨らむよなあ！」

　もうヤケクソだった。

　そんな俺を見てようやく安心したのか、二人はやっと涙を引っ込め、それぞれに笑顔を浮かべた。

「喜んでくれました、兄さま（ニコッ）」

「ほら、だから言ったろ？（ニカッ）」

　お前かクルス。選んだのは。

　バックル部分に四角いホルダーがついたベルト。それと黒い携帯電話のようなものがセットになっている。多分この携帯電話をバックルのところに差し込んで変身するんだろう……が。

　どうしよう。ほんとに。

　姪めいっ子こは……喜ばないよな……なんて悩む俺おれの前で、

「カズマライダーは悪の組織ミッドナイト・シャッフルから僕たちを守ってくれる正義のヒーローなのさ！　帰ったらさっそくやろう。ライダーごっこ」

「俺がやるのか!?」

「僕竜王異イ魔マ神ジン。クレアは冥めい王おう異イ魔マ神ジンね」

「いや……あの……」

「次にオマエは『じゃあ電でん玉たまをやるのは俺しかいないな』と言うッ！」

「言うか！」

「何……だと……？」

　クルスはそこで「ん？」とシンクレアの買い物袋に反応した。

「えっ？　クレア、ケモノ耳買ったの？」

「えうっ？」

　助かった！　注意が逸それた！

　しかしさすが目め聡ざといな。

　バッグからちょっとだけはみ出てる耳を見て判別するなんて。

「い……いえ……これはその……買ってもらったというか……強要されたというか……」

　まごまごと、あくまで自分の希望ではないと主張するシンクレア。強要はしてないけどな。

「ですからその……こ、ここで装着するのは……」

　そのへんでクルスがガマンできなくなった。

「ていっ！」

「ひああっ！」

　ずぼっ。

「せいっ！」

「にゃああっ！」

　すぽっ。

　……あっという間にキツネ娘の完成だった。

「わお！　すごくいいじゃないか！」

　お、クルスも俺と同じ意見か。

　側そばを通る客たちが振り返ってシンクレアを見ていく。ケモノ耳のガイジンが珍しいのと、それ以上にその姿がハマりすぎてる。

「とてもよく似合ってるよ！　さすが我が妹！」

　俺おれもそう思う。ただしシンクレアがどう思うか。多分……

「じょっ、冗談じゃありません！」

　金髪美少女はおたおたあわてふためいて、ばばっとケモノ耳を頭から取り上げた。

　ああ、やっぱり。

「誇り高き吸血鬼がこんなっ……こ、こんなもの……こんなっ……ものっ……！」

　バンザイした両手でケモノ耳を握りしめたまま、シンクレアはぷるぷる震えていた。

　面白いことに、俺にはその心の内が手に取るようにわかった。嫌がる素振りそのままに投げ捨てようとしたが、本心では気に入ってるから投げ捨てられない、ってとこか。身体からだは正直だ。

「またまたそんなこと言っちゃってぇ～」

　やめておけばいいのに、兄貴のニコニコは止まらなかった。

「ホントは気に入ってるんでしょ？　ほらほら正直になりなようふふふ～♪」

　ちょっ……。

　そこは黙っておいてやるのが大人の懐だろ……。

　シンクレアはあっという間にパニクった。溺おぼれるみたいに無言で手をばたばたさせたかと思うと、顔から蒸気を噴きそうな勢いで、

「いやああっ！　兄さまのばかあっ！」

　と叫ぶと──ばさぁっ。

　うわっ！　霧になりやがった！

　こんな明るい店内で！

　全身黒い霧と化したシンクレアは、ひとかたまりになって店の外へと飛び出していってしまった。おい、どこ行くんだよ！

　しかし今心配なのはシンクレアの行方より目撃者の有無だ。

　幸運なことに、まばらになってきた客の視線は全員商品棚に向いていた。だが、レジの店員にはばっちり目撃されていたようで、〝い……今……〟とその口が動くのが見えた。

　ヤバい。

　どうする。

　隣に視線を走らせると、これにはさすがのクルスもマズいことだと悟ったようで、「え……えへへ……」と照れ笑いじみたごまかし笑顔を浮かべ…………ばさぁっ。

　うおぉい！

　お前もかよ！

　霧になったクルスはシンクレアの後を追うように店外へ流れていった。

　に……逃げやがった……。

　この薄情者……！

　とにかくもうここにはいられない。

　一人取り残された俺おれは、ダッシュで店から飛び出た。

「ひぃ～～～～！」

　後ろからパニックになった店員の悲鳴が追いかけてきた。

　振り返るな。

　走れ俺。

　万引き少年のように。
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　あのあとしばらく八はつ卦け羅針盤でクルスを追ってみたが、このコンパス、ものすごい勢いで色んな方向を指してなかなか定まらず（それだけあの兄きよう妹だいがあちこちを動き回ってるってことだ）、結局行方がわからなかった。あげくクルスから入ったメールがたった一言〝帰るよー〟で、熱心に探してる自分がなんだか恥ずかしく思えてきた俺はもうさっさと帰ることにした。

　まあ、クルスは路線図とか時刻表とか熱心に調べてたし、俺がいなくても問題ないっちゃ問題ないんだよな。

　ああそうだ、ステイメイトに提出するレポートのことも考えなきゃ。ホスト側として何を書こうか。ええと今日やったことといえばスクリュー積みを倒してエロゲに挨あい拶さつして万引き犯になりかけてコスプレして甲かつち冑ゆう買って不良に絡まれて……………………。

　しまった！　何一つ報告できねえ！

　どうしよう、俺……。
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　帰ると雫しずくがいた。

　雫は俺んちの玄関前に立って携帯をいじっていた。携帯のバックライトに照らし出され、暗がりの中に彼女の顔だけがぼんやり浮かび上がっている。

「雫、どうしたんだ？」

「あ、カズくん」

　雫は顔を上げ、どこかほっとしたような顔をした。

　何があったんだろう。遊びのお誘い、って雰囲気じゃなさそうだ。さっきの間違い電話が頭をよぎる。おそらく、いやほぼ確実にＳＳＡ絡みだ。

「よかった。さっき何回か電話したんだけど……」

「そうなのか、悪い」

　俺は携帯を取り出した。

　着信４件。

　すべて雫しずくからだ。

「すまん。気づかなかった」

「いいよ。無事みたいだし」

「────」

〝無事みたい〟？

「何かあったんだな」

　そこで気づいた。

　雫の服装がいつもと違う。

　黒の修道服。

　それも本格的なやつだ。即席のコスプレにしてはしっくりなじみすぎている。

　修道服といっても、しずしずと教会内を歩くようなあの楚そ々そとしたイメージとはまた違う感じだ。袖そでが大きなフレア状になっていて、それとは反対にスカートは膝ひざ上うえまで切りつめられている。あとは頭にかぶってる……ヘッドドレスっていうのか？　あれの後ろ部分が普通なら背中まで垂れているはずなのに、雫のは首周りが見えるくらいカットされている。どれもこれも、祈りを捧ささげるより動き回ることを重視しているような……。

　俺おれの視線に気づいた雫が言った。
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「これ？　これはあたしたちの正装」

　雫しずくは胸に提げた十字のアクセサリに触れた。

　正装。

　法王庁ヴアチカンの特務部隊、国務省秘跡局ＳＳＡシスターの。

　雫との付き合いはそれなりに長いはずなのに、その格好を見るのは初めてだった。というのも雫がＳＳＡの任務を日本で行うことはこれまでなかったからだ。だが、今回は……。

「近くで何かそれ絡みの事件があるってことか？」

「あるっていうかね、もう起きちゃったの」

「…………」

「そろそろニュースでも流れるはずだよ。たぶん、どこかの街で暴行事件っていう形で報道されると思う」

「暴行事件……？」

　雫しずくは頷うなずいた。

「今から話すことはあたしたちの間にだけ伝わってる情報。ニュースでは伏せられる真実。だから誰だれにも言わないでほしいの」

「ちょっと待った。そんな極秘情報なら部外者の俺おれに言わない方がいいんじゃ……」

「カズくんにも関係あるの」

　俺の言葉を遮って雫は言った。

　そのまなざしは真剣そのものだった。

「ＳＳＡのブラザーの一人が日本に入ったの」

「────」

　ブラザー。

　っていうと、雫の同僚みたいなもんか。

「正確には元ＳＳＡ。もともと問題児で、任務そっちのけで一般人を手にかけるような人だったから、あたしと入れ替わりに追放されたんだけど……」

「……そんな危ない奴やつがいたのか？」

　俺の言葉に雫は眉まゆをひそめて、

「しょうがなかったの。誰にも真ま似ねできないものを持ってたから」

　言いながら自分の目を指さす。

「浄ブルー眼アイズ。人外を見分けるの。何に変へん化げしていても一目でわかる」

　その眼めのおかげで、数々のトラブルを補ってあまりある成果を挙げてきたのだと雫は言った。

「ただ、あまりに正確すぎて、人外の血がほんのわずか混ざってるだけでも感知しちゃう。一般人を襲うっていうのはこういうこと。ごくわずかに人外の血が混ざってる人ってそんなに珍しくないんだけど、そういう人たちも見境なく敵と見なしちゃうから危険なの」

「ちょっと待てよ、てことは俺も……」

　そして、当然あの兄きよう妹だいも──

「そう。神敵の一人になっちゃうの」

　雫しずくは申し訳なさそうに頷うなずいた。

　参ったな……。

　どうすりゃいいんだ。俺おれそんなにケンカ強くないぞ。

「……ごめんなさい」

　雫しずくはしゅんとなって頭を下げた。

「もっと早く言えればよかったんだけど……秘匿度３トレの情報だから、部外者には明かせなくて……。でも、今はそんなことを言ってられる状況じゃなくなってきちゃったから、こっそりカズくんにだけ」

「そうか。ありがとな」

　俺は笑顔を作って頷く。

　事態は大まかに飲み込めた。

　要は家を追い出された問題児が街で暴れてるから、どうにかしなきゃ、ってことだろ。

「で、そいつが日本にいるってのは確実なんだよな？」

「うん。成なり田たの今日付の入国者履歴の中にあったの。間違いなく日本にいると思う。それも関かん東とう」

　ああ……これか。さっきの電話そのままだ。

「でも安心して。今ＳＳＡが総力を挙げて追ってる。捕まるのもきっと時間の問題」

　俺が頷くのを確認して、雫は続ける。

「一応、特徴を憶おぼえておいて。見分けるのは簡単。暗いところだとすぐにわかるよ。眼めがぼんやり青く光ってるから」

「…………」

　浄ブルー眼アイズ、か。

「白人男性で、あとＳＳＡの真っ白な修道服を着てると思う……。けど、そのままとは限らないから、金髪でサングラスの白人を見かけたらとりあえず逃げて、それからとにかくあたしに連絡して」

　すうっと息を吸い込んで、雫は俺の目を真正面から覗のぞき込んだ。

「あたしなら、倒せるから」
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　言うべきことを伝えると、雫はすぐさま捜索に出て行ってしまった。

　残された俺はひとまず家に入り──そこで気づいた。

　シルヴァスタイン兄きよう妹だいが帰ってきていない。

　帰るよって、メールくれてたよな。

　…………。

　胸がざわつく。

　何かあったのか？

　いや。

　落ち着け。まだそうと決まったわけじゃない。

　まず携帯を確認。電話、メールとも着信はない。

　次、クルスに電話をかけてみる。コール音は鳴るが出ない。

　そうだ。八はつ卦けのコンパスはどうだ。ヘアピンはクルスのコートの裾すそにくくりつけたままだ。本体を取り出して見てみると、たしかに一定の方向を指している。こっちは……南西だ。東京の方角。

　でも、これでわかるのは方角だけだ。距離もわからなければ状態もわからない。くそっ。どこかで道草を食ってるだけならいいんだが……。

　俺おれはひとまず家のドアや窓のカギをすべてチェックして回った。無駄かもしれないが今やれることはこれくらいだ。

　一通りチェックを終えるとリビングに戻り、テレビをつけてニュース番組にチャンネルを合わせる。

　もう11時。

　どうする？

　和わ歌か山やまの動物園でパンダの赤ちゃんの名前が決まった──そんな微笑ほほえましいニュースを読み上げたあと、アナウンサーはわずかに顔を曇らせて声をトーンダウンさせた。

『──続いてのニュースです。アキハバラの路上で暴行事件が発生しました』

「っ」

　俺は画面に釘くぎ付づけになった。

〝アキハバラで暴行事件〟というテロップが画面の下方に流れる。

『今日夜９時頃ごろ、アキハバラの路上で男性三人が倒れているのを通行人が発見しました。男性は三人とも全身に火傷やけどを負っており、また腕や足などに刃物で斬きられたような跡があるということで、いずれも全治２ヶ月ほどの重傷ですが命に別状はないということです。現場近くには焦げたニット帽や切断されたチェーンネックレスなどが散乱しており、激しく争った形跡が残されています。警察側は三人が何らかの抗争に巻き込まれた可能性があるとの見解を発表しており、今後も捜査を継続していく予定です──』

「…………」

　心臓がいつもより速く脈打っていた。

　雫しずくの言葉は的中した。

　暴行事件。

　テレビに映る街の風景。そこはまさに俺たちが２時間前に通った路地だった。

　それに、アナウンサーが読み上げた情報から、俺は被害者に心当たりがあった。

　多分、今日俺おれらに絡んできたオタク狩りの奴やつらだ。

　ニット帽はともかくチェーンネックレスを身につけてアキハバラをうろつく奴はそうそういない。

　暴行の内容にも問題があった。

　切り傷はまあわかるが……火傷やけど？

　いくら抗争とはいえ、路上で全身に火傷を負う機会なんかそうそうないはずだ。

　やっぱり雫しずくの言った通りだな。肝心な情報が伏せられてるからどこかで矛盾が生じる。

　シンクレアはあの３人にちょっとだけ人外の血が混ざってたと言ってた。それで例のブラザーの餌え食じきになったんだ。

　けど……危ないところだった。

　三人が襲われたとき、俺らは多分まだアキハバラにいた。

　てことは、一歩間違えれば俺らも危険にさらされていたってことだ。

　いや、まだ安心は禁物だ。

　人外を見抜く浄ブルー眼アイズの持ち主。

　いつ俺たちを襲いにくるともしれない。

　そして何よりあの兄きよう妹だいがまだ戻ってきていないのが不安を煽あおる。




　ぴん、ぽーん。




　俺は全身で飛び上がった。

　玄関チャイムだ。

　誰だれだ。

　いつもならすぐに出るところだが、今は事情が事情だ。ほいほい出て行って相手が襲撃者だったらどうする。それに時刻も遅い。俺はすぐにはソファを立たなかった。

　シルヴァスタイン兄妹か、雫か、襲撃者か。思いつくのはその３通りぐらいだ。

　敵じゃないと思いたかった。

　吸血鬼を含めた人外の主な活動時間は夜だ。夜は彼らの力が最大限発揮される時間帯で、だからＳＳＡが彼らを叩たたくときは主に昼間を選ぶ──昔、雫の母さんがそんなことを言ってたな。

　例のブラザーにもそれくらいの計算はあると信じたい。

　まあ、夜のアキハバラに出て人を襲うくらいだから通じないかもしれないが。

　迷いまくった末、俺はチャイムの主を確かめることにした。

　これで襲われたらアホだな、と思いながら玄関に行き、覗のぞき穴から覗く。

　そこにいた人影は──

　兄妹だった。

　俺はへなへなと膝ひざに手を突き、背中で大きな溜ため息いきをついた。

　ロックを外して二人を招き入れる。

「やあ……」

　ふらりと入ってきた兄きよう妹だい。

　いつもと様子が違うのが一目でわかった。

　二人ともへとへとに疲れている。

　浮かべる笑みに力がない。

　服もあちこち破れてるな。

　酔っぱらいどうしでケンカしてもこんなひどい破れ方はしないだろ。

　試しにクルスの袖そで口ぐちを触さわってみると、黒い砂粒みたいなのがついてきた。

　これは……焦げ跡か？

「…………」

　なんだかんだ言って、無事に帰ってくるのを期待していた。

　やっぱり、遭遇したのか。

「ちょっと、休ませて、くれるかい」

　肩で息をしながら、クルスたちは玄関を上がったところに腰を下ろした。

「……クルス、ケガしてないか？」

　黒っぽい服でよくわからなかったが、袖口で固まってカサカサになってるそれは血じゃないか？

　クルスはこっくり頷うなずいた。

「襲われた」

　…………やっぱりか。

　クルスの話だと、俺おれと別れた（というより勝手にどこかへ飛んでいった）直後に何者かの襲撃に遭ったらしい。わけもわからないままとにかく命からがら逃げおおせることだけはできたものの、おかげで体力を使い果たして霧になる余力もないという。

「大丈夫か？　包帯巻いとくか？」

「ううん、僕はいいからシンクレアを看みてあげて」

「シンクレアも？」

「わ、私はそんなにひどくないです」

　と言いつつ右腕を隠そうとする。

「見せて」

「あの……」

「見せて」

「は、はい」

　遠慮がちに差し出した右腕は……。

「これは……」

　俺は言葉を途絶えさせる。

　シンクレアの右腕は、肘ひじから先が赤い腫はれに覆おおわれていた。

「火傷やけどか？」

　問うと、シンクレアは小さく頷うなずいた。

　火傷やけどなら、まずは冷やさなきゃな。

　俺おれは台所に行ってたらいに氷水を入れてきた。直じかづけだと冷たすぎるのでハンドタオルを浸してあてがう。

「痛っ……」

「ごめんな。耐えてくれ」

　そこで火傷をじっと見ていたクルスが言った。

「ふつうの傷だったらほっといてもすぐ治るんだ。これくらいなら今ごろ完治してる。でも全然回復しないってことは、聖清別めさられれてたんだね」

　聖別されたモノは退魔の性質を持つ。八卦羅針盤コンパスでシンクレアの指が軽い火傷をしたように。

　俺おれは言った。

「クルスたちを襲ったのは、元ＳＳＡのブラザーだ」

「？　知ってるのかい？」

「さっき雫しずくが教えてくれたんだ」

　俺は聞いたことをざっと説明した。

　犯人はＳＳＡの問題児であること。

　浄ブルー眼アイズの持ち主であること。

　今日、日本入りが確認されたこと。

　クルスは頷きながら話を聞いていた。

「だからか。道理で目が淡く光ってたはずだよ。普通の人間じゃありえないもんね。一瞬お仲間かと思っちゃった。とんだ勘違いだ、はは」

　目が淡く光る──雫の情報と合致する。

「なるほどね、シズクが日本で待機してたのはそういうわけだったんだね」

「あ」

　言われて気がついた。

　そうか。

　休暇じゃなくて待機だって言ってたもんな、あいつ。

　例のブラザーがどこにいるかわからなかったから、あちこちの国にＳＳＡメンバーが散らばって網を張ってたんだ。

「それでね、カズマ」

　クルスは改めて俺の方を向いた。

「帰る道すがら、シンクレアと考えてたんだけど──」

　途中からシンクレアも俺へと視線を向けた。

「僕たち、姿をくらまそうと思うんだ」

「────っ」

　突然のことに、俺おれはクルスを見つめたまま動けなかった。

　口からはすぐに言葉が出てこなかった。

　しばらく沈黙が続き、俺が声を出したのはたっぷり10秒も経たってからだった。

「す、姿をくらますって、どこへ行くんだよ？」

　なんだこれ。

　俺、もしかして動揺してるのか。

　なんでだ。

「まだ決めてない」

　クルスは頭を振った。

「けど、僕たちの天敵が近くにいる今、ここに留とどまるのは危険だ」

「だ、だからって目的地も決めないでどこへも行きようがないだろ」

「僕はきみまで危険にさらしたくない」

「そんな……！」

　クルスはそっと目を伏せた。

「この三日間、カズマやシズクと過ごした時間は最高に楽しかった。ほんとだよ。僕はきみたちのことが大好きだ。だからこそ、僕たちのせいできみまで危険にさらされるのは許せない」
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「待て、聞いてくれ。今、ＳＳＡが総力を挙げて例のブラザーを追ってるんだ。だからそいつが捕まるのも時間の問題だって雫しずくは言ってた。それなら大丈夫だろ？」

　ちょっとでも安心してくれればと思って言ったが、クルスは首を横に振り、肝心なことが抜けてる、と言った。

「カズマ、憶おぼえてる？　ＳＳＡは本来、僕たちを狩る存在なんだよ」

「あ……」

「ＳＳＡが総力を挙げてその人を追ってるっていうんなら、僕たちもＳＳＡに見つかる危険性が高まってるってことだよね」

「…………」

「どのみち、もうここにはいられない」

　クルスは顔を伏せた。

　沈黙。

　のち──

　ごめん、と小さく呟つぶやいて、クルスは顔を上げた。

　その瞳ひとみはまっすぐに俺おれを見つめていた。

　決意。

　お互い望まぬことを伝えなければならない。

　けれど、大切な相手だからこそ、目を見て言わなければならない。

　そんな決意が、金色の瞳に込められていた。

　その瞳に、俺は不覚にも打たれてしまった。

　アホで、うるさくて、夜中に平然と俺んちに押しかけてくる迷惑野郎で、吸血鬼のくせにオタクで、エロゲ売り場で「ただいま……」とか言う変人で──

　けれど。

　けれどクルスは、どこまでも誠実だった。




「だから、僕たちはお別れを言いに来た」





□■□■□






　夜更かしをするのは不良とマンガ家だけだと思っていた時期が俺にもあった。

　そのうち雫を見て、夜更かしをするのは不良とマンガ家以外にオタクがいることを知った。

　さて、ここで問題だ。

　三日連続夜更かしをしている今の俺は──このうちのどれだ？

　不良でもない。マンガ家でもない。

　そして、決してオタクでもない。

　……と、言いたいところだが。

『──俺おれを誰だれだと思ってやがる！』

　テレビから流れている映像は、テンゲントッパー紅ぐ蓮れん伽が藍らんのＤＶＤだった。

　二日目にクルスと雫しずくが大騒ぎしながら観みていたやつだ。

　冷静になって考えよう。

　そろそろ夜も明けようかという朝５時に、一人でアニメＤＶＤを観ながら夜更かしをしている人間を、一般的に何という？

　考えるまでもない。

　俺がやっているのは、まさにオタクのそれだ。

『──歯ぁ食いしばれェッ！』

　なぜ、こんなことをしているのか。

　俺は答えられなかった。

　これまでの俺なら、まずやらなかった行動だ。

『──ワシのダイザンガン、そう簡単には渡しはせん……！』

　ただ単純に、眠れなかった。

　東の空が白み始めても、俺はまだ起きていた。

　リビングのソファで。

　リモコン片手に。

　毛布を膝ひざに掛けて。

　コタツの上には、キツネ耳がぽつりと置いてある。

　アキハバラで俺がシンクレアに買ったやつだ。

　去り際にシンクレアは、俺にキツネ耳を差し出した。

　おずおずと。

　あのときの顔。寂しさと申し訳なさが入り交じった表情。

　奴やつらと過ごしたやかましい三日間を思い出す。

　夜にいきなり押しかけてきて。

　初っぱなに正体をバラして、何をするかと思えば日本のオタ文化にどっぷり浸つかりたいだとか言って。

　妹もオタなのを隠してたけど、バレバレだったよな。

　あっという間にうちに住みつきやがって。

　ＳＳＡだって言ってるのに、雫と意気投合して、俺んちのＤＶＤを勝手に見始めて。

　おかげで俺まで徹夜するハメになったんだ。はは。

　それで今度はシンクレアが転校してきて。

　吸血鬼なのに日光が平気とか反則だろ。

　結局一日きりになっちまったけど、学校、楽しかったかな。

　帰ったら帰ったでクルスがアキハバラ行きたいってゴネだして。

　根負けして行ったらあちこちで目立ちやがって、おかげで何度もヒヤヒヤしたな。

　アホな兄きよう妹だいだったけど、なんだかんだで楽しい奴やつらだったよな。

　一人暮らしの俺おれにしては少し騒ぎすぎたような気もしたけど──それでも。

　断言できる。

　この三日間、俺は楽しかった。

　我ながらびっくりだ。

　あんなに世話かけられて楽しかったなんてな。

　俺、どうかしちまったんじゃないのか。

　ああ、わかった。

　どうして俺が夜通し一人でアニメのＤＶＤを観み続けているのか。

　やっとわかった。

　アニメが流れてることで、まだあいつらと一緒にいるような気分に浸りたいんだ。

　例のブラザーが日本に来なけりゃ、あの兄妹は今ごろまだ俺んちでぎゃーぎゃー騒いでいただろうな。

　コタツの上を見る。

　そこには開きっぱなしのノートがあった。

　ホームステイレポートの下書き。クルスが忘れていったものだ。

〝夜遅くまで映画鑑賞。カズマは眠そうだったけど、最後までつきあってくれた〟

〝僕の勝手な行動にもカズマは怒らなかった〟

〝言葉は乱暴だけど、カズマは本当は優しい奴だ。僕たちはそれを知ってる〟

〝日本に来てよかった。やっぱりここは面白い〟

「────」

　外は危険だ。浄ブルー眼アイズがうろついてる。そんなのわかってる。それを承知であいつらは出て行ったんだ。自分たちの命が危ないときに、俺の身を案じて。

　なのに俺は、あの二人に何もしてやってない。

　八はつ卦け羅針盤のキーホルダーを取り出す。針は微妙に動きつつ、ある一方向を指している。この針の示す先に、シルヴァスタイン兄妹がいる。

　拳こぶしを握りしめる。

　畜生。

　俺は何をしようとしている？

　浄ブルー眼アイズに震えたまま、ただ黙って、あいつらの背中が遠ざかっていくのを見送るのか？

　ふざけるな。

　あいつらにいてほしいんだろ。

　認めろよ。

　ホームステイの義務なんかじゃない。レポートなんかどうでもいい。

　アホで、うるさくて、俺を寝不足にさせる兄きよう妹だい。

　あいつらに戻ってきてほしい──

　心の奥底じゃ、そう思ってるんだ。

　そうだ。

　とっくに答えなんて出てた。

　何をしたいかなんて、わかりきってた。

　なら──

　やることはたった一つだ。

　臆おく病びようを振り払え。




　気がつくと、俺おれの指はリモコンの停止ボタンを押していた。







第四話　マンハント







　夜よ闇やみの中に、青々とライトアップされた横よこ浜はまベイブリッジが浮かび上がっている。

　絶え間なく吹く寒風に、俺はダウンジャケットに首を埋めた。

　遠くでは馬ば鹿かデカいガントリークレーンがいくつも動いている。

　目の前を、積み荷を降ろしたコンテナ車が低いエンジン音を立てて通り過ぎた。

　横浜港。

　本ほん牧もく埠ふ頭とう、Ａ突とつ堤てい。

　日本最大級の貨物船ターミナルを、俺は歩いていた。

　延々と並んだ４ｔコンテナの山。辺りは暗く、周囲には人っ子一人見あたらない。それも当然で、ここは旅客港じゃない。貨物港だ。歩けど歩けどすれ違うのは作業員かコンテナ車ぐらいだろう。

　八はつ卦け羅針盤は間違いなくこの先を指し示している。

　去り際にクルスは言った。

　姿をくらます、と。

　けど、姿をくらませてどこへ行く？

　当てなんかないはずだ。

　なんせのっけから会ったこともない赤の他人の俺おれを頼ってきてるぐらいだからな。

　知り合いが一人もいない土地。

　それは制限の多い吸血鬼にとって、かなりの不安要素のはずだ。

　しかもこれまでとは違って、追っ手がいつ現れるかわからない状況──

　吸血鬼ってのは何も思考回路まで人間離れしてるわけじゃない。シルヴァスタイン兄きよう妹だいと過ごした３日間で俺はそれを知った。

　じゃあ、どうする？

　今まではリスクが未知数だった。

　けど、今はもうハイリスクだとわかってる。

　てことはだ。

　あいつらはもう、いったん引っ越して出直すわけじゃない。

　そんな悠長なことは言っていられない。

　帰るんだ。

　故郷ドイツに。

　忘れちゃいけない。

　クルスの本来の目的は、あくまで先せん遣けん隊たいだ。

　危険とわかれば移住は取りやめる。

　それが大原則＆大前提だ。

　八はつ卦け羅針盤の針を頼ってここ横よこ浜はま港にたどり着いたとき、俺はこんなところにあいつらがいるわけがないと思った。

　けど俺は肝心なことを忘れていた。あいつらには移動に厄介な制限があることを。

　吸血鬼は流れる水の上を渡れない。

　橋を渡るのはもちろん、飛行機で海を飛ぶこともできなかったはずだ。

　そんな二人はどうやってドイツに帰るのか。

　答えは一つだ。棺かん桶おけの中に入って移動する。

　そういう前提知識を持って周りを見渡せば……。

　あるじゃないか。この港のそこかしこに。うず高く積まれた、シンボルとしての棺桶──コンテナが。

　もう少しだ。もう少しで、シルヴァスタイン兄妹に会える。

　この針の示す先に、あの二人はいる。

　連れ戻すんだ。

　角を曲がるごとに、針が大きく角度を変える。近づいてきている証拠だ。

　そして、おそらくは最後の角を曲がったとき。

　異様なものを目まの当あたりにして、俺は思わず立ちすくんだ。

　八はつ卦け羅針盤の針はたしかにそこを指していた。

　シルヴァスタイン兄きよう妹だいが潜んでいるべき場所。

　三段積みのコンテナの一番下。

　欠けてる。

　いや──欠けてるんじゃない。

　切り裂かれてる。

　鋼鉄のコンテナが。

　バターみたいに。

　ぞわり。

　背筋が粟あわ立だった。

　どうすりゃ……こんな跡ができるんだ。

　切り口が溶けたようになっている。

　手を近づけると、まだ熱い。

　切り裂かれて間もない証拠だ。

　中を覗のぞいてみる。

　暗くてよく見えず、俺おれは携帯の明かりをかざした。

「……！」

　全身が硬直した。

　コンテナの中、ほの暗い光の中に浮かび上がったのは──

　バラバラにぶっ壊れた、棺かん桶おけの残ざん骸がいだった。




　ドンッ──




　大地が一瞬揺れ、周囲が赤々と照らされた。

　振り向く。

　コンテナの山の向こうで、大きな炎の塊が噴き上がり、空中で膨れ上がっていた。

　なんだあれは……！

　俺おれは目を疑った。爆炎もそうだが、その周囲で黒い霧が踊っている……！

　霧はひとところに集まり、空中でくるくると不自然な動きをすると、猛スピードで俺のいる方角へと向かってきた。

「クルス！　シンクレア！」

　俺は叫んでいた。

　霧の塊は一瞬スピードを緩めたように見えたものの、俺のところには降り立たず、頭上を通過して反対方向へと飛び去っていった。

　やがて炎がかき消え、すぐに辺りは元の闇やみに戻った。

　静寂。

　ゴォォ────ン……。

　コンテナが積まれる音が、遠くでした。

　何か異常なことが起こっている。それはもう疑いようがない。

　霧はひとかたまりになって、俺おれの後ろの方角へ飛び去った。

　あれはほぼ間違いなく兄きよう妹だいだ。

　霧の逃げた方角に行けば、あの二人と再会できるはずだ。

　と──

「ウフフフッ」

　突然だった。

　横合いから女のような笑い声が聞こえた。

「っ──」

　俺は足を止めてしまった。

　いや、立ちすくんでしまった。

　聞こえないふりをして逃げ去ればよかったのに。

　ず……と。

　デカい人影が暗がりから這はい出てきた。

　縦にも横にもデカいピラミッド体型。身長２ｍはありそうなその人物は、明らかに作業員じゃなかった。

[image: ]

　この場には不釣り合いの、白い、白い……修道服。

　──ＳＳＡ。

　そうとわかったとたん、全身の血が逆流した。

　サングラス。そうだ。白い肌。長く伸ばした髪は夜でもわかる金色。そうだ。

　ふつふつと肌が粟あわ立だつ感覚。

　間違いない。こいつが例の──トチ狂ったブラザー……！

　女みたいな化粧。鈍重そうな身体からだ。奴やつは品定めするように、凍りついた俺おれをじっと見つめ──笑った。

「例のハーフ、見ぃ～つけた。ウフフフフッ」

　背中で汗が一斉に噴き出した。

　見抜かれている。一目会っただけで。

　浄ブルー眼アイズ。

　奴が一歩前に踏み出した。

　その瞬間、スイッチを切るように俺の呪じゆ縛ばくは解けた。

　どこでもいい。方角すら確かめずにとにかく地を蹴けって逃げ出す。

「逃げるのぉん？」

　奴の声が背中に覆おおい被かぶさり、俺は死にものぐるいで逃げた。

　雫しずく！　いたぞ！

　走りながら携帯を取りだそうとした。

　それが間違いだった。

「──っ」

　携帯は俺の手を滑り落ち、カツンと音を立てて地面に落ちた。

　しまった。

　拾おうと振り返る。

　が。

　暗い。

　見えない。

　俺が走ってきたのは、ちょうどコンテナの影が差しているところだった。

　くそ。

　どこに落ちてるんだ。

　這はいつくばって探したかった。

　だけど、足音が近づいてくる。

　俺が走ってきた方向から、足音が刻一刻と大きくなってくる。

　時間がない。

　どうする。

　ぼやぼやしてると捕まっちまう。

　けど、携帯がないと雫しずくにＳＯＳが打てない。

　どうする。

「────」

　諦あきらめろ。

　心の中で叫ぶ声がした。

　今、一番危険にさらされているのは俺おれ自身だ。

　迷ってる暇はなかった。

　畜生。

　俺は未練を引きはがすようにぐいと顔を前に振り向け、また走り出した。




　気がつくと海沿いに出ていた。

「はあ、はあ……」

　ゴゥゥ────ン…………。

　東京タワーと見まがう巨大クレーンの足あし下もとに、俺はいた。

　そこでは今まさに船積みが行われているところだった。

　すぐ目の前には積み荷が山盛りのコンテナ船。

　クレーンが発する照明で、周囲は明るく照らされている。

　ここはマズい。俺の姿が丸見えだ。

　再びコンテナの間に避難した。

　シルヴァスタイン兄きよう妹だいの逃げた方角へ来たはずだがいない。もしかしたら通り過ぎたのか？

　暗くら闇やみに目をこらしながら歩いている最中だった。

　──キュンッ。

　足下で何か音がした。

　途端。

　ずぶっ、と右足がコンクリートの地面に潜り込んだ。

「うわっ！　なんだ！」

　すでに足首までが地面に呑のまれていた。その足首から太ももにかけて淡い燐りん光こうがまとわりついている。なんだこれは……！

「くそ！」

　まるで底なし沼。引き抜こうとしても足は沈み込んでいく一方だ。そのうち踏ん張る左足まで地面に呑まれ始めた。身動きが取れない。俺は、こんなところで……！

　そのときだった。

「カズマ！」

　鋭い声が聞こえたかと思うと、小さな影がコンテナの上から俺めがけて降ってきた。

　あれは──シンクレア？

　月明かりに金色の髪が翻る。

「動かないでくださいっ！」

　シンクレアは右手を振りかぶると、着地と同時に拳こぶしを地面に叩たたきつけた。

　ゴッ。

　地面にクモの巣のような亀き裂れつが走る。

　途端、足あし下もとが急に固くなったような気がした。

「足を抜いて！」

　踏ん張ると、今度は簡単に脱出できた。

「な、なんだったんだ今の……」

「罠トラツプです。あちこちにあります」

　手を引かれるままその場を離れ、しばらく歩いたところでシンクレアがキッと振り返った。

「どうしてこんなところにいるのですか」

「どうしてって……」

　お前らを連れ戻しに来たんだと言ってやりたかったが、助けられた奴やつが言うセリフじゃない。俺おれは言いよどみ、代わりに質問をした。

「兄貴は？」

「はぐれました。そう遠くないはずですが……」

　俺の脳裏はすぐさま、さっき高々と上がった爆炎の情景に塗りつぶされた。

「炎が上がったのが見えたんだ。あの周りを黒い霧が飛んでた。あれ、クルスとシンクレアだろ」

「はい。私たちもびっくりしました。棺かん桶おけの中でぐっすり寝ていたらいきなり何か引き裂くような音がして、目を開けたらあれが覗のぞいていて……」

　ぞっとする。

　ＳＳＡの鬼子。

　数々のトラブルを起こしながらも、雫しずくが入局するまで第一線で戦果を上げ続けた実力者。

　その優秀さは、問題行動を補ってあまりあるレベルだったという。

　要はそれだけ人外退治のエキスパートってわけだ。

「俺も見たんだ」

「カズマも？」

「ああ……」

　あの巨漢を思い起こせば、身体からだの底から震えが湧わき上がってくる。

　ああ、ダメだ。考えるな。

　俺は強く頭を振って弱気を追い払った。

　小難しいことは後でいい。今は逃げ延びることだけを考えるんだ。

「ドイツに帰るつもりだったんだよな」

「……はい」

「悪いけど、いったん諦あきらめてくれ。ここまで突き止められてるからにはおそらく……いや必ずあいつら網を張ってるはずだ。船に乗ったら逃げ場はない。逃げるなら陸だ。シンクレア、霧になれるか？」

「やってみます」

　シンクレアは手を広げ、指先をじっと見つめた。

　しばらくすると、さら……と人差し指の先端がわずかに霧散した。

　が、それだけだった。

　人差し指の先はすぐにもとに戻ってしまった。

　シンクレアは肩を落とし、大きく息を吐き出した。

「すみません……少し休まないと」

　申し訳なさそうな顔。

　無理もない。今まで命の危険にさらされながら逃げ回ってきたんだ。疲労はピークに達してるだろう。

「わかった」

　これじゃ無む理り強じいはできないな。

　今いるところは突とつ堤ていのほとんど先端だ。

　Ａ突堤は端から端まで２キロ近くある。あのベイブリッジの柱をよじ上れれば手っ取り早いんだろうが、そんなトカゲじみた真ま似ねは俺おれにはできない。つまりこの２キロの距離を、俺らはクルスと合流しつつあのデカブツに見つからずに移動しなけりゃならない。

　畜生、命がけの鬼ごっこだな。

　──？

　今、風に混じって何かの音が聞こえた。

　シンクレアと目配せを交わし合う。彼女にも聞こえたみたいだ。

　音は少しずつ鮮明になっていく。

　ややゆっくりとした、これは……足音？

　カツ、カツ、カツ……。

　近くなってる。

　俺はぴたりとコンテナの側面に張りつき、じりじりと角の先を覗のぞき見た。

「────」

　いた。

　デカブツだ。

　月明かりに照らされて、通路のど真ん中を堂々と歩いてきやがる。もうかなり近い。

　まずい。このままじゃぶつかっちまう。

　シンクレアに合図して後ろに退避してもらい、俺も早足で後戻りを始める。

　どんっ。

　背中が何かに当たった。

「っ！」

「カズマ」

　シンクレアの押し殺した声が聞こえた。

「こちらからも来ています」

　なんだと。

　俺おれは暗くら闇やみに目をこらした。

　何も見えない。

　けど、夜目の利きく吸血鬼が言うからには間違いない。

　焦りがせり上がってくる。このままじゃ挟み撃ちだ。

　カツ、カツ、カツ──

　逃げ道がない。

　見つかる。

　もう、奴やつを突き飛ばして逃げるしか……！

　ぐい、と誰だれかに襟首の後ろを掴つかまれた。

　心臓が止まった。一瞬で絶望が俺の心を塗りつぶした。俺はコンテナとコンテナの間の狭い隙すき間まに引きずり込まれた。

「しっ」

　修道服であるはずのそいつは、真っ黒な服を着ていた。

　クルス、だった。

　俺は全身で深く息を吐いた。腰が抜けるほど安あん堵どした。

　クルスは小声で僕に耳打ちをする。

「聞き覚えのある声がしたからね。来てみたらビンゴだったよ」

　シンクレアも引きずり込まれたらしく、俺のすぐそばにいた。

「とにかくじっとしていよう」

　俺とシンクレアは無言で頷うなずいた。

　あとは身を潜め息を殺して、敵が過ぎ去ってくれるのを待つだけだ。

　やがて奴らは来た。

　右からは例のデカブツ、そして左からは細身の男。

　体格は違うが、同じ白い修道服姿だ。

　どうしてコンテナとコンテナの間の細い視界から二人が見えるのか。

　答えは簡単だ。奴らがちょうど隙間のド真ん前で足を止めたからだ。

　心臓がバクバク言ってる。

　くそ……どうしてこんなところで落ち合うんだよ。

　人食いザメがすぐそばを泳いでいるような感覚。

　気づかれている様子がないのが唯一の救いだな。

　落ち合ったのが偶然ここだった、って感じだ。

　つくづく嫌な場所で立ち止まってくれるよ。

　二人は身を近づけて何か小声で言葉を交わしている。

「…………」

　くそ、聞き取れない。

　けど、少なくとも仲間なのは明らかだ。

　悔やむ。

　迂う闊かつだった。

　鬼子とまで言われた人物──すっかり一人だと思いこんでいた。

　考えてみれば、いくら危ない奴やつといっても孤立無援とは限らない。

　あのデカブツを中心に荒くれどもが徒党を組んでることだってある。

　その可能性に思い至らなかった。

　けど悔やんだってもう遅い。今からできるのはせめて見つからずにいることだけだ。

　気づくな、気づくなよ……。

　指一本動かさずにじっと息を潜める。

　生きた心地がしなかった。

　いつ二人揃そろってこちらに目を向けるのか、気が気じゃなかった。

　30秒か１分か、もしかしたら５分ぐらい経たっていたかもしれない。

　ようやく言葉を交わし終えると、奴らは再び身を翻してもと来た方向へ戻っていった。

　…………ふう。

　気づかれていないみたいだな。

　足音が遠ざかり、やがて聞こえなくなっても、しばらく俺おれらは蝋ろう人にん形ぎようのように固まっていた。

「……何人いるのさ？」

　隙すき間まの奥で、クルスが小さく呟つぶやいた。

　俺と同じことを考えてるな。

　鬼ごっこの鬼は一人じゃない。二人、もしくはそれ以上。

　これは鬼ごっこじゃない。狩りだ。

　複数で少数の獲物を追いつめる、人狩りマンハントだ。

　くそ。

　これからは後ろにも気を配らなけりゃいけない。

　俺は今まで以上に慎重になって、そろそろと隙間の暗がりから歩み出た。

「っ──」

　気づかなかった。

　すぐそこに人がいた。

　丸坊主の小男。

　修道服。

　お仲間だ。

　全身から一気に汗が噴き出した。

　殺される。

　あまりの事態に、俺おれは動くこともできず硬直していた。

　だが。

　小男は武器を取り出すでもなく、俺を押しとどめるように、そっと両手のひらを俺に向けただけだった。

「──静かに」

　落ち着いた声。

「カズマ・アラキですね？」

「……え？」

　俺は聞き返していた。

　なぜ──俺の名を？

「我々はあなたたちを保護します」

　男は淡々としていた。

「元ＳＳＡブラザー、〝煌眼シヤイニング〟ドレフュス＝マッカランが日本に潜伏中。これに伴い本日日本時間14時28分、法王庁ヴアチカン特務[image: No.]９００７１２６８が発令されました。我々は被害予想者を保護し、ドレフュス＝マッカランを拘束します」

　聞き慣れない単語がいくつかあったが、大筋は飲み込めた。要は味方になってくれるってことだ。

　助けてくれるならワラ人形にだって縋すがりたい気分だったが、ＳＳＡが味方してくれるとは心強いことこの上ない。

　……だが、俺にはひとつ気になることがあった。

「あんたは知ってるのか？　俺が、その……」

　小男はすばやくその先を引き取った。

「吸血鬼との混血であることですか？　問題ありません。現在のところあなたがた３名が保護対象者です」

　３名。

　ってことはそこの兄きよう妹だいも勘定に入ってるのか。

「どうして……」

「詳しくは伏せますが、端的に言うのならＳＳＡとて一枚岩ではないということです」

　ふうん……。

　似たような話をクルスからも聞いたな。

　色々な主義主張が生まれてきてるのは吸血鬼もヴァチカンも同じらしい。

「あとの二人は何処いずこに？」

「あ、ああ。呼んでくる」

　俺おれは頷うなずいて、コンテナの隙すき間まに潜んでいる二人に声をかけた。

「クルス、シンクレア」

　覗のぞいたところで、小さな明かりが見えた。

　携帯電話だ。

　画面を確認するクルスの顔がぼんやり照らし出されている。

　お前、こんなときに何やってんだよ。

　クルスは画面に目を落としながら言った。

「カズマって意外にシャイだよね」

　……はあ？

　いきなりよくわからんこと言い出したぞ。

　どうしたんだクルス。

「目の前にいるんだから直接口で言ってくれればいいのに、わざわざメールで言うんだもの。そういうとこ、女の子みたいでかわいいよね」

　…………。

　違和感。

　ちょっと待て。

　今なんて言った？

「………………………………俺がいつ、お前にメールした？」

「え？」

　クルスは一瞬きょとんとして、それから当たり前みたいに言った。

「だってカズマ、さっきから何度もメールくれてただろ」

「────」

　ひたり、と。

　背筋にナイフの切っ先が当てられたような錯覚。

　とてつもない矛盾が俺の中で踊っていた。

　これだ。

　さっき感じた違和感の正体。

　不意に現れた俺に、クルスはまったく驚かなかった。

　それどころか、俺がこの場にいるのを知っていたかのような……。

　それは、つまり。

「……俺は、メールなんてしてない」

　喉のどが渇く。

　たった今、クルスの言葉が暴き立てた真実を、俺は理解したくなかった。

「俺は、さっき、携帯を、落とした」

「…………え？」

　クルスの顔色がさっと変わる。

「だから、それは……」

　それは。

　その意味するところは。

「──メールを送ったのは俺じゃない」




　ヴヴヴ……




　クルスの携帯が震えた。

「!?」

　画面に目を落としたクルスが驚きよ愕うがくする。

「……電話だ」

　その反応から、見なくても表示はわかっていた。

　俺おれだ。

　俺の名前がそこに表示されているんだ。

「っ……！　貸せ！」

　クルスの手から携帯をもぎ取り、震える手で通話ボタンを押し、耳に当てた。




「『──Tempo della vendetta del Cielo viene神罰の時、来たれり』」




　二ヶ所から同時に声がした。

　ひとつは携帯から。

　そしてもうひとつは──俺の背後から。

　振り向く。

　俺の味方だと言った小男が、ゾンビのように頭をだらりと垂らしていた。

「そいつ……」

　クルスの声が背後で震えていた。

「そいつだ……！」

　なっ──

　俺の頬ほおを汗が滑り落ちた。

　クルスが遭遇したのはあのデカブツじゃなかったのか？

　目の前の小男は顔を左手で覆おおい、右手を耳に当てていた。

　その右手に握られてるのは、見覚えのありすぎる携帯──

　凍ったような空気の中、小男はゆっくりと左手を下げ、顔を上げた。

「……っ」

　俺おれの喉のどが鳴った。

　夜の暗がりの中、奴やつの双そう眸ぼうがらんらんと光っていた。

　青い光。

　浄ブルー眼アイズ。

　なぜだ。

　浄眼はあのデカブツじゃなかったのか。

「浄眼は……二人？」

　ぎしっ。

　小男の歯が軋きしむ音が、ここまで届いた。

「浄眼は神が私に与えたもうた才能ギフト。私に、私だけに与えたもうたのです。他ほかの誰だれでもない私だけに！　私だけに！　私だけに！」

　小男は次第に声を荒げていく。

　忌々しそうにバッと振り払った左手から、小さな何かが二つこぼれた。

　ろくに見えなかったが、多分あれは暗色系のカラーコンタクトだ。

　畜生、雫しずくのやつ。

　サングラスって言ってたじゃねえか……！。

　こいつだ。

　こいつが正真正銘の──ＳＳＡの鬼子。

　俺はとんでもない過ちを犯してしまった。

　敵をわざわざ兄きよう妹だいのところまで誘導してしまった。

「いつもいつも邪魔なんです私は誰よりも敬けい虔けんなキリスト教徒たらんとしているのに皆よってたかって私の邪魔をする。彼らにＳＳＡの称号は必要ありません。彼らに似合うのは磔はりつけの十字架だ。背教者め。クリスチャンを騙かたる不浄の徒は異教徒よりなお悪い」

　小男は腰に手をやり、すらりと一振りの剣を抜きはなった。

　装飾の少ない、小ぶりの剣だ。

　その切っ先でちろちろと炎が踊っている。

　ヤバい。

　本能が俺に告げる。

　夜の空に噴き上がる炎が、脳裏にフラッシュバックする。

　小男は剣を十字架のように捧ささげ持った。

「紅あかき不浄に白き神罰を。醜き化け物にすべからく死を。ＳＳＡドレフュス＝マッカラン、これより対象３体へ秘跡〝聖劫火クレマジオーネ〟を実行いたします」

　言葉の終わりと同時に、切っ先からボウッと炎が上がった。

　それが宣戦布告の合図だった。

　敵は身体からだをぐっと深く沈み込ませ、剣を引きずるように低く構えて地を蹴けった。

　速い──！

　一瞬で俺おれに詰め寄る。

　腰からギラリと刀身が閃ひらめいた。

「うああっ！」

　死にものぐるいで横っ飛びに飛とび退のく。

　ヒュ──

　剣先が身体からだのすぐそばを走り抜けた。

　間一髪避よけた。

　そう思った瞬間、左腕に焼きごてを当てられたような熱さが走った。

「くうっ！」

　避け切れていなかった。

　バランスを崩して地面に転がる。

　ヤバい。

　素早く体勢を立て直さないと、次の瞬間にも喉のど笛ぶえにあの刃先が突き立てられる──

　右腕をうまく使い、なんとか反転して起きあがった。

　が、マッカランはすでに俺には目もくれず、コンテナの隙すき間まへと身を滑り込ませていた。

　気づく。

　奴やつの狙ねらいは俺じゃない。

「紅あかき不浄よ！」

　あの二人だ。

「白き灰となれ！」

　ヤバい。

　あの狭い袋小路に追いつめられたら……！

　だが。

　振り返った俺の目に、シュアアアッ──

　コンテナの間から黒い霧が天に噴き上がった。

　クルスたちだ。

　なけなしの力を振り絞って変へん化げしたんだ。

　直後。

　ゴウッ！

　同じところから逆巻く炎の渦が上がった。

　太い火柱が赤々と周囲を染め上げる。

　その恐ろしい光景を見るか見ないかのうちに、俺はもう身を翻していた。

　クルスたちはあの袋小路から脱出したんだ。

　次は俺が逃げる番だ。

　どれだけ恐ろしい光景だろうとも、今はそれ以上考える必要はなかった。





□■□■□






　兄きよう妹だいはすぐに見つかった。

　ちょうどコンテナを回り込んだところに、二人寄り添うようにうずくまっていた。

「クルス、シンクレア」

　声をかけても、肩で息をするばかりで動く気配がない。

　本当にあれが最後の余力だったみたいだ。

　立てないぐらい足腰にきてるのか。

　けど……。

「逃げるぞ。辛つらいだろうけど、立て。すぐあいつがやってくるぞ」

　疲れたんなら休もうなんて言える状況じゃないことは、二人が一番よくわかってるはずだ。

　襟を掴つかんで立たせようとする。

　けどクルスは砂袋のように動かなかった。

　どうする。

　素人の俺おれがすぐに見つけられたんだ。本職の狩ハン人ターに発見されないわけがない。先に二人を見つけられたのは、ただの偶然だ。

　こうしている間にも、きっと……。

「──穢けがれたものばかりが目に映る」

　底冷えするような声が、上から降ってきた。

　見つかった。

　高々と積まれたコンテナの山の上。

　ぼんやりとした両眼の光。

　月を背負い、奴やつは夜の王のように俺らを見下ろしていた。

「逃げ────」

　たん。

　奴は飛んだ。

　10ｍ以上もある高さをものともせず。

　水たまりにでも飛び込むような気軽さで。

　降ってくる。

　構えた剣に殺気をみなぎらせて、降ってくる──！

「くっ──」

　俺は兄妹を思いきり突き飛ばし、俺らは分かれて左右に転がった。

　直後。

　落下しながら、それまでちょうど俺たちがいた地面を、奴は薙なぎ払はらった。

　グワァッ──。

　熱風が頬ほおを叩たたき、視界が炎の色に染まった。

「うっ！」

　とっさに目をつむり顔を背けてしまう。

　少しは距離があったのに、炙あぶられたような熱感が頬にじんじんと残っていた。

　直撃を受けていたら、あの炎に包まれて全身火だるまになってる。

　と。

　背けた顔を戻したときにはすでに、奴やつは俺おれの目の前に降り立っていた。

「はああ……はああ……はああ……」

　血走った奴の目を真正面から見て、俺はぞっとした。さっきとは雰囲気がまるで違う。狂信者の目、野獣を思わせる荒い息、そしてみなぎる殺気──静かな暗殺者から、奴はエサを目の前にした肉食獣へと変へん貌ぼうを遂げていた。

「はああ……はああ……ベネディクトゥスの火は人ならざる者の身のみを灼やく聖なる炎……。その熱さこそが貴様らが化け物である何よりの証あかし……」

　極度の興奮で声が震えている。目はギラギラと輝き、額には大粒の汗がいくつも浮かんでいる。どうしたんだこいつ……ヤバい薬でもやってるのか？

「疾とく去れ、現うつ世しよから！」

　奴は兄きよう妹だいしか見ていない。

　疲れ切った今の兄妹に逃げ切ることはできない。

　そう思った瞬間、身体からだが勝手に動いた。

「やめろ！」

　無我夢中で横からぶつかっていった。ただ兄妹を逃がそうと必死だった。

　しかし、そこで思いもかけないことが起きた。

　突然ジュウ、と何かが蒸発するような音が聞こえた、次の瞬間、

「ぎああッッ！」

　身体に電撃を通されたみたいに、奴の全身がビクビクと痙けい攣れんした。

　そのとき振られた腕に、俺は突き飛ばされるようにしてたたらを踏んだ。

　な、何が起こったんだ!?

　カツンッ──

　何かが地面に落ちた。

　八はつ卦け羅針盤だった。

　ダウンジャケットのジップアップポケットに入れてたはずのキーホルダー。

　とっさにポケットまわりをまさぐると、ダウンに穴が開いていた。さわると小さくポロポロこぼれる感触がある。

「はあ……はあ……はあ……！」

　奴は荒い呼吸を繰り返している。よく見ると、左の脇わき腹ばらの部分が破れ、皮膚が焼けこげたように黒くなっていた。──タックルをしたときに、ちょうど俺のダウンのポケット部分が触れそうなところが。

　なぜだ。

　清められたモノに触れて火傷を負った？

　馬ば鹿かな。それじゃまるで……。

　人外だ。

「はあっ、はあっ、はあっ、はあっ……」

　奴やつの顔は汗まみれだった。

　まるで聖火の松たい明まつを持つように、右手に握りしめた剣の刀身から、炎が赤々と上がっている。

　ぽつりと俺おれの口から言葉が漏れ出た。

「……それ、熱い……んじゃないのか」

　さっき奴は言った。

　ベネディクトゥスの火は人ならざる者の身のみを灼やく聖なる炎、と。

　奴の発汗は興奮によるものだと思っていた。

　けど、本当はもっと単純な理由だったんじゃないか。

　熱さ。

　至近距離でずっと炎に炙あぶられているからこそ、あんなにも汗をかいていたんじゃないか。

「う……ぐ……」

　よろめきながら俺の方を向く。

　そのすぐ足あし下もとには俺のポケットからこぼれた八はつ卦け羅針盤が転がっている。奴はおそらくそれに気づいてない。

　憎悪のこもった瞳ひとみで俺を見、マッカランは一歩を踏みだし、そして──キーホルダーを踏む。

　じゅう、と肉の焼ける音がして、奴はまた電流トラップにかけられたみたいに身体からだを痙けい攣れんさせた。

「が、ぎぎぎッッ！」

　疑念は確信に変わった。もう疑いようがなかった。

　清められたモノに触れて火傷やけどを負い、聖なる炎に炙られて汗を流す。奴は人外だ。もしくは人外に身体を冒されている。

　俺は兄きよう妹だいに向かって叫んでいた。

「逃げろ！」

　マッカランはすぐに体勢を立て直してくるだろう。逃げるなら今しかない。

「カ、カズマ……！」

　おい、お前らまで不意を突かれてどうするんだよ。

「僕たちが逃げても、カズマが……！」

「俺か？　大丈夫だ。俺は正義のヒーロー、カズマライダーだからな」

　ご大層な変身ベルトまでもらっちまったからな。変身はできなくても、ここで尻尾しつぽ巻いて逃げるわけにはいかない。

「ヒーローはワルモノをブッ倒すためにいるんだろ」

「カズマ……」

　うわ、なんか俺おれ、すごく恥ずかしいこと言ってないか。

　アホだな、俺。

　どのツラさげてヒーロー気取りだよ。

　雫しずくに聞かれたら笑われちまうな。

「ほら、さっさと逃げろ」

「カズマはどうするのさ！」

「心配すんな。すぐに雫が来る」

　俺は嘘うそをついた。

「もうこっちに向かってるってさ。ほら、雫が来たときにお前らがいるとヤバいことになるぞ。早く逃げとけ」

　雫と連絡なんか取ってない。取りようがない。なんせ俺の携帯はあの青目に拾われちまったんだからな。

「カズマは助かるのですね!?」

「ああ」

「本当に!?」

「約束する。だから早く行けよ」

　そこまで言って、兄きよう妹だいはやっと逃げる気になったようだった。

「……すまない」

　なんだよクルス。えらく神妙になりやがって。似合わねえぞ。

　俺は兄妹に背を向けた。

「悪いな、変身できなくて」

　クルスが無言で頭かぶりを振る気配が伝わってきた。

「……クルス、お前の言ってたライダーごっこな」

「うん」

「あれ、帰れたら、やろう」

「カズマ……！」

　なんでもよかった。

　クルスが希望を持ってこの場を離れる気になってくれれば。

「約束だよ、カズマ」

「行け」

　背後で二つの足音が遠慮がちに遠ざかっていく。

　よし。

　これで最悪の事態は切り抜けた。

　そう安心した瞬間。

　バキッ──

　八はつ卦け羅針盤が踏ふみ潰つぶされる音がして、直後、伸びてきた腕が俺おれの顎あごを鷲わし掴づかみにしていた。

「ぐ──」

　だん、と背後のコンテナに押しつけられ、俺は呻うめいた。

「はあ……はあ……はあ……！」

　キーホルダーの電流トラップにさらされて、マッカランはわずかの間にげっそりとやせこけていた。

　だが力は強い。顎がミシミシと悲鳴を上げる。割れそうな激痛に耐え、俺は声を上げた。

「ぐっ……あんた……自分で気づいてるんだろ！　その身体からだはもう人間の身体じゃない！」

　視界の端で俺は見た。

　奴やつの左手は真っ黒だった。まるで炭を固めたように。

　マッカランが叫ぶ。

「知ったような口を利きくな！　醜いけだもの如ごときが！　秘跡は使用者の身体にすさまじい負担をかける、そんなことはＳＳＡなら誰だれでも知っている！」

「ゲホッ、ち、違うだろ……あんたはそうやって身体の異常をごまかしてるだけだ……！　身体がその剣を拒絶してるのを、あんたは認めたくないだけなんだ……！　見ろよこの手……！　人間の手はこんなに黒いのかよ……！」

「バケモノの言葉に傾ける耳はないッ！」

「あんたもバケモノだ！」

「黙れえッッ！」

　顎を掴つかむ力がさらに強くなる。呼吸すらも苦しくなり俺は呻く。

　浄ブルー眼アイズがゆらりと剣を振りかぶる。

　ボッ……ボボッ……ボボボボボッ。

　灼しや熱くねつの炎が刀身に走る。

「紅あかき不浄の者よ、死に清められよ。雪よりも白く」

　もう俺には何の抵抗もできない。

　これまでか。

　あいつら、遠くまで逃げてくれたかな。

　命の危機だってのに、俺は俺以外のことを考えていた。

　どれだけ時間を稼げただろう。

　あの二人が逃げ切ることができりゃ、俺の犠牲も報われるってもんだ。

　俺は目をつむった。

　走そう馬ま燈とうのような思い出は流れなかった。

　ただ、あいつらと雫しずくと４人で過ごした夜が、キャンドルの炎のように浮かんだ。

　そんなにいい思い出だったのかよ。

　こんなこと、死ぬ直前になって初めてわかるなんてな。

　なんだ。

　俺おれ、意外とあいつらのこと好きだったんだな。

　でも──

　もう、さよならだ。

　────。

　そのときだった。

　ギシイイイイイッ！

　聞き覚えのない、金属どうしがこすれるような音がして、俺はバッと目を開いた。

「……………………な」

　信じられない光景がそこにあった。

　マッカランと俺との間で、二振りの剣が激しい鍔つば迫ぜり合あいをしていた。

　一つはマッカラン。もう一つの持ち主は……俺とマッカランの間に身体からだをねじ込んでいた。

　ピラミッドのような体型。

　白の修道服。

　こいつ、さっきのデカブツ……！

　ばばっとマッカランが飛とび退のいた。

「……どけアロイス。〝第三の眼M.E.〟。背教者め」

「だぁめよう。ＳＳＡは虐殺のための機関じゃないもの」

　デカブツは一歩も退ひかなかった。

　俺はとっさに状況が飲み込めなかった。

　デカブツは……俺を……守ってくれている？

「安心してねぇん」

　デカブツがこちらを見ずに言った。

「ワタシたち、アナタを守るわぁ」

　ということは──

　デカブツはマッカランの仲間じゃない……？

「サングラス……」

　俺の呟つぶやきに気づいて、デカブツは言った。

「あらら、ごめんなさいねぇ。ワタシ、目が見えないのよぉ」

「！」

「浄ブルー眼アイズはドレフュス一人だけ」

「Si!」

　マッカランは叫んだ。

「浄ブルー眼アイズは私の、私だけに与えられた才能ギフト！　ＳＳＡは私を必要としている！　私をＳＳＡから追放する権利など誰だれにもない！」

「あっきれた。アナタちっとも変わってないのねぇドレフュス。気づいてる？　それよ。その思いこみ。アナタを追放に追いやった原因」

　はあ、と呆あきれ混じりの溜ため息いきをつき、デカブツは奴やつの真っ黒な左手に目を落とした。

「あ～あ、ゾンビとりがゾンビに……あら、ミイラだったかしらぁん？　どこでもらってきたのか知らないけど、ＳＳＡのやることとは思えないわぁん。浄ブルー眼アイズも堕おちたものねぇ」

「第六位階の雑ざ魚こが……第二位階の私に意見をするな……！」

「〝元〟第二位階、でしょう？　そりゃあねぇ、アタシにできることなんてせいぜい足止めくらいよう。でもね」

　デカブツの声は涼やかだった。

「シズクが来てるワ」

「！」

　マッカランの顔色がさっと変わった。

「カズマを狙ねらうべきじゃなかったわねぇ。アナタ、シズクを怒らせちゃったわよ？」

　次の瞬間。

　ドッ──

　マッカランの修道服の裾すそを貫いて、小さな十字架が大地に突き立っていた。




「〝法王庁ヴアチカン特務[image: No.]９００１０５５５〟」




　どこからか声が聞こえた。

「〝半吸血鬼ダンピールであるカズマ＝アラキをＳＳＡ第三種特別観察対象者と認め、法王庁ヴアチカンの庇ひ護ごの下もと、彼の生態および人類に及ぼす影響を精察する〟」

　雫しずくの声だ。

　最初はそうとわからなかった。

　凛りんと張ったよく通る声は、いつもの甘やかな声とは違いすぎていたから。

「元ＳＳＡ〝煌眼シヤイニング〟ドレフュス＝マッカラン」

　どこだ。

　見回した。

　そうか。上だ。

　そびえ立つ柱の、もっと上──

　俺おれらを見下ろす鋼鉄の巨橋、横よこ浜はまベイブリッジ。

　その欄干に、彼女はいた。

　現役ＳＳＡシスターにして俺の幼なじみ──星ほし村むら雫が。

「主と子と精霊の御み名なにおいて宣告します。法王庁ヴアチカン特務[image: No.]９００１０５５５執行妨害、ＳＳＡ詐さし称よう罪および一般人に対する傷害罪であなたを拘束します」

　たん。

　雫しずくが飛んだ。

　まるで水たまりにでも飛び込むような気軽さで。

　コンテナの頂上よりもはるかはるか上空の──横よこ浜はまベイブリッジの欄干から。

　落下する途中で雫は俺おれに笑いかけたように見えた。

「ごめんねカズくん。すぐに終わるから──」

　その言葉はウソじゃなかった。

　雫が空中でゆらりと身をくねらせた。

　直後。

　ドッ──

　また一つの十字架がマッカランの修道服に食い込み、大地に縫い止めた。

　さらに──

　ドッドッドッドドドドドドドドドドドドドドッッ！

　豪雨のように、無数の十字架の雨がマッカランの全身へと降り注いだ。

「カアァァァァ────ッ！」

　絶叫したマッカランが、縫い止められた服をびりびりに引き裂いて飛び上がった。

「ムダよう」

[image: ]

　デカブツの呟つぶやきが聞こえた。

「ドレフュスはたしかに厄介なトラブルメーカーだったわぁ。けど、同時に、浄ブルー眼アイズという才能ギフトを持つ、非常に優秀な狩ハン人ターであったのも確かよう。その彼がＳＳＡからこぼれ落ちたのはなぜかしら？」

　雫しずくが十字架を放つ。

　マッカランが飛とび退のく。

　コンテナの側壁やコンクリートの大地に十字架が次々突き立っていく。まるでミニチュアの墓標だ。

「理由の20％は彼がトラブルメーカーだったコト。残りの80％はシズク＝ホシムラが入局したコト。ほら見てぇ。あれだけの投擲十字架アロー・クロスを受けて、ドレフュスには傷一つないでしょう？」

　なんだって……？

　奴やつの身体からだを目で追う。

　…………本当だ。

　修道服はどんどん破れていくが、肝心の肉体には血の一滴も流れていない。

「すれすれでかわしてるのか」

「違うわよう。逆逆。シズクの技量。こんな状況でもシズクは彼を傷つけまいとしているわぁ。偉い子」

「……！」

　雫が踊るように身をくねらせるたび、５から10もの十字架が一斉に放たれる。

　十字架はマッカランの人型を抜くように身体をかすめ、修道服をボロボロにはぎ取っていく。それでもマッカランの身体はまったく傷ついてない。

　静止している的でも相当な難易度だろう。

　それを雫は、激しく動く標的で軽々とやってのけている。

　すさまじい先読みとコントロール能力だ。

　二人の間にどれだけの力の開きがあるかは、素人の俺おれから見ても歴然としていた。

「ドレフュスが弱いんじゃないわあ。シズクが優秀過ぎるだけ」

「…………」

「あれは警告。シズクからのメッセージ」

　そうだろうな。

　投降するならばよし。でないと次はあなたの胸に突き立つことになる──

　そういうメッセージだ。

「純粋な戦闘力のみなら、歴代のＳＳＡメンバーの中でもシズクは……そうねぇ……最強に近いんじゃないかしら？」

　ドッ──。

　不意に。

　十字架の一つが命中した。

　右手首。

　マッカランの右腕が弾はじかれたように跳ね、すぐ背後のコンテナにぶち当たった。

　まだ終わらなかった。

　さらに、３つの十字架が続けざまに命中した。

　左手首。

　左足の甲。

　右足の甲。

　命中するたびに四肢が順に弾かれ、最後にはピンで留められた昆虫標本みたいに身体からだ全体がコンテナに縫い止められた。

「おい、あれ──」

　身体に刺さって……。

「Noノ.」

　心配しないでねぇ、とデカブツは微笑ほほえんだ。

「あれは打突十字架ストライク・クロス。シズクは優しいわあ」

　デカブツの声を遮るように雫しずくの声が飛んだ。




「──秘跡〝八端架クライスト・クロス〟を実行します」




　埠ふ頭とうの真まっ暗くら闇やみの中、蛍火のような燐りん光こうが無数にマッカランの周囲に生まれた。

　直後。

　ドンッ──

　大気を震わす衝撃とともに、マッカランの全身がまるで巨大なスタンプでプレスされたみたいに鋼鉄のコンテナにめり込んだ。

　それで終わりだった。

　マッカランはさながら磔はりつけの状態で、白目を剥むいて気絶していた。







エピローグ　棺桶が壊れました







「棺かん桶おけが壊れました」




　事件後、シルヴァスタイン兄きよう妹だいはほとんど何も言わずに俺おれたちと別れた。

　その翌日も俺の前に姿を現さず、もしかしたら本当に行方をくらませたのかと思っていた。

　ところがさらにその翌日の夜、二人は何事もなかったかのようにひょっこり俺の家に顔を出した。

　そこでシンクレアが開口一番言ったのが冒頭のセリフだ。

　残念な報告内容のはずなのに、シンクレアはともかくクルスの方がまるで健康器具の訪問販売員のようににこやかな笑顔を浮かべていた。

「そうなんだよ！　棺桶が壊れちゃったんだよ！」

　芝居がかった仕草で腕を広げるクルス。

「僕たちはドイツに帰ろうとした！　だけど棺桶があの人に壊されちゃった！　あーなんて可哀かわい相そうなんだ僕たちは！　これじゃ新しい棺桶ができるまで日本から出られないじゃないか！　えへへぇ、困ったなぁ……」

　……デレデレ鼻の下を伸ばしながら言われても全然説得力ないぞ。

「ええと、まとめると帰れない理由ができたから堂々と日本に居座れるぜってことだよな？」

「い、居座るだなんてそんな！　ひどい！　その通りです！」

「認めるのが早すぎる！」

　とまあそんなやりとりがあったあと、クルスは改めて俺にほほえみかけた。

「だからね、新しい棺桶が届くまでしばらくよろしくお願いするよ」

「よろしくお願いします」

　にっこりと笑った兄妹に、俺はなんだかこっ恥ずかしくなって頬ほおを掻かきながら言った。

「あ、ああ……。まあ……それじゃしゃあないな」

　本当は嬉うれしかった。

　素直じゃないな、俺。

「……そうだ。二人に渡したいものがあるんだ。まあ上がってくれ」

「へえ？　なんだろ」

「リビングだ」

　兄妹はカルガモの子供のように俺の後ろにくっついてリビングに来た。

「これ、置いていったろ」

　リビングに入り、俺おれが指さしたコタツの上には、二つの品物があった。

　ヤンデレクッキー。

　そしてキツネ耳。

「あ……」

「わ……」

　二人は宝物を見つめるような目でそれを手に取り、胸に近づけた。

　仕草が一緒なあたり、やっぱり兄きよう妹だいだな。

　シンクレアがちらっと俺を見る。キツネ耳を持つ手がうずうずしている。俺は笑顔で頷うなずいてやった。

　すると、シンクレアが、おずおずと。

　キツネ耳をつけた。

　自分で。

「────」

　初めてだった。

　頑かたくなにそういうのを嫌がっていた彼女が、自らグッズを身につけるなんて。

　でもやっぱり恥ずかしいようで、赤くなった顔を隠すようにいったん顔を伏せてしまったが、それからおずおずと、少しだけ顔を上げた。

　上目遣いで兄貴を窺うかがい、それから視線は俺の方へ。

　口くち許もとをむにむにさせて、何か言ってほしそうだ。

　俺は笑顔になって言った。

「いいと思うよ」

「ほ、本当ですか……？」

「ああ」

　そこで大きく頷いてやると、ようやくシンクレアの顔に笑みが浮かんだ。

　その笑顔がすごく可愛かわいくて──だからかな、もうちょっとぐらいこの二人との生活も悪くないかななんて思ってしまった。

　そこでクルスが発した言葉。

「──じゃあカズマ、約束どおりライダーごっこ、しよっか」

「は？」

　せっかく良い雰囲気だったのに、いきなりよくわからんことを言い出したぞ。

「何言ってるんだよ。約束だよ約束。あのときの」

「約束……？」

　何かしたっけ？

　俺が思い出そうとしていると、シンクレアがぼそっと言った。

「帰れたら……ライダーごっこ……」

「はっ」

　ああ……。

　ちょっと思い出した。

　あのときだろ。マッカランから二人を逃がそうとしてたとき。

　確かに俺おれ、弾みでそんなようなことを口走ったような気がするな。帰ったらやろうとかなんとか。

　うわ。

　思い出すと急に恥ずかしくなってきたぞ……。

「カズマは言いました。『帰れたら、ライダーごっこ、つきあってやるってばよ！』」

「俺はそんな語尾つけねえ！」

　そこにクルスが目をキラキラさせて追い打ちをかける。

「カズマが約束を破るわけがないよ！　だってカズマは悪の組織エンド・オブ・ソロウから僕たちを守る正義のヒーロー、カズマライダーなんだから！」

「う……」

　さらにシンクレアだ。クルスの後ろで小さく仮かり免めんライダーの変身ポーズを取り、

「へん……しん……！」

　二人に追いつめられ、俺はぷるぷる震えながら──

「お、お前ら……うるせえ────────────────！」







　……その後俺がライダーごっこをしたのかどうか。

　そのことについては、どうか触れないでいてほしい。







あとがき




　この本はオタクのヴァンパイア兄きよう妹だいとオタクの退魔師とパンピーの主人公がだらだらだべる話です。何っ!?　もう説明が終わっただと!?

　はじめまして。あるいはお久しぶりです。七なな位い連れん一いちです。

　あらすじを書こうとしたら驚きの１・２行で終わった冒頭ですが、アキハバラヴァンパイアナイトは実際そんな感じのお話です。

　なんでそんな話になったのかというと、僕が周りにそういっただらだら話ができる人が欲しいなあ、と思ったのが事の発端です。

　とある事情で関かん東とうから和わ歌か山やま県に引っ越したのですが、まあそれがサブカルチャーとはさっぱり無縁のところで。

　覚悟はしてましたが想像以上の田舎いなかっぷり。劇場版エヴァが来ないワカヤマ。誰だれも週刊少年ジャンプを読んでないワカヤマ。書店の小説棚に夢を叶かなえるゾウしか置いてないワカヤマ。特急列車がよくシカを轢ひいてダイヤが乱れるワカヤマ。緑深い熊くま野のの山々と広大な太平洋に囲まれて、僕が修しゆ験げん者じやとなりてホラ貝をブォブォ吹きながら山中を駆け回る日もそう遠くない未来です。

　このように、自然が豊かなのは大変結構なんですが何事にもバランスというものがあります。たまにはジャンプの話をしたっていいじゃない。

　ということで、ジャンプの話ができる人を作りました。脳内に。

　はいそこ泣かない。




　ともあれ、田舎で生活するにあたってそういう世界は脳内で留とどめておくのが上策。開けっぴろげにしてあまりいいことはありません。かくいう僕も数人でご飯を食べているときに「狼おおかみと香辛料ってアニメ知ってる？」と聞かれてもさも難しそうに首をかしげて「いや……知らないっすわ……」と答える技術を身につけています。

「おかしいなぁ、七位くんなら知ってそうだったのに」

　なんだと？




　一つだけ皆様にご了承いただきたいことがありまして、作中に登場するアキハバラは現実の秋あき葉は原ばらではなく架空の街アキハバラです。

　現実に存在する各社にいったいどこまで踏み込めば訴えられるのかとベッドの中で繊細な美少年のようにガクブル震えた結果、街ごと架空にしてしまうという結局一歩も踏み込まない超安全策に逃げ込みました。

　というわけで、現実と異なる部分がありましたらそれは架空ゆえ、もしくは僕の勘違いですので、もし勘違いであった場合はどうかおなかだけは殴らないでください。




　以下、謝辞です。

　イラストレーターのAnmi様、すばらしい絵をありがとうございます。表紙のオビをめくったところに現れる光り輝く股こ間かんは七なな位いの宝です。変種の児こ玉だま様。丁寧なアドバイスをありがとうございます。編集部の皆様、校正の方、営業の皆様、全国の書店員様、この本に名を記されることのない多くの方々のおかげでこの本は世に出ることができます。感謝を。

　なお、編集をミスタイプしましたが後悔はしていません。僕は前を向いて歩く人間です。




　それではまた、お目にかかれることを願って。

　この優しいヴァンパイアナイトがいつまでも明けませんように。
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